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52 日 本 語 能力 試験 


日 本 語 能力 試験 は 、 日 本 語学 習 者 の ニー ズ の 多様 化 に 応え る べく 、2010 年 7 月 よ 
り 新 し い 形式 で 実施 きれ る こと と な り ま し た 。 

この 問題 集 は 、 そ の 新 形式 の 基準 を 踏ま えて 、 既 刊 の 『20 日 で 合格 」 シ リー ズ の 「 文 
法 1 級 ]・「 文 字 ・ 語 低 1 級 」 の 2 冊 を 全面 的 に 改訂 し た も の で す 。N1 レベ ル の 特徴 は 、 
従来 の 試験 の 1 級 よ りや や 高め の レベ ル ま で 測れ る と いう こと で す が 、 本 書 で は こ 
の 点 に 最も 重き を 置い て 、 こ れ ま で の 問題 集 より 難易 度 を 高く し て あり ます 。 

つま り 、 言 語学 習 の 原点 で ある コミ ュ ニ ケー ショ ン 能 力 を 高め る と いう 観点 か ら 、 
より 現実 的 な 、 よ り 社 会 的 な テー マ の 問題 文 を 示す こと に よっ て 、 単 な る 試験 準備 
の た め の 暗 記 的 学習 か ら の 脱却 を 図っ て いま す 。 そ し て 、 本 書 を 利用 し て いた だ く 
皆さん が 、20 日 間 で 効果 的 な 学習 が で きる よう に する こと は も ちろ ん 、 更 に N1 レ 
ベル の 先 に ある 言語 の 壁 を も 越え られ る よう に 編集 し て いる の で す 。 

「 え っ ? ぜん ぜん わか ら な い ……」 と いう 吾 問 に ぶつ か っ た と き 、 人 間 の 新た な 
関 い が 始ま り ま す 。 そ れ は 、 何 も 日 本 語 の 試験 だ け で は な いで し ょ う 。 こ の TH 
語 能力 試験 20 日 で 合格 N1 文 字 ・ 語 茎 ・ 文 法 】 が 、 そ うし た 関 い に 対す る 學 気 を 
生む きっ か け と な っ て も ら え れ ば 、 こ れ 以 上 の 喜び は あり ませ ん 。 


2010 年 5 月 
著 者 
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※ こ の 問題 集 に は 別 賠 解答 が つい て いま す 。 


1. 本 書 は 「 日 本 語 能 力 試 験 N1」 の 試験 科目 の うち 、 | 言語 知識 (文字 ・ 語 工 ・ 文 法 )」 
に 対応 し た 間 題 集 で す 。「 読 解 」「 聴 解 ] は 含ま れ て いま せん 。 


2. 「 日 本 語 能力 試験 N1] の 認定 の 目安 は 、「 幅 広い 場面 で 使わ れる 日 本 語 を 理解 す 
る こと が で きる 」 と な っ て いま す 。 従 っ て 、 従 来 の 「 日 本 語 能力 試験 1 杉 ] より 
も 出題 レベ ル を 高く 設定 し て いま す 。 


3. 本 書 の 各 日 に お ける 設 間 の 出題 内 容 は 、 大 筋 で 以下 の よう に 分 け て いま す 。 間 題 
5、6 の 問題 文 に は 、 そ れ ぞ れ テ ー マ を 設定 し て いま す 。 問 題 7 の 文章 は 新聞 の 
社説 で す 。 固 有名 詞 な ど に は 読み 仮名 を つけ 加え て あり ます 。 


・ 問 題 1 (漢字 読み :6 問 ) 그 動詞 3 題 、 名 詞 3 是 

・ 間 題 2 (文脈 規定 : 7 問 ) 그 1 一 5: 漢 字 2 字 熱 語 、6 一 7 : 漢字 3 字 熟 語 
・ 問題 3 (言い 換え 類 義 : 6 問 ) 그 副詞 、 形 容 詞 、 動 調 、 名 詞 の 組み 合わ せ 
・ 問 題 4 (用 法 : 6 問 ) 그 カタ カナ 、 副 詞 、 形 容 詞 、 動 詞 の 組み 合わ せ 
“问题 5 ( 文 の 文法 1 :10 問 ) > 機能 語 中 心 

・ 問 題 6 ( 文 の 文法 2 : 5 問 ) 그 名 詞 + 助 詞 中 心 

・ 問 題 7 (文章 の 文法 : 5 問 ) 機能 語 、 活 用 中 心 


問題 1 _ _ の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[1] 一 度 や 二 度 の 失敗 で 和 損 り る よう で は だ め だ 。 


1 お り る 2 こり る 3 か り る 


[2] 事故 車 が バス の 行く 手 を 遮っ て いた 。 


1 ふさ が っ て 2 と どこ お っ て 3 た だ よっ て 


[3] 仕送り の 授業 料 が 旅行 代 に 化け て し まっ た 。 


1 こけ て 2 と け て 3 どけ て 


[4] あ の 遊園 地 は 乗り 物 が 少な く て 、 全 体 的 に 貧弱 な 感じ が する 。 


1 ひん じゃ く 2 ぴん じゃ く 3 ひん よわ 


[] 同 一 犯 な の か 、 盗 み の 手口 が 類似 し て いる 。 


1 る い に 2 る いい 3 る いじ 


[6] 最近 は 巧妙 な 手口 の 犯罪 が 増え て いる 。 


1 きょう みょう 2 こう みょう 3 し ょ うみ ょ う 


た り る 


さえ ぎっ て 


ET 


びん よわ 


る いし 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[2] あ の 人 の ( ) つき か ら 見 て 、 ス ポー ツ 選 手 に 間違い な い 。 

1 身 2 体 3 안와 4 肉体 
[8] あの 会 社 で は 毎年 3 月 に 定期 ( ) が 行わ れる 。 

1 検挙 2 検診 3 検事 4 検討 
[2] 大 統領 の ( ) 目的 は 、 日 本 と の 漁業 協定 を 結ぶ こと に あっ た 。 

1 訪日 2 #8 3 在 日 4 壁 晶 
[HO] この 布団 は ふわ ふわ で 、 寝 ( ) が いい 。 

1 心地 2 気分 3 心持ち 4 気持 ち 
[本 いきなり バ パス 路線 が 廃止 され 、 住 民 た ちの ( ) を か っ た 。 

] 悪意 2 反感 3 悪気 4 敵意 
[12] 名 土 が 多い この 町 は 、 立 派 な ( ) 玄関 を 構え て いる 家 が 多い 。 

1 빠 2 門 3 表 4 窓 
[13] 娘 は まだ 幼稚 園児 だ が 、 好 奇 ( ) HE TORRE, 


1 情 2 感 3 気 4 心 


問題 3 


の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] 線路 に 転落 し た 人 を 救っ た 彼 は 、 あ た か も 無関係 の の よう に ふる まっ た 。 


1 や た ら 2 まる で 3 お し ろ 4 せめ て 


[5] そん な に 進学 の こと で 悩ん で いる な ら 、 い っ そ 帰 国 し た ら ど うだ 。 


1 思い 切っ て 2 じき に 3 さほど 4 むろ ん 


先輩 に 借金 を 頼 む な ん て 、 そ ん な 厚 か ま し い お 願 い は で き な い 。 


1 いた まし い 2 は な は だ し い 3 ず う ず う し い 4 けた た まし い 


[12] 雨 ば か り の うっ と うし い 天 気 が 続く と 、 気 分 まで 暗く な る 。 


1 せわ し い 2 や や こし い 3 お も くる し い 4 や か まし い 


[18] 気に入っ た シャ ツ だ っ た が 、 何 回 も 洗濯 し て 色 が 少し お ち た 。 


1 よわ っ た 2 に じん だ 3 いた ん だ 4 あせ た 


139| 見 が 乗っ た 飛行 機 が ハイ ジャ ッ ク さ れ た と いう ニュ ー ス に 、 動揺 を 隠せ な か っ た 。 


1 残念 2 悲観 3 後悔 4 不安 


問題 4 次 の 千葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29) アン コー ル 
1 テノール 歌手 が 歌い 終わ っ た 後 、 ア ンコ ー ル の 拍手 が 鳴り 止ま な か っ た 。 
展覧 会 の 入場 者 の 期待 に 応え る べく 、 ア ンコ ー ル の 絵 を 描い た 。 
ソフ ト ボ ー ル の 試合 は 、 決 着 が つか ず ア ンコ ー ル に 入っ た 。 
ユー ザー の アン コー ル の 声 を 聞い て 、 会 社 は リコ ー ル を 始め た 。 


& の Ny 


[31] 163 


1 自分 に 自信 の な い 彼 は 、 自 己 を 作 ト っ て ば か り い る 。 

2 あの スー パー は 品数 は 豊富 だ が 、 少 々 傷 っ た 製品 が 多い 。 
3 民主 化 を 求め る 人 々 の 動き を 、 悔 る こと は で き な い だ ろう 。 
4 いつ も 他人 を 傷 っ て いた お か げ で 、 出 世 す る こと が で きた 。 


[22] うん ざり 


1 社長 の 考え 方 に うん ざり し た 彼 は 、 仕 事 が と て も うま くい っ て いる 。 
2 この 料理 は 調味 料 が 足り な い の か 、 何 か うん ざり し た 味 だ 。 

3 いい 話 で も 、 何 回 も 聞か され る と うん ざり する 時 が ある 。 

4 いい 天気 に うん ざり し て 外 に 出る と 、 き れい な 氏 が か か っ て いた 。 


[23| いき が い 
1 寮 都 で 見 た 五 重 益 が 、 私 の 生き が いと な っ て 忘れ な い だ ろう 。 
2 祖母 に 育て られ た 彼女 は 、 お 年 寄り の 世話 が 生き が いと な っ た 。 
3 二 人 は デー ト を 重ね 、 お 互い に 生き が い を 深め た 。 
4 職業 選択 の 自由 は 人 間 の 生き が い ゆ え 、 守 る 必要 が ある 。 


[24] エッセイ 
1 毎晩 エッ セイ を 読ん で いる の で 、 習 字 の 腕 が 上 が っ た 。 
2 彼女 は エッ セイ が 効い た 文 は うま い が 、 小 説 は 苦手 だ 。 
3 将来 エッ セイ 家 と し て 独立 する た め に 、 今 か ら 修行 し て いる 。 
4 家族 の 昌 常 を エッ セイ に し た ら 、 出 版 の 話 が 舞い 込ん だ 。 


[25! 承 る 


1 大 事 な 試験 に 遅 全 し て し まっ た が 、 理 由 を 承っ て も ら え な か っ た 。 

2 日 本 経済 の 動向 を 新聞 に 承っ た と ころ 、 見 通し が 暑い と の こと だ っ た 。 
3 他 で も な い 、 弟 の お 前 の 願い だ か ら 、 承 っ て あげ た い 気 は する が ……。 
4 大 量 注文 が 来 て も 、 少 量 の 注文 を 承る 姿勢 を 忘れ て は な ら な い 。 


問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

[2@] 700 人 以上 いる 国会 議員 を 減ら し ( ) と いう 声 が ある 。 

1 て あげ る 2 て くれ る 3 て も ら う 4 て ほし い 
[27] 価格 の 値下げ 合戦 は 、 デ フレ を 助長 し て いる ( ) で あろ う 。 

1 に 難く な い 2 に 過ぎ な い 3 に 堪え な い 4 に 限ら な い 
[28] 欧米 で 導入 され て いる サマ ー タ イム は 、 ア ジア で は まだ 導入 せ ( ) 国 が 多い 。 

1 ざる を 得 な い 2 ず に いる 3 ず に は お か な い 4 ず に は すま な い 
[29] 笠 川 落 府 が 永吉 に 鎖国 政策 を と り 続け る な ど 不 可能 )。 

1 に 決ま っ て いた 2 に か か わっ た 3 に こたえ た 4 に し て いた 
Bo] 彼 は 文章 を 磨く た め に 、 契 自 歌 石 の 小説 を 読む ( ) らし い 。 

1 と いう も の だ 2 に 過ぎ な い 3 よう に し て いる 4 も の が ある 
131] 父親 が 演出 家 だ っ た か ら 、 彼 女 は 劇団 に 入っ た ( 六 

1 こと だ 2 わけ だ 3 も の だ 4 べき だ 
上 2] 愛好 家 が 増え て 、 江 戸 時 代 の 浮世 絵 は 高く な る ( 

1 た め だ 2 ほど だ 3 と ころ だ 4 一 方 だ 
33] あの 監督 の 新作 映画 は 、 絵 巻物 の ( ) 絢 料 さだ っ た 。 


1 ほど 2 ずく め 3 まじ き 4 ご と き 
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[34] 人 気 の 楽 団 ( ) チケ ッ ト が 完売 で き な い 時 も ある 。 


1 と は いえ 2 と し た ら 3 と いう より 4 と も な く 
[35] ワー ルド カッ プ が きっ か け で 、 競 技 人 口 が 増え ( ) の は いい こと だ 。 
1 つつ いく 2 つつ くる 3 つつ ある 4 つつ いる 


問題 6 次 の 文 の _ 文 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] 音声 認識 装置 大 の は 難し い 。 
1 連続 的 に 発話 され た 2 単語 に 分 割 する 
3 音声 デー タ を 4 に お いて は 
[3Z] 旧 ソ 連 が 人 工 衛星 の 打ち 上 げに x を も た らし た 。 
1 成功 し た こと は 2 自然 科学 研究 へ の 
3 めざまし い 投 資 拡大 4 宇宙 開発 を 含む 
138] 木炭 が 今生 き て いる 植物 x 化石 燃料 で ある 。 
1 の に 対し て 2 石炭 は 3 か ら 得 られ る 4 燃料 で ある 
139] ヒト ゲノム 計画 の を 解明 する こと に ある 。 
1 遺伝 子 の 機能 2 究極 の 目標 は 3 に お ける 4 健康 や 病気 
(40] ロボ ッ ト 言 語 と は x プロ グラ ム 言 語 で ある 。 
1 に よっ て 2 記述 で きる 


3 ロボ ッ ト の 動作 が 4 命令 値 と 数 値 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 [| 41 | か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


給食 を 実施 し て いる 小 中 学 校 な ど で 米飯 給食 が 広がっ て いる 。 国 公私 立 の 999% が 
行い 、 回 数 も 2007 年 度 に 全国 平均 で 週 3 回 と な っ た 。 文部 科学 省 の 先月 の 発表 で は 、 
08 年 度 は さら に 週 3.1 回 に 増え て いる 。 

第 2 次 大 戦後 、 コ ッ ペ バン と 脱脂 粉乳 を 中 心 に 始ま っ た 学校 給食 は 、 す っ か り 様 相 を 
変え た 。 改 正 さ れ た 学校 給食 法 が 昨 春 施 行 され 、 給 食 の 目的 自体 も 、「 栄 養 改善 」 か ら 
「 食 痛 」 へ 、 や っ と 転換 し た 。 

米飯 給食 が 正式 に 登場 し た の は 1976 年 だ 。 余 っ た コメ を 食べ て ほし いと いう 狙い が 
あっ た 。 い まや 日 本 の 伝統 的 な 食 生活 を 学び 、 食 材 に つい て 考え る 絶好 の 教材 [41_]。 

米飯 給食 の 週 5 回 完全 実施 を し て いる 学校 は 全国 で まだ SKE, TON CHR 
案 市 は 03 年 、 米 飯 を 原則 に する こと と し 、08 年 か ら は 月 に 1、2 回 あっ た パン や めん 
も や め た 。 


「 子 ども が ご 飯 に 飽き て 食べ 残し が 増え る 」 と 心配 する 声 も あっ た 。 だ が 食べ 残し の 


量 を 調べ る と 、 今 年 度 は 03 年 度 より 小学 校 で 8.8 ポイ ント 、 中 学校 で 9.2 ポイ ント 少 
な く な っ た 。 子 ども た ち も 受 け 入 れ て いる の だ ろう 。 

「 身 圭二 」 と いう 言葉 が ある 。 人 間 の 体 と 土 と は 一 体 だ と いう 意味 だ 。 明治 時 代 に 
軍医 の 全 鐘 左 安 ら が 起こ し た 「 食 状 道 運動 」 の スロ ー ガ ン に 使わ れ 、「 自 分 の 住む 土地 
四 四 里 (16 キロ ) 四方 以内 で と れ た 人 旬 の も の を 食べ る 」 こ と を 理想 と し た 。 

地元 の 魚や 野菜 を 食べ る 「 地 産地 消 」 に 通じ る 考え 方 だ 。 給 食 で コメ を [42-m ] に す 
れ ば 、 お か ず も [425 | が 増え 、 地 元 で と れる 野菜 や 魚介 類 を より 多く 利用 する こと に 
つなが る 。 

輸入 食材 で は な く 身 近 な も の を 選べ ば 、 輸 送 時 に 排出 され る 二酸化 炭素 の 量 を 抑え よ 
うと いう 「 フ ー ド マイ レー ジ 」 の 考え 方 に も か な う 。 給食 を 地場 農産 物 の 利用 な ど を 学 
機会 と する た め に も 、[ し 43_] 以 上 に 地場 食材 を 使っ て いき た い 。 

六 科 省 は 85 年 に 米飯 給食 の 実施 の 目標 を 「 週 3 回 程度 」 と 決め た 。 そ れ が 達成 され 
た こと か ら 、 昨 年 か ら は 「 週 3 回 以上 」 [44 ]。「 週 4 回 」 と な ら な か っ た の は 、「 設 
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備 負 担 が 増え る 」 と いう 自治 体 や 「 打 撃 を 受け る 」 と いう パン 業界 か ら の 反対 が 強かっ 
た た め だ 。 

地産 地 消 を 考え る な ら 、 米 粉 を 使っ た パン を 導入 する な ど 、 工 夫 の 余地 も まだ ある だ 
ろう 。 

1 人 当たり の コメ 消費 量 は 、 昨 年 度 59 キロ で ある 。 消費 が 最も 多かっ た 半 世 紀 近 く 


前 の 半分 だ 。 食 料 自 給 率 も 65 年 度 の 73% か ら 昨 年 度 は 41% に な っ た 。100% を 超え 
る 米 公 な ど と は 対照 的 に 、 先 進 国 の 中 で は 最低 水準 だ 。 
コメ 難 れ に 苦し む 農 家 や 食料 自給 率 の こと を [45_ |、 食 育 で ある 。 


(「 朝 日 新聞 」 2010 年 2 月 15 日 付 ) 


1911 

1 で は どう か 2 で は な ら な い 3 で は いら れ な い 4 で は な いか 
1421 

1 a 洋食 b 主食 2 a 主食 / b 洋食 

3 a 和食 人 b 主食 4 a 主食 ~ b 和食 
1431 

1 ぞ れ まで 2 と と まお で 3 それ まで 4 そこ まで 
1441 

1 に き て いる 2 に みて いる 3 に し て いる 4 に や っ て いる 
145! 


1 考え る の で 2 考え る の も 3 考え る の に 4 考え る の を 
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問題 1 


[1 ] や る こと は や っ た の だ か ら 、 結 果 を 焦ら ず に 待つ 。 


1 た ま ら ず 2 さわ ら ず 3 あせ ら ず 


[2] 学問 を 続け る た め に は 、 体 を 鍛え る こと も 大 切 だ 。 


1 きた える 2 ふま える 3 こし ら え る 


[3 ] 若い 頃 は 野球 選手 を 去 し た が 、 夢 は か な わな か っ た 。 


1 めざし た 2 と ざし た 3 ふり か ざし た 


[4] 通貨 を 信 造 する と 、 左 常に 重い 罪 に な る 。 


1 きそう 2 き ぞ う 3 ぎ そ う 


[3] 坊 科 を せ ず に 和解 する た め に は 、 ど ちら か が 裏 歩 す る し か な い 。 


1、 じ ょ うほ 2 じょう ふ 3 じょう ぼ 


[6] 疲労 が 蓄積 し て いる の か 、 な か な か や る 気 が 出 な い 。 


1 た くせ き 2 ちく せき 3 た く づ み 
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の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


よら ず 


と な える 


ここ ろ ざ し た 


ぎ ぞ う 


ちく づみ 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 ] あの 18 世紀 の 建物 の ( ) は 、 ロ ココ 式 と 言う そう だ 。 

1 外観 2 外 家 3 外面 4 外形 
[8] 今 、 苦労 し て いる こと が 、 将 来 の 活躍 の 原 ( ) と な る だ ろう 。 

1 勢力 2 活力 3 精力 4 动力 
[9] 察 急 事態 に ( ) する た め に 、 社 長 が 自ら アメ リカ へ 飛ん だ 。 

1 処置 2 処理 3 処分 4 対処 
[19] 親友 の 彼女 が 先 に 結婚 し た こと に 、 ( ) - 穏 や か で は な か っ た 。 

1 腹心 2 内 心 3 00 4 肉 
国 ] プ ロ と し て の ( ) 心 が あ る か ら こ そ 、 単 価 の 安い 仕事 は で き な い 。 

1 誇り 2 自慢 3 自信 4 自負 
[12] それ ほど ( ) 保護 に 育て た つも り は な か っ た が 、 息 子 は わが まま だ 。 
1 重 2 3 強 4 過 

1131 小学 生 が お ぼれ て いる 小犬 を 助け た と いう 、 人 間 ( ) あぶ ふれ る 話 を 聞い た 。 


1 技 2 流 3 味 4 感 
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問題 3 _ _ の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] 娘 の 誕生 日 に ご ち そ う を うん と 作っ て あげ た 。 


1 本 当 に 2 心から 3 少々 4 た くさ ん 


[15] 日 頃 批 刊 し て いる 上 司 が 手助け し て くれ て 、 き まり 悪い 思い を し た 。 


1 恐ろし い 2 や まし い 3 気 恥ず か し い 4 気難しい 


日 本 語 に は 目 上 の 人 の 労 を いた わる 表現 は な い 。 


1 ね ぎら う 2 み ま う 3 し た う 4 し の ぶ 


[17] ラグ ビー の 社会 人 チー ム 相 手 に 、 大 学 チ ー ム が 勝利 を 収め た 。 


1 し っ た 2 か っ た 3 えた 4 も っ た 


a] 他人 を 誹謗 する 前 に 、 自 分 の 姿勢 を 正す べき だ 。 


1 報復 2 因 緑 3 苦 情 4 中 伤 


[19] 材木 を 運搬 し て いた か ラッ ク が 横転 し て 、 大 変 な た こと に な っ た 。 


1 発送 2 輸送 3 護送 4 郵送 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[2@| が っ ちり 


1 田中 氏 と は が っ ちり 手 を 切っ た の で 、 も う 会 うこ と は な い だ ろ う 。 
12 時 が っ ちり に 列車 は 出発 し 、 ひ た すら モス クワ を 目指 し た 。 
アメ フト 部 の 彼 は 、 さ す が に が っ ちり し た 体格 だ 。 

防犯 カメ ラ の 映像 に 犯人 らし き 男 が が っ ちり 映っ て いた 。 


ぁゃ «ny 
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[21 

1 ペルー の マチ ュ ビ チュ は 、 イ ンカ 時 代 の 都市 遺跡 と し て 有名 だ 。 
この 遺跡 に は 江戸 時 代 の 有名 な 俳人 の 句 が 刻ま れ て いる 。 
ライ ト ア ッ プ され た 東京 タワ ー の 遺跡 に すっ か り 魅 了 さ れ た 。 
先 の 大 戦 で 破壊 され た 自然 が 、 今 は 道 跡 と な っ て 残さ れ て いる 。 


ちの MN 


[22] サ イレ ン 


1 訪問 販売 員 が 玄関 の サイ レン を 鳴ら し た が 、 応 対し な か っ た 。 

2 最近 の 犯罪 サイ レン は 、 強 烈 な わさび の 匂い が 出る も の が ある 。 

3 聴 解 試験 の 時 に パト カー の サイ レン が 鳴り 、 答 え が わ か ら な か っ た 。 
4 テレ ビ で 此 急 地震 速報 の サイ レン が 流れ 、 慌 て て ガス の 火 を 消し た 。 


[23] 油 う 


1 うち の 飼い 犬 は も う 老 犬 で 、 す っ か り 潤 い 始 め た 。 

2 さす が に 潤い 続け る 青木 才 は 、 試 験 で トッ プ を 独走 し て いる 。 
3 春 に な っ て 天気 が 潤 え ば 、 一 斉 に 桜 が 咲 くだ ろう 。 

4 会 社 か ら 堅 時 の ボー ナス が 出 て 、 家 計 が 測っ た 。 


[24] ぐっ た り 


1 初め て フル マラ ソン を 完走 し た 中 田 君 は 、 ゴ ー ル 直後 ぐっ た り 責 ん だ 。 

2 頂上 か ら 下 山 し た 人 々 が ぐっ た り し て いる の を 見 て 、 登 る の が 懲 く な っ た 。 
3 数 年 前 に 行方 不明 に な っ た 同級 生 に 、 先 日 町 で ぐっ た り 出 会 っ た 。 

4 あの 二 人 は 恋人 ゆえ に 、 い つも ぐっ た り し て いて 楽し そう だ 。 


[25] や きも ち 


\ いつ か や きも ち を 哨 ら そう と 思っ て 、 チ ャ ンス を 待ち 続け た 。 
2 人 間 で ある 以上 、 他 人 に や きも ち を 焼く の は 自然 な 感情 だ 。 
3 あん な や きも ち に 満ち て いる と 、 誤 解 さ れ て し まう だ ろう 。 
4 友人 た ち み ん な か ら や きも ち を 食っ て 、 大 変 な 目 に あっ た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
Be] タレ ント が 選挙 に 出 た が 、 謙 席 が 取れ る か 、 取 れ な いか ( ) だ ろう 。 

1 と いっ た と ころ 2 だ け の こと は ある 

3 きら い が あ る 4 まで も な い 
[27] 国際 間 の 貿易 不 均衡 は 、 為 替 レー ト の 変動 に 影響 せ ( た 

1 ず に お く 2 ず に すむ 3 ざる を 得 な い 4 ざる こと な い 
[28] 南大 東島 付近 で 台風 が 発生 する ( )、 一 気 に 北上 を 始め た 。 

1 ke る 스 3 と ば 4 や 
[29] 戦略 を 十分 に 立て ( ) こと が 、 か えっ て 心 の 隙 を 作っ て し まっ た 。 

1 て ある 2 て いく 3 て くる 4 て も つ 
[9]『 山 月 旋 』 を 書い た 中 鳥 青 の 短い 一 生 を 考え る と 寂し い ( 9。 

1 始末 だ 2 限り だ 3 極まる 4 に 至る 
新人 女優 の 泣く ( ) 演技 が 不 自然 で 、 カ ッ ト が か か っ た 。 

1 まい と する 2 と いえ ども 3 か ら こ そ 4 も の な ら 
2] ルー プル 美術 館 へ 行っ た ら 「 モ ナリ ザ 」 の 絵 を 見 ( ) こと は で き な い 。 

1 ず に すむ 2 ず に は いら れ な い 

3 ず に は すま な い 4 ず に か ね る 
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[33] 時代 劇 映画 の 傑作 は 『 七 人 の 侍 』( ) 右 に 出る も の は な い 。 


1 を めぐ っ て 2 を も っ て 3 を お いて 4 を は じ め 
1341 彼 が 国際 ピア ノコ ンク ー ル で 優勝 し た か ら と いっ て 、 驚 く ( )。 

1 に と ど ま る 2 に ほか な ら な い 3 に あたら な い 4 に 過ぎ な い 
[35] あの 選手 は 手 の マ メ が つぶ れ ( ) ほど 、 バ ッ ト で 素振り の 練習 を し た 。 

1 て くれ る 2 て いけ な い 3 て も か まわ な い 4 て は いら れ な い 


問題 6 次 の 文 の x に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[Be] メデ ィ ア ・ ア ー ト は x 作品 を 指す 。 

1 依拠 し な い 媒 体 を 2 使っ て 

3 物質 性 に 4 表現 する 
[37] 宇宙 空間 x こと に な っ て いる 。 

1 に お ける 活動 は 2 規制 され る 3 準拠 し て 4 国際 法 に 
[38] 天然 ガス は x に 使用 され る 。 


1 肥料 な どの 製造 2 使用 され る ほか 3 広く 燃料 と し て 4 化学 原料 と し て 


[39] 日 本 の 酒税 法 上 で は いる 。 

1 アル コー ル を 含む 飲料 を 2 1% 以 上 の 

3 分 け て 4 酒類 と し て 10 種類 に 
[49] 中 国 や ヨー ロッ パ の x を 呼ん だ 。 


1 か らく り 人 形 は 2 影響 を 受け て 3 大 坂 で 人 気 4 近世 に 発達 し た 
19 


問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 [ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら ー つ 選び な さい 。 


回 復 し つつ ある 世界 経済 に 、 日 本 も し っ か り と 支え られ て いる 。2009 年 10 月 12 
月 期 の 国内 総 生産 (CDP) の 実質 成長 率 は 年 率 換 算 で 4.6% 増 と な り 、 不 況 下 で も 景気 
が 徐々 に 上 向い て いる 様子 を 確認 で きた 。 

デフ レ で 名 目 GDP の 伸び は 年 率 0.9% に と どまり 、 回 復 を 実感 する に は ほど 遠い 。 だ 
が 実質 GDP が 3 四半 期 連 続 で 増え 、 名 目 も プラ ス に 転じ た こと は 明る い 兆 し だ 。 

輸出 で は 、 世 界 の 景気 回 復 を リー ド し て いる 中 国 な を ど アジ ア 向 けが 全体 を 押し 上 げ て 
て いる 。 米 国 や 欧州 向け も 自動 車 な ど が 復調 し た 。 

同じ 時 期 に 、 中 国 は 前 年 同期 比 実質 10.7% の 高 成長 を 記録 。 米国 も 前 期 比 の 年 率 換 
算 が 5.7%、 欧 州 の ユー ロ 圏 16 カ国 は 同 0.4% で 、 そ れ ぞ れ 2 四半 期 連続 の プラ ス 成 
長 だ っ た 。 回 復 に 向かう 各国 の 足並み が そろ うし 41_]、 日 本 へ の 波 太 効果 も 大 きく な っ 
て きた よう だ 。 

テ 肉 呈 は 家電 製品 の エコ ポイ ント 、 エ コカ ー 減 税 な ど で 個人 消費 の [42:a ] が 続い た 。 
景気 の 足 を 引っ 張っ て きた 住宅 建設 も 、[425 ] 幅 が 縮まっ た 。 

動向 が 注目 され る 設備 投資 は 、7 四半 期 応 り に プラ ス に 転じ た 。 自 動車 、 パ ソコ ン 、 
IT (情報 技術 ) 関連 ソフ トウ エア な どの 分 野 が 息 を 吹き 返し [43 ]。 手 放し で 楽観 は 
で き な い が 、 心 強い 動き だ 。 

年 明け 後 も 、 為 圭 提 場 や 株 価 の 水準 は お お むね 安定 し て いる 。 米 国 経済 の 先行 き に 対 
する 懸案 や 、 中 国政 府 の 引き 締め の 動き な ど 不安 な 要素 は ある が 、 そ れ で も 日 本 経済 
景気 の 「 二 番 底 』 に 陥る 危険 性 は し 44 _] と みて いい だ ろう 。 

だ が 、 自 律 回 復 と いえ る ほど の 力 強 さ は な い 。 生 産 は ビー ク の 8 割 、 機 械 受注 は 7 
市 に と ど ま っ て いる 。09 年 の 必用 者 報酬 は 過去 最大 の 落ち 込み で 、 失 業 率 も 5% を 超 
えた まま だ 。 景 気 対策 の 効果 は 、 や が て 落ち て くる 。 

廊 員 政権 は 、 昨 年 末 に まとめ た 成長 戦略 の 基本 方 針 を 早期 に し っ か り 肉 付 けし 、 民 間 
の 設備 投資 や 雇用 拡大 の 意欲 を 引き 出す 必要 が ある 。 

環境 な ど 先 端 技術 分 野 を さら に 伸ばす 。 医 療 、 福 祉 、 介 護 を は じ め と する サー ビス 産 
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業 を テコ 入れ し 、 雇 用 と 所 得 を 底上げ する 。 質 易 自 由 化 を 進展 させ 、 企 業 の 新興 国 市 場 
へ の 参入 を 大 い に 刺 激 し な けれ ば な ら な い 。 

09 年 の 名 目 GDP で 日 本 と 中 国 の 差 は 詰まり 、 こ と し 中 の 逆転 は 必至 だ 。 日 本 は 高 
度 な 技術 を 生か し た 多様 な 付加 価値 で 勝負 する 知識 集約 型 資本 主義 へ の 脱皮 が 一 段 と 
CE. 

経済 成長 の エン ジン の 役割 を 担う 企業 は 、 政 府 の 支援 を 待っ て いる いと ま は な い 。 新 
し い ビ ジネス チャ ンス を 積極 的 に つか むこ と で 、 自 律 回 復 へ の 道 を 切り 開き た い 。 

(「 朝 日 新聞 」 201 年 2 月 16 日 付 ) 


1911 

1 た びに 2 に つれ 3 か ぎり 4 と し て も 
[a2] 

1 a 減少 ~ b 拡大 2 a 拡大 / b 減少 

3 a 減少 ~ b 膨大 4 a 膨大 プ b 減少 
1431 

1 て し まっ た 2 た だ ろう か 3 で し まう 4 つつ ある 
1441 


1 薄らい で きた 2 安 ら い で きた 3 平ら いで きた 4 直ら いで きた 


1 求め る 2 求め させ る 3 求め られ る 4 求め させ られ る 
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問題 1 


[1 あの 作家 は 亡くな る まで 平和 主義 に 徹し て いた 。 


1 て っ し て 2 た っ し て 3 ほっ し て 


[2 ] 一 郎 君 は 家業 に 励む 父親 の 姿 を 見 て 育っ た 。 


1 いさ む 2 いそ し む 3 りき む 


[3] そん な 軽装 で 冬山 に 挑む の は 危険 すぎ る 。 


1 の ぞ む 2 お し お 3 い ど む 


[4] 古い 工場 の 天井 か ら 雨 が 滴 と な っ て 落ち て いた 。 


1 つぶ 2 た ま 3 し みず 


5] 希望 を か な える まで は 、 自 分 に 妥協 し な いこ と だ 。 


1] じき ょ う 2 だ きよ う 3 どき ょ う 


[6 ] 渡辺 臣民 の 作品 は どれ も 心理 描写 が 抜群 だ 。 


1 も し ゃ 2 びょう し ゃ 3 じ っ し ゃ 
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の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


り っ し て 


は げ む 


し ずく 


ぜ っ き ょ う 


問題 2 ( 


[7] 父 は 重い ( 


1 病状 2 病身 


[8] 交番 の 手配 写真 に よく 似 た ( 


1 人 相 2 顔面 


[9] 誤字 や 脱字 が な いか 、 一 字 一 句 ( 


1 指 配 り 


[19] 作家 と し て 生計 が 立て られ る よう に な り 、 よ う や く ( 


1 真意 2 本 意 


Ri] 人 に ( 


1 愛着 2 情け 


[12] 家族 で 宇宙 旅行 と いう の も ( 


1 近 2 道 


[13] 駅 の 西口 に 出る に は 、 歩道 ( 


1 中 2 通 


2 手配 り 


) に 冒 さ れ て いた が 、 弱 音 を は か な か っ た 。 


3 病 4 病 体 


) の 男 が 立っ て いた 。 


3 表情 4 面影 
) する 必要 が ある 。 
3 目配り 4 見 配り 
) を 遂げ た 。 
3 真心 4 本 心 


) を か け す ぎる の は 、 本 人 の た め に な ら な い だ ろ う 。 


3 友情 4 友愛 


) 未来 に は 実現 する で あろ う 。 


3 先 4 新 


) を 渡る と 便利 だ 。 


3 線 4 棋 


) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] 4 年 生 は 論文 の レジ ュ メ を お の お の 事務 局 に 提出 する こと 。 


1 各自 2 各位 3 各 員 4 各氏 


5] 無職 の 男 と の 結婚 は 、 娘 に きっ ぱり あき ら め さ せ た 。 


1 覚悟 2 断固 3 決意 4 無心 


自分 の 弱点 を 教え て くれ る の は 、 友 人 より むし ろ け お た いと 思っ て いる 人 だ 。 


1 いた まし い 2 と ぼ し い 3 け わ し い 4 うっ と うし い 


[17] 健 関 む な し く 敗 れ た カー リン グチ ー ム は 、 す が す が し い 印 象 を 残し た 。 


1 か ろ や か な 2 ほ が ら か な 3 さわ や か な 4 し と や か な 


Ba] 子犬 が 雨 に 濡れ て いた の で 、 毛 布 で くる ん で あ が げた 。 


1 つつ ん で 2 か ぶせ で 3 お お っ て 4 な で て 


た と え 社 会 が 成 部 し て も 、 開 拓 精 神 は 持ち 続け た い 。 


1 切り 上 げ る 2 切り 開く 3 切り 崩す 4 切り 落と す 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


シン ボル 
1 学校 創立 百 周年 シン ボル の 名 簿 を 新た に 作る こと に し た 。 
2 事務 所 の 金庫 周辺 に 犯人 らし き 指 紋 の シン ボル が あっ た 。 
3 空き 向 を 射撃 の シン ボル に 、 自 衛 隊員 た ち が 訓 練 し て いた 。 
4 鳩 は 平和 の シン ボル と は 言う が 、 こ う フ ン ば か りさ れる と …… e 
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[3] 怠る 
1 あの 活 火山 は 最近 少し 怠っ て いて 、 噴 火 が お さま っ て いる 。 
2 日 々 怠る こと な く 研 究 を 続け 、 遂 に 青色 発光 ダイ オー ド を 実用 化し た 。 
3 年 齢 と と も に 胃 の 機能 が 怠り 、 ど う も 消化 不良 に な りや すい 。 
4 そろ そろ テレ ビ を 買い 換え な いと 、 地 上 デジ タル 放送 を 急 る こと に な る 。 


[22] さ ん ざん 


1 月 の 光 が さ ん ざん と 細い て 、 夜 空 の 美 し さ を 改め て 思っ た 。 

2 彼 の 言動 は 信用 に さん ざん 値する の で 、 こ れ か ら も 協力 し た い 。 

3 強風 で 新幹線 の 中 に 一 日 閉じ 込め られ 、 さ ん ざん な 目 に あっ た 。 

4 そん な に さん ざん 勉強 し て も 、 体 を 壊し て し まっ た ら 何 に も な ら な い 。 


[33 冷や 洋 


1 オー トバ イ を 運転 中 、 国 道 で 落石 に あい 、 冷 や 汗 を か いた 。 
2 まる まる と 太っ た 耶 腺 が 、 回 さゆ え 冷 や 汗 を か いて いた 。 

3 夫 が 私 の 女 友だち に 親切 に する の で 、 つ い 冷 や 汗 を 出し た 。 
4 世界 記録 を 出し た 選手 は 、 冷 や 汗 い っ ぱい に 喜び を 表現 し た 。 


[24] ダイ ヤル 


1 ラジ オ の ダイ ヤル を 師 き た い 番 組 に 合わ せ た 。 

2 野球 の ダイ ヤル を 一 局 何 秒 で 走れ る か 試し て みた 。 

3 採 有 場 に 行く と 、 見 た こと も な い 大 型 ダ イヤ ル の トラ ッ ク が ある 。 
4 駅 の ホー ム に ある ダイ ヤル に よる と 、 間 も な く 特 急 電 車 が 来る 。 


[2s 

1 この 春 社 会 人 に 陥っ た 人 々 に お 祝い の 言葉 を か けた 。 
準備 し た えさ に 人 魚 が う まく 陥っ て 、 ど ん どん 釣れ 始め た 。 
一 時 危 芽 に 陥っ て いた 病人 が 、 麻 中 的 に 回 復 し た 。 
薬草 を 煮 て コッ プ に 陥っ た ら 、 普 く て 飲め な か っ た 。 


^ 0O nD 
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问题 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・ 2 ・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

[26] 参議 院 は 衆議院 と 違い 、 議 会 が 途中 で 解散 され る ( 3 

1 し か な い 2 次 第 だ 3 こと は な い 4 も の が な い 
[27 財源 が な いま ま 新 し い 政策 を 続け て も 、 う まく いく ( 0 

1 まで も な い 2 は ず が な い 3 と いう も の だ 4 と いっ た ら な い 
28 日 本 は 火山 が 多く 、 一 度 噴火 し た ら 大 き な 被 寄 を 出し ( )。 

1 か ね な い 2 つつ ある 3 極まる 4 RNAS 
29] K# ( ) 奈良 ( )、 歴 史 的 建 過 物 が 多い 。 

1 に つけ に つけ 2 と いい と いい 

3 な り ノ な り 4 や ら ノ や ら 
四 加 樋 け 一 葉 が 長生 き し て いた ら 、 ど れ ほ どの 作品 を 書い た か 想像 ( ) で き な い 。 

EE 2 ゆえ SR 4 だ に 
国 ] モス クワ で 見 た 舞台 の 再演 が 東京 で 決ま り 、 懐 かしく ( )。 

1 て や まな い 2 て いか な い 3 て は な ら な い 4 て た ま ら な い 
132 前 祭 汽 の よう な 絵 が 描き た く て も 、 素 人 に は 描け る ( 5 

1 と いっ た ら な い 2 限り は な い 

3 わけ が な い 4 きわ まり な い 
[33] これ で 映画 が 完成 し た ( ) に は 、 何 か が 足り な いよ うだ っ た 。 

1 も の と する 2 ば か り 3 に 至ら ず 4 と ころ 
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[34] 戦争 世代 ( )、 カ ラオ ケ で 軍歌 な ん て 歌っ た こと は な い 。 


1 に つけ て も 2 で は ある まい し 
3 と も な く 4 に も まし て 
[35] 8 人 の リズ ム が び ぴったり 合 え ( )、 ボ ー ト は スピ ー ド に 乗る 。 
1 ば こそ 2 さえ 3 な が ら 4 た が 最後 


問題 6 次 の 文 の _ 고 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] サイ ベー テロ は x を 与え る 行為 だ 。 

1 利用 し て 2 ネッ トワ ー ク を 3 損害 4 情報 通信 の 
[37] 日 本 人 の x 地上 に 帰還 し た 。 

1 成功 させ 2 宇宙 飛行 土 が 3 宇宙 で の 4 ミッ ショ ン を 
[38] バイ オマ ス を x が 増加 する こと は な い 。 

1 利用 すれ ば 2 大 気 中 の 3 エネ ルギー と し て 4 二酸化 炭素 
[39] 遺伝 子 組 み 換 え 作物 は x EW EENTWVYS. 

1 健康 へ の 影響 2 安全 性 に 対し 3 声 が あり 4 疑問 視 す る 
14QIETC で は 車 が x され る 。 

1 ゲー ト を 通過 で きる の で 2 大 幅 に 短縮 


3 減速 する だ け で 4 通過 時 間 が 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん を で 、[_41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


1 も 3 


親 か ら 席 待 を 受け た 子ども を 預かり 育て る 児 間 養 護 施 設 や 単 親 の 家庭 は 、 し ば し ば 人 悩 
お 。 

子 の た め 必 要 な 手続 き や 契 約 を し た く て も 、 親 権 を も つ 親 が 認め ず 、 衝 突 す る こと が 
41_]。 

「 治 療 や 入院 に 同意 し て くれ な い 」「 際 害 児 学級 へ の 転入 を 認め て くれ な い 」 と いっ た 
声 が 上 が る 。 

福 剛 県警 は 先月 、 生 後 7 カ月 の 子 に 治療 を 受け させ ず 死 亡 させ た と し て 、 両親 を 殺人 
容疑 で 束 捕 し た 。 こ ん な 深刻 な 事態 に 至る 例 も ある 。 

親権 は 、[ 42-a ] を 育て る た め に [42-b ] が も つつ 教育 や 監督 、 財産 管理 、 法 定 代理 な ど 
に か か わる 権利 義務 だ 。 

児 意 摘 祉 法 は 、 慮 待 な どの 理由 で 親 か ら 離 れ て 暮らす 子ども に つい て 、 日 常 の 生活 に 
か か わる 判断 は 施設 長 や 里親 が で きる と 定め て いる 。 

だ が 、 進 路 や 財産 を めぐ っ て は 親 の 意向 が 優先 され る こと が 多い 。 子 の 名 義 の 預金 を 
使う 親 も 絶え な い 。 

そん な 親 の 身勝手 を [43 ] と 千葉 朱子 法 析 は 、 民 法 改 正 を 法制 審議 会 に 語 間 し た 。 
虐待 する 親 の 親権 を 一 時 的 に 制限 し て 、 施 設 長 や 単 親 の 判断 を 優先 させ る 仕組 み を 検討 
する 。 来 年 の 通常 国会 に も 改正 案 を 提出 す る 。 

現行 法 で も 、 親 極 の 乱用 が あれ ば 、 家 未 が 親権 違 突 を 宣告 で きる 。 だ が いっ た ん 宣告 
され る と 戸 邊 に 記載 され 、 無 期限 に 親権 の すべ て が 制 窟 され る 重い も の だ 。 
これ で は 多く の 場合 、 児 童 相談 所 長 ら は 申し 立て を た め ら っ て し まう 。 

子ども の 命 や 人 生 に 大 きく か か わる 場面 に 限っ て 親権 を 一 時 停止 し 、 状 況 [44_」 元 
に 戻す こと に すれ ば 、 子 の 安全 も 守れ る し 、 親 子 関係 も 立て 直し や すい の で は な いか 。 
こう し た 発想 で 改正 が 検討 され る こと は 歓迎 し た い 。 

た だ 、 行 政 機関 の 判断 で 必要 以上 に 親権 停止 が 長 引 か な いよ う 、 司 法 の 関与 も 欠か せ 
な い 。 恋 務 省 の 研究 会 が 1 月 に まとめ た 報告 書 は 、 期 間 の 上 限 を 法 で 定め 、 家 設 が 個別 
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に 期間 を 決め る と いう 案 を 示し て いる 。 検討 に 値する 。 

逆 に 、 停 止 さ れ た 親権 の 回 復 は 、 親 の 態度 の 改善 な ど を 条件 に 、 的 確 に 判断 し て ほし 
い 。 た と えば 、 家 裁 が 親 に カウ ン セ リン グ の 受講 を 命じ 、 受 講 の 様子 を みて 回 復 を 判定 
し た り 、 必 要 な 支援 内 容 を 決め た りす る の も 一 案 だ 。 子 が 再び 虐待 され ぬ よ う 、 親 子 を 
見 守り 支え る 態勢 を つく り た い 。 


明治 に 制定 され た 民法 の 親権 制度 は 古い 家族 観 に 45 ]。「 親 権 者 は 自ら 子 を 懲戒 で 
きる 」 と する 就 戒 権 が 最たる も の だ 。 封 判 で 虐待 の 正当 化 に も 使わ れ て し まう 。 民 法 改 
正 の 際 に 、 ま ず こ の 条項 を 削除 する の は 当然 の こと だ 。 

親権 は 子 の 利益 の た め に ある 、 と いう 考え 方 を 基本 に し た い 。 

(「 朝日 新聞 ] 2010 年 2 月 18 日 付 ) 


1411 

1 ある と ころ だ 2 ある わけ だ 3 ある か ら だ 4 ある は ず だ 
[a2] 

1 am 学 グ 5 回 a FZ 6 社会 

3 ㅎㅎ 5 天 家 4 a 子 ププ b 親 
1431 

1 止め ず 2 止め な い 3 止め た 4 止め よう 
[a] 

1 と 同時 に 2 に 応じ て 3 と 一 緒 に 4 に 反し て 
[asl 


1 支え て いる 2 見 て いる 3 こだわ っ て いる 4 基づい て いる 
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問題 1 の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[ ロ ] 雨 に 煙 っ て 、 裏 山 が か すん で 見 えた 。 


1 し め っ て 2 か か っ て 3 し けっ つて 


[2] 向 術 の 先生 が 一 番 弟 子 に 板 意 を 授け た 。 


1 さ ず けた 2 あず けた 3 と どけ た 


[3 ] 帰国 し た 留学 生 を 暮 っ て 、 こ の 春 そ の 国 へ 行く こと を 決意 し た 。 


1 ひ た っ て 2。 し た っ て 3 あたっ て 


[4] 今 年 の 夏 は 余暇 を 利用 し て 美術 館 巡 り を し た い 。 


1 よさ 2 よ た 3 よ か 


[3] 他人 の 生活 に いた ずら に 干渉 する も の で は な い 。 


1 か し ょ う 2 か いし ょ う 3 か っ し ょ う 


[6 ] 部 下 に 指図 する の も 、 思 いや り が 必要 だ 。 


1 さ し ず 2 ゆび ず 3 し ず 
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4 


けむ っ て 


た むけ た 


わた っ て 


よ は 


か ん し ょ う 


し と 


问题 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 紛争 地域 に 大 勢い る ( ) 不全 の 子ども た ち を 助け た い 。 

1 成長 2 生長 3 生育 4 発育 
[8] 政 治 家 の 不正 ( ) を 見 逃し て は な ら な い 。 

1 行い 2 行動 3 行为 4 動作 
[9 ] 地震 の 被災 地 に ( ) 物資 が 次 々 と 届け られ た 。 

1 救世 2 救援 3 救济 4 해어 
10] 今 は 無理 を せ ず に 、 治 療 に ( ) する つも り だ 。 

1 専念 2 没頭 3 夢中 4 熱中 
mm] 大 学 教授 の 森山 氏 に 知事 選 の 出 還 を ( ) し た が 断ら れ た 。 

1 要約 2 要求 3 要請 4 請求 
[12] アメ リカ の クイ ズ 番 組 を その まま 真似 し て 、( ) 芝居 も いい と ころ だ 。 

1 犬 2 洗 3 豚 4 猿 
13] 病院 が 閉 争 され 、 こ の 村 に は 小さ な 診療 ( ) し か な く な っ た 。 


1 所 2 場 3 処 4 세 
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問題 3 _ の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] 新 製品 の 開発 プラ ン が こと ご と く 取 り 上 げ ら れず 、 役 は 少々 落ち 込ん で いる 。 


1 ほとん ど 2 お お か た 3 か な り 4 みな 


[中 そ そっ か し い 妹 は 、 弟 の 弁当 を 持っ て 学校 へ 行っ た 。 


1 あわ て 者 2 か わり 者 3 いた ずら 者 4 な まけ 者 


He] 彼女 は 古傷 を か ば っ て プレ ー を 続け た 結果 、 か えっ て 引退 を 早め て し まっ た 。 


1 すぐ ら ぞ で 2 ま も っ て 3 た すけ て 4 ささ えて 


[2] 店 長 は アル バイ ト 店 員 を し か っ て いる よう で 、 実 は 厳し く 育て て いる 。 


1 注意 2 クレ ー ム 3 皮肉 4 冗談 


[18] この 問題 は 該当 する 答え が 見 当たら な い 。 


1 あて こす る 2 あて つけ る 3 あて は まる 4 あて こむ 


教え 子 の お か げ で 旅先 の 宿 が 確保 で き 、 本 当 に あり が た か っ た 。 


1 も つ 2 は る 3 た つ 4 と る 


問題 4 次 の 秋葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29) ずばり 
1 親 が 子ども の こと を ずばり 心配 する の は 仕方 が な いこ と だ 。 
2 考え て いる こと を ずばり 指摘 され 、 赤 面 す る し か な か っ た 。 
3 彼 に 借金 の 相談 を 持ち か けた が 、 ず ば り 嫌 われ て し まっ た 。 
4 日 本 で の 留学 生活 を 終え 、 故 郷 に ずばり 帰る こと に な っ た 。 
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[21198 
#titehromt Mii Lot, 스 - 소 1 本 の ロー プ だ っ た 。 
給料 日 が 円 満 に 来 た の で 、 今 月 の ビン チ は 切り 抜け た 。 

彼女 は 年 齢 の わり に 円 満 で 、 離 婚 問 題 を 抱え て いる と は 思え な い 。 
けん か を 円 満 に 解決 する た め に は 、 と に か く よ く 話 し 合う こと だ 。 


ーー 


> Wo NM 


[22] ニュ アン ス 
1 彼 は 顔色 の ニュ アン ス を まっ た く 気 に し な い 性 格 だ 。 
2 山里 近く で 動物 が 鳴い て いる よう な ニュ アン ス が し た 。 
3 翻訳 文 は 原文 の ニュ アン ス が 微妙 に 伝わら な いこ と が ある 。 
4 この 絵 の 人 物 は 微笑 の ニュ アン ス が 実に 見 事 に 描か われ て いる 。 


[23] ちゃ ほや 


1 いつ まで も 親 が ちや ほや 甘やかし て いる と 、 子 ども は 自立 で き な く な る 。 
2 こん な に ちや ほや 働か な いで 、 も っ と 余裕 の ある 生活 を 送り た い 。 

3 孫 の い た ずら で も ちや ほや に 見 過ごす の は あま り よ く な い 。 

4 火事 だ と いう の に 、 母 親 は ちや ほや と 落ち 着い て 対処 し て いた 。 


[24] 競う 
1 世の中 に 競い 残さ れ な いよ うに A 社 は 必死 で 営業 し て いた 。 
2 開発 を 競っ て いた 時 代 か ら 、 共 存 の 時 代 へ と 移り つつ ある 。 
3 考古 学 を 前 っ て いた ら 、 新 し いも の に 興味 が な く な っ た 。 
4 国境 を めぐ っ て 話 が 競い 、 両 国 は 緊張 状態 に な っ た 。 


[2510 
1 持ち 前 の 面 韻 で 、 苦 手 な 科目 を 克服 し て いっ た 。 
2 警察 の S P が 要 人 の 面影 を 背後 か ら 警護 し た 。 
3 あの 人 の 表情 は 文学 者 の 面影 に 違い な い 。 
4 アル コー ル 中 才 に な っ た 元 代表 選手 に 、 普 の 面影 は な か っ た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 
な さい 。 


[2g] 政 治 と 金 の 問題 を な くす に は 、 企業 献金 を な くす ( 9 

1 始末 だ 2 こと だ 3 ほど だ 4 次 第 だ 
[2Z] 同 僚 の 派遣 社員 が 次 々 と 解 以 され 、 悔 し く ( 02 

1 て や まな い 2 て いな い 3 て は いけ な い 4 て な ら な い 
[28] 桜の 開花 予想 は 、 そ う 簡 単に 当たる ( 겨 

1 も の で は な い 2 も の が ある 3 わけ に も いか な い 4 より ほか な い 
[35] 泊 声 時 代 、 日 本 に 開港 を 迫っ た の は アメ リカ だ ( )。 

1 っ て も いい 2 っ て いな い 3 っ た っ け 4 っ た ら な い 


0] 活字 離れ が 指摘 され て 久しい が 、 容 前 外さ え 読 まれ な い ( )。 


1 始末 だ 2 まで だ 3 限り だ 4 は ず だ 
[317] *# ( ) 季節 に な る と 、 決 まっ て 思い 出す 芝居 が ある 。 

1 めく 2 いか ん 3 気味 4 ぶる 
[|B2] エ ルミ ター ジュ 美術 館 は 、 日 本 の 国立 博物 館 ( ) 大 き さ だ 。 

1 まで の こと だ 2 どこ ろ で は な い 

3 に 越し た こと は な い 4 極まりない 
[33] 3D 映画 の 人 気 ( )、 ア カ デ ミ ー 賞 を 取っ た の は 地味 な 作品 だ っ た 。 


1 を 問わ ず 2 を よそ に 3 を 限り に 4 を 込め て 
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[34] ペ ベートーベン の 不屈 の 精神 ( ) 名 曲 だ か ら こ そ 人 々 に 愛さ れる 。 


1 た り と も 2 な くし て 3 に つれ て 4 あっ て の 
I ほ 5] ニ ュー ジー ラン ド 代 表 と の ラグ ビー の 国際 試合 な ら 、 競 技 場 で 見 ( )。 

1 な いと いう と ころ だ 2 な い ば か り だ 

3 な いで は いら れ な い 4 な い に 過 ぎ な い 


問題 6 次 の 文 の x に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] モデ ム は x も の で ある 。 


1 デー タ を 送る 際 2 音声 信号 に 3 アナ ログ 回 線 で 4 変換 し て 転送 する 


上 | 原子 ロケ ッ ト は x 以下 に 短縮 で きる 。 
1 3 分 の 1 2 7 ヵ月 か ら 3 飛行 時 間 を 4 火星 へ の 
[38] 太陽 電池 は Xx こと を 利用 し て いる 。 


1 シリ コン な どの 2 起 電力 を 生じ る 3 光 を 当て る と 4 半導体 に 


[39] 組織 細胞 の 女 を つく り だ す の が クロ ー ン で ある 。 


1 こと に よっ て 2 同一 の 細胞 群 3 続け させ る 4 細胞 分 裂 を 


[491 電気 自動 車 は 電動 モー ター の x 自動 車 だ 。 


1 繰り 返し 2 充電 を 3 走行 する 4 な が ら 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 [ 41 ] か ら [ 45 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


働く 人 の 健康 を 守る た め に 、 職 場 は 原則 と し て 禁煙 に する 。 


他 の 人 の た ば この 煙 を 吸う 、 い わ ゆ る 受動 喫煙 に よる 健康 被害 を どう すれ ば 妨げ る か 
を 検討 し て いる 厚生 労働 省 の 有識者 検討 会 が 、 こ ん な 考え 方 を 報告 書 の 案 の 中 心 に 掘 え 
た 。 

4 月 に も まとめ る 報告 書 を 受け て 、 労 働 政策 自 議 会 が 労働 次 全 衛 生 法 に どう 盛り 込む 
か 、 議 論 す る と いう 。 

今度 こそ 、 受 動 喫煙 に よる 健康 被害 を 確実 に 防ぐ た め の 法 整備 を 実現 させ て ほぼ しい 。 
受動 喫煙 の 防止 を うた う 健康 瑞 進 法 は [41_]、 努 力 義務 に と ど ま っ て いる 。 

「 た ば この 煙 に さら され る こと か ら の 保護 」 を 求め る た ば こ 規 制 律 組み 条約 (FCTC) 


が 発効 し て 今月 末 で 5 年 。 そ の ガイ ドラ イン は 、 受 動 喫 煙 を 防ぐ た め の 法 整備 も 求め て 


いる 。 
嶋 山 政 権 が 誕生 し て 、 た ば こ 値上げ な どの 政策 が や っ と 動き 出し た 。 民 間 の シン クタ 


ンク 、 日 本 医療 政策 機構 の 世論 調査 に よる と 、 現 政権 の 医療 政策 の 中 で 、 た ば こ 増 税 は 、 
事業 仕分 け 、 医 師 数 の 増加 に 続い て 高い 評価 を 得 た 。 た ば こ 対 策 の いっ そう の 推進 が 、 
国民 の 期待 に 応え る 道 だ 。 

報告 書案 は まず 、 受 動 喫煙 に よる 健康 へ の 影響 は 、 科 学 的 な 証 的 に よっ て 明 白 で ある 
こと が 世界 的 に 認め られ て いる と し た 。 

その うえ で 、 そ れ を 防ぐ に は 、 一 般 の 事務 所 や 工場 は 全面 [42<a ] と する か 、 煙 の も 
れ な い [ 42-b ] 室 以外 で は 禁煙 に する こと を 提案 し て いる 。 

飲食 店 な ど は どう か 。 従業 員 の 健康 を 守る に は 、 一 般 の 事務 所 と 同様 の 原則 が 必要 だ 。 
し か し 、 成 人 男性 の 喫煙 率 が [43_]3 割 以上 あり 、 客 の 喫煙 を 一 律 に 禁止 する の は 難 
し いと 飲食 店 な ど に は 抵抗 が 強い 。 そ れ を 考慮 し て 、 換 気 の 徹底 な ど に よっ て 、 可 能 な 
限り 従業 員 の 受動 喫煙 を 防止 する こと を 求め る に と ど め て いる 。 

だ が 、 成 人 人 口 の 8 割 近く は た ば こ を 吸わ ず 、 喫 煙 者 の 7、8 割 は 禁煙 を 望ん で いる 
こと に も 目 を [_44_]。 
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海外 に 目 を 転じ れ ば 、 た ば こと 酒 は 切り 離せ な いと 思わ れ て いた 国々 で も 政治 の 指導 
力 で 着実 に 禁煙 が 進む 。 

英国 は ブレ ア 政 権 が 1997 年 に 禁煙 へ の 取り 組み を 宣言 、10 年 後 の 2007 年 に 衛生 
法 が 施行 され て パブ な ども 禁煙 と な っ た 。 

台湾 で も 昨年 、 た ば こ 煙 害 防止 法 が 施行 され 、 公 共 の 場 か ら あ っ と いう ま に 煙 が 消え 
た 。 今や 、 ホ テル も 禁煙 ルー ム だ け だ 。 


世界 で [し 45 禁煙 が 進め ば 、 煙 た い 日 本 は 、 人 禁煙 が 進む 外国 か ら の 観光 客 に 文字 通 
り 煙 た が られ る 。 

何より 、 受 動 喫煙 を 確実 に 防い で すべ て の 国民 の 命 を 守ら な けれ ば な ら な い 。 職場 の 
全面 禁煙 を 目標 に 掲げ て 一 歩 を 踏み 出す と きだ 。 


(「 朝 日 新聞 」 2010 年 2 月 19 日 付 ) 


1911 

1 ある も の の 2 ある も の で 3 ある も の に 4 ある も の を 
1421 

1 a 禁煙 ~ b た ば こと 2 a 喫煙 プ b た ば こと 

3 a 禁煙 ノ b | 串 煙 4 a 喫煙 プ b 
1431 

1 依然 と 2 依然 と し た 3 依然 と し て 4 依然 と し て も 
144! 

1 開け た い 2 奪い た い 3 回 し た い 4 向け た い 
as] 

1 これ さえ 2 これ だ け 3 これ し か 4 これ な ら 
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問題 1 _ _ の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[ゴミ 焼 色 場 建設 問題 の 解決 を 図る た め 、 住 民 た ちの 話し 合い が 行わ れ た 。 


1 と る 2 も る 3 か か る 4 は か る 


[2] そん な 小さ い ミ ス を 気 に 病 むこ と は な い 。 


1 し む お 2 や む 3 たたむ 4 びょう む 


[3 ] 娘 が 髪 を お 下げ に 垂らし て いる 姿 は 、 昔 の 姉 に そっ くり だ 。 


1 さら し て 2 こら し て 3 た らし て 4 ちら し て 


[4] 人気 ア イド ル グ ル ー プ に 女の子 が 押し 寄せ て 、 窒 息 す る ほど だ っ た らし い 。 


1 ち そ く 2 し そく 3 ちっ そく 4 し っ そく 


[彼女 は 恋人 か ら プ レ ゼ ント を も ら っ て 、 思 わ ず 微 笑 を 浮か べた 。 


1 び し ょ う 2 ULE 3 み し ょ う 4 み し ょ 


[6] 課長 は 頭 が か た く て 融通 の きか な い 人 だ 。 


1 ゆう ず う 2 ゆう つう 3 よう ず う 4 よう つう 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7] 彼 は 離婚 し た が 、 子 ども の ( ) 費 は 送り 続け た 。 

1 養育 2 育児 3 THE 4 飼育 
[8] 入学 試験 の 出題 に ( ) が あり 、 探 点 の 対象 外 に な っ た 。 

1 誤り 2 失態 3 事故 4 被害 
[9 ] 時 計 修 理 の ( ) を 磨い た 彼 は 、 独 立 し て 店 を 構え た 。 

1 技師 2 技官 3 技能 4 技芸 
[10] 日 本 人 の 寿命 が 延び て 、( ) 教育 が 盛ん に な っ て いる 。 

1 一 生 2 生涯 3 人 生 4 一 生涯 
[本] 今月 は 友だち と 会 う 機会 が 多く 、( ) 代 が か さん だ 。 

1 食通 2 飲用 3 食卓 4 飲食 
12] 出世 願望 は 少し は あっ た が 、( ) 社員 の まま 定年 を 迎え た 。 

1 単 2 표 3 했 4 平 
[3] 政 治 家 の 橋 川 氏 は 穏健 ( ) と し て 有名 だ っ た 。 


1 族 2 家 3 派 4 流 
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問題 3 _ の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] 母 が 故郷 の 食べ 物 を 送っ て くれ 、 親 の あり が た さ を し み じ み 思う 。 


1 つぐ うく 2 し きり に 3 ほとほと 4 た っ ぷり 


[15] 着 々 と 進め られ て いた 高速 道路 建設 が 、 予 算 削減 で スト ッ プ する こと に な っ た 。 


1 日 进 月 步 2 一 日 千秋 3 一 歩 一 歩 4 十 中 八 九 


この 絵 か ら 漁民 た ちの た くま し い 生 活力 が 感じ られ る 。 


1 苦し い 2 力強い 3 激しい 4 厳し い 


B7] こと ば の 勉強 は た や すい と 思っ た ほう が 実力 は 伸び る 。 


1 従順 2 平坦 3 単調 4 容易 


[18] 彼女 は 武道 を 心得 て いる だ け あ っ て 姿勢 が いい 。 


1 習得 2 関心 3 訓練 4 考察 


俳優 志望 の 彼 は 養成 務 を 終え 、 来 月 舞台 デビ ュー する こと に な っ た 。 


1 や し な う 2 そだて る 3 た か め る 4 お さめ る 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[20] ノイ ロー ゼ 
1 彼女 は 恋人 か ら プ レ ゼ ント を も ら っ て 、 ノ イロ ー ゼ の 有頂天 だ っ た 。 
2 うち の 猫 は 、 食 べ て ば か り で ます ます ノイ ロー ゼ だ 。 
3 労働 ノイ ロー ゼ の 彼 は 、 就 職 が な か な か 決ま ら な い 。 
4 子ども の 夜泣き が 続い て 、 若 い 母 親 が 育児 ノイ ロー ゼ ぜ に な っ た 。 
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[21] たく らむ お 


宝くじ で た くら ん だ 通り の 番号 が 出 て 、 大 金 を 手 に し た 。 

数 は た くさ ん ある の だ か ら 、 そ ん な に が つが つた くら むこ と は な い 。 
コン ビニ 強盗 が ナイ フ で た くら ん で 、 金 品 を 奪っ た そう だ 。 

次 の 役員 会 で 社長 を 失脚 させ る こと を 専務 ら が た くら ん で いた 。 


^ の NM 


[22] どしどし 


年 末 の お 笑い 番組 で 、 会 場 の 観客 た ち が ど し ど し 笑 っ て いた 。 

サン マ を 炭火 で 焼く た め に 、 う ち わ で どしどし 下 か ら あ お い だ 。 
あの 劇場 は ダン サー が 踊る た びに 、 舞 台 が どしどし 揺れ る そう で す 。 
工場 に 新 製品 の 注文 が どしどし き て 、 和 嬉し い 悲 鳴 を あげ て いる 。 


ちち 6 MN = 


[323] 温室 
1 ビニ ー ル ハウ ス の 温室 の 中 で いち ご が た くさ ん 育っ て いる 。 
2 社会 制度 に お ける 温室 改革 を 目指 し 、 田 端 氏 は 活動 を 始め た 。 
3 子ども た ち は 立 派 な 大 人 に な る た め に 温室 の 忠 に いた 。 
4 温室 で 鍛え た こと を 生か し 、 こ れ か ら 独 立 し た 生活 を する 。 


[24| スタ ッ フ 
1 勉強 ば か り し て いる 受験 生 ス タッ フ に は 友だち が いな か っ た 。 
2 労働 スタ ッ フ は 会 社 側 と 対立 し て スト ライ キ に 入っ た 。 
3 大 会 スタ ッ フ た ちの 小さ な 努力 が 、 大 き な 成 功 を 導い た 。 
4 優勝 を 目指 すこ に は メン タル スタ ッ フ を 充実 させ る 必要 が ある 。 


[25180 
1 世の中 の 流行 に 拒 ま れ な いよ うに 、 積 極 的 に 動向 を 探っ て いた 。 
2 供述 を 拒ん で いた 被疑 者 が 、 被 告 と な る や 一 気 に 話し 出し た 。 
3 仏 の 世界 を 拒む に は 厳し い 修行 を 積ま な けれ ば な ら な い 。 
4 彼女 は 言葉 で は 拒 ぴ こと の で き な い 深い 悲し み に 包 まれ て いた 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
[26] 政権 交代 で 管 僚 政 治 が 終わ っ た ( )、 大 き な 変 化 は 見 られ な か っ た 。 

1 と し た ら 2 と いう と 3 と 思い き や 4 と ば か り に 
[327 日 本 の 超 高齢 社会 少子 化 は 、 経 済 活動 の 低下 を 招く ( 35 

1 に 相違 な い 2 に 先立つ 3 に と ど ま る 4 に 応じ な い 
[28] 昔 の 学者 は 正確 な 日 本 地図 を 作ら ( ) た め 、 全 国 を 歩い た 。 

1 ん ば か り の 2 ん じゃ な い 3 ん だ っ た 4 ん と する 
[29] 幕府 の 政策 ( )、 日 本 は 開国 し な けれ ぼ な ら な か っ た だ ろう 。 

1 に つい て 2 そば か ら 3 か ら に は 4 いか ん に よら ず 
[30] 綿密 な 取材 と 創作 意欲 ( )、 Eo rh ith, 

1 の みな ら ず 2 と が 相まって 3 は も と より 4 を めぐ っ て 
国 ] 何 回 も リハ ー サ ル し て ) こと が 、 舞 台 俳優 た ち を 落ち 着 か せる 。 

1 て お る 2 て な ら な い 3 て も みな い 4 て お く 
[B2] イタ リア の 美術 館 展 ( )、 東京 者 美術 館 は 改築 工事 に 入っ た 。 

1 を も っ て 2 を 皮切り に 3 か らし て 4 に 基づき 
(331 戦争 が 悲惨 で あれ ( )、 反戦 映画 が 多く 生ま れ た の だ 。 

1 ば ほど 2 ば さえ 3 ば こそ 4 ば の み 


42 


134] モー ツァ ルト が 5 歳 ( ) 作曲 し た 作品 が 現存 し て いる 。 


1 に あたり 2 EGE 3 に か け て 4 に と っ て 
BS] 日 本 男子 バレ ー ボ ー ル は 、 昔 オリ ン ピ ッ ク で よく 金メダル が 取れ た ( Ye 
1 も の だ 2 まで だ 3 始末 だ 4 次 第 だ 


問題 6 次 の 文 の xk に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[36] ネッ トシ ョ ッ プ を x に 提出 する 。 

1 個人 事業 主として の 2 開業 届け を 

3 税務 回 4 開業 する に は 
[3] 中 国 は ロシア 、 ア メリ カ 女 驚か せ た 。 

1 達成 し 2 世界 を 3 に つい で 4 有人 宇宙 飛行 を 
[38] 核兵器 は x も の だ 。 

1 あろ うと も 2 認め る 3 いか な る 理由 が 4 わけ に は いか な い 
[39] 無理 な x に つなが る 。 

1 co. 削減 2 追い 越し を 3 運転 が 4 し な いよ うな 
[9! 泊 声 時 代 初期 か ら x は 年 々 減っ て いる 。 

1 外 材 の 輸入 に よっ て 2 行わ れ て いた が 

3 その 仕事 4 林業 が 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


Tos 人 かく ぐん Le て 


米国 の 「 核 の 卒 」 の も と に ある 日 本 と 誠 州 の 外相 が パー ス で 会 談 し 、 核 軍縮 に 向け た 
重要 な 一 歩 を し る し た 。 核 兵器 の 役割 を 減ら す た め に 、 核 戦略 の 修正 も 含め て 議論 を 深 
め て いく こと で 合意 し た か ら だ 。 

日 本 は これ まで 、 検 廃絶 を 主唱 し な が ら も 、 米 国 の 核 戦略 に は あま り 正 面 か ら 意見 を 
言っ て こ な か っ た 。「 核 の 傘 」 に いる こと に 起因 する 自制 が あっ た の は [41_]、 そ れ が 
日 本 の 核 軍 縮 外交 の 陰 路 と も な っ て きた 。 政権 交 代 で 外相 と な っ た 病 軸 克也 氏 は それ に 
挑み 、 今 回 の 共同 声明 に 結び つけ た 。 

紳 寮 外相 は 次 の よう な 点 で 一 致し た 。「 核 の な い 世界 」 へ の 第 一 歩 と な る 具体 的 手段 
と し て 、 非核 国 へ の 核兵器 使用 を [42-a ] す る 安全 保障 (消極 的 安全 保障 ) や 、 核 兵器 
を 保有 する 目的 を 核 攻撃 の 抑止 に [42-5 ] す る 考え 方 (唯一 の 目的 ) は 検討 に 値する も 
の で あり 、 謙 論 を 深め て いく 。 


「 唯 一 の 目的 」 や 「 消 極 的 安全 保障 」 を 核保有 国 に 求め る と 合意 し た [43 ]。 だ が 、「 核 


の 傘 」 に 入っ て いる 両国 が 検 戦略 の あり 方 を 問い 直す 姿勢 を 見 せ た こ と は 、 今 後 の 核 軍 
縮 論 議 に 突破 口 を 開い た と 言え よう 。 

日 豪 主導 の 国際 賢人 会 議 が 昨年 12 月 に まとめ た 最終 報告 書 は 、2012 年 まで に すべ 
て の 核保有 国 が 「 唯 一 の 目的 」 宣言 を する よう 求め て いる 。 法 的 拘束 力 の ある 「 消 極 的 
安全 保障 」 も 促し て いる 。 日 豪 政府 で 議論 を 深め 、 こ の 提言 の 実現 に 向け た 外交 戦略 を 
練り た いも の だ 。 

岡田 外相 は 昨年 12 月 、 ク リン トン 米国 務 長 管 に 書簡 を 送っ た 。 直 ち に 実現 し な いま 
で も 、「 唯 一 の 目的 」 や 「 消 極 的 安全 保 隙 」 を 政策 と し て 適用 する 可能 性 に つい て 論議 
を 深め た いと の 意向 を 伝え て いる 。 

米 政 府 は 現在 、「 核 戦略 見 直し 」 を 進め て いる 。「 唯 一 の 目的 」 や 「 消 極 的 安全 保障 」 
も 検討 課題 に た っ て いる よう だ 。 「 核 の な い 世界 」 を めざす こと を 宜 言 し た オバ マ 大 統 
領 の も と で の 見 直し で ある 。[_44_]、 核 の 役割 を 減ら す 道 を 広げ て 欲し い 。 

オバ マ 大 統領 の 呼び か け に 呼応 し 、 政 治 主導 で 核 世界 の 現状 を 変え よう と する 動き 。 
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それ は アジ ア 太 平 洋 に [_45_]、 欧 州 で も 始ま っ て いる 。 原 動力 は 、 自 国 に 配備 され た 
米国 の 核兵器 の 撤去 を 求め て いる ドイ ツ の ベス ター ベレ 外相 だ 。1 月 に 来 日 し た 時 、 岡 
田 外 相 と の 会 談 で 、「 核 ゼロ 」 に 向け て 日 独 が 主導 的 な 役割 を 果たし て いく こと を 確認 
し た 。 


歴史 を 振り 返る と 、 核 軍縮 が 前 に 進ん だ の は 、 強 い 熱 意 を 持つ 政治 指導 者 が 時 代 を 大 
きく 変え よう と 動い た 時 だ 。 岡 田 外相 に は 、 日 豪 、 日 独 外相 会 談 の 成果 を 足場 に 他 の 国々 
の 政治 家 と も 連携 し な が ら 、 政 治 主導 の 外交 で 核 軍 縮 を 加速 し て も らい た い 。 

(『 朝 日 新聞 ] 2010 年 2 月 23 日 付 ) 


1411 

1 FBT 2 否め ず 3 否め ぬ 4 否め 
[421 

1 a 禁止 6 停止 2 a 46 b 禁止 

3 a 限定 b 禁止 4 a 禁止 ~ b 限定 
1431 

1 わけ で は な い 2 わけ に は いか な い 3 わけ も な い 4 わけ だ 
1441 

1 つい に 2 ぜひ と も 3 よう や く 4 いよ いよ 
[as] 


1 と ど ま る 2 と どまり 3 と ど ま ら ず 4 と ど ま ら ぬ 
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問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


渡辺 さん は 事業 に 成功 し て 、 巨 万 の 富 を 築い た 。 


1 うず いた 2 つま ずい た 3 きず いた 4 か し ずい た 


[3 ] 清水 君 の 立場 を 察する と 、 同 情 せ ず に は いら れ な い 。 


1 せっ する 2 さっ する 3 ほっ する 4 きっ する 


[ ほ ] 山桜 が 朝日 に 映え て 、 本 当 に 美しかっ た 。 


1 は えて Ry ひえ て で 3 ふえ て 4 ほえ て 


[4] ビー ル 会 社 の 合併 の 話 は うま くい か な か っ た 。 


1 ご うべ ん 2 ご う へ い 3 が っ へ い 4 が っ ぺい 


[3] 裏 で 細工 を する よう な 人 間 を 信用 し て は いけ な い 。 


쥬 았 존 < 2 ほそ こう 3 さい く 4 さい こう 


[] 隊員 は 厳し い 規 則 に 東 縛 され 、 ほ と ん ど 自 由 が な か っ た 。 


1 そく は く 2 そく ば ぱく 3 ぞ く は く 4 ぞ く ば ぱく 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 漢字 の 必要 性 を 痛感 し 、 彼 は ( ) も ふら ず 覚 え 続け た 。 

1 わき 見 2 わき 目 3 よそ 見 4 よそ 目 
[8] フラ ンス 映画 の 新作 が ( ) され た が 、 客 足 が 伸び て いな い 。 

1 配布 2 分 配 3 配給 4 配分 
[加 開発 を 断念 する の も 、( ) な 選択 と 言え る の で は な い だ ろ うか 。 

1 賢明 2 発明 3 利発 4 知 的 
10] A 社 の 会 長 は うち の 社長 と 同 ( ) だ そう だ 。 

1 老年 2 年 寄り 3 年 配 4 老人 
[| 王 さ ん は 専門 学校 に 進学 し て 、( ) 師 の 免許 を 取る つも り だ 。 

1 料亭 2 調理 3 炊事 4 調味 
[12] 夫婦 と 未婚 の 子ども だ は で 構成 され る 家族 を ( ) 家族 と 言う 。 

1 単 2 核 3 真 4 純 
[3] 世間 ( ) を 気 に し 過ぎ る と 、 思 い 切っ た こと が で き な い 時 も ある 。 


1 面 2 뽀 3 性 4 体 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


1341 風邪 を 軽く 見 な い ほ うがい い 。 腹痛 を 伴う な ら な お さら 気 を つけ る べき だ 。 


1 と に か く 2 さら に 3 か な ら ず 4 いよ いよ 


Bs) 奈良 県 の 青野 は 桜 で 名 高い と ころ だ 。 


1 偉大 な 2 豊か な 3 立派 な 4 有名 な 


[1@] 彼 は 子ども の 頃 か ら 化石 集め に 凝 っ て 、 今 や 一 大 コレ クシ ョ ン に な っ た 。 


1 ふけ っ て 2 ほど こし て 3 よっ て 生み で っ で 


07] 旅先 で 息子 が 帽子 を 被せ て チョ ウ を 捕まえ た 。 


1 お お っ て 2 つつ ん で 3 の せ で て 4 お いて 


[難病 の 少女 を 救う た め 、 多 額 の 寄付 が 集まっ た 。 
1 寄与 2 貸与 3 授与 4 885 


博物 館 に 陳列 され て いる 品々 の うち 、 い くつ か が 重要 文化 財 だ っ た 。 


1 出品 2 開催 3 展示 4 観覧 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29] ひ っ そり 


恋人 を 驚か そう と 思っ て 、 バ ラ の 花束 を ひっ そり 渡し た 。 

帰省 し て いた 子ども た ち が 東 京 へ 戻り 、 家 は 再び ひっ そり し て いた 。 
ポー ナス を も ら っ た の で 、 冬 用 の コー ト を ひっ そり 買っ て きた 。 

ー ヵ 月 の 登山 を 無事 に 終え 、 下 山 し て ひげ を 剃っ た ら ひ っ そり し た 。 


> の MN = 
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[21] 解約 


1 
2 
3 
4 


生命 保険 会 社 の 積立 貯蓄 は 、 中 途 解約 する と か な り 損 に な る 。 
彼女 と の 婚約 は 解約 する こと に し た が 、 今 で も 未練 が 残る 。 

遺 中 発掘 チー ム は 一 応 の 成果 を あげ 、 解 約 する こと に な っ た 。 
自動 車 の 解約 業者 に よる 不法 投票 が 社会 問題 に な っ た 。 


[221 フ ァ ス ナー 


ㅎ 6 の MN 


向 コ ー ヒ ー の ファ スナ ー が 開か な く て 、 全 然 飲 め な い 。 

彼 の 携帯 に 付い て いる ファ スナ ー は な か な か 便利 な よう だ 。 
旅行 カバ ン の ファ スナ ー が 壊れ 、 カ メラ が 出せ な く な っ た 。 
リモ コン の ファ スナ ー を 操作 し て 、 ド ラマ の 録画 予約 を し た 。 


[23] さ く 


1 
2 
3 
4 


先生 が 進学 相談 の た め に わざ わざ 時 間 を さい て くだ さっ た 。 
会 社 が 便宜 を さい て くれ 、 住 宅 を 探さ な く て よく な っ た 。 
キャ ベツ を さい て 皿 に 盛り 、 そ の 上 に トン カツ を の せ た 。 
カレ ンダ ー を さい て 時 間 を 作っ た が 、 急 用 で は な か っ た 。 


[24] まん ざら 


1 
2 
3 
4 


あの 若者 は 働き も せ ず に まん ざら な 生活 を 送っ て いる 。 

70 歳 を 過ぎ た 母 は 、 ォ ー キ ング で 足腰 を まん ざら 鍛え て いる 。 
祭り の は や し が 聞こ えて き て も 、 ま ん ざら 気分 が 高まっ て こない 。 
監督 が 若手 俳優 を 起用 する と いう 噂 は まま ん ざら 嘘 で も な いら し い 。 


[25] 形見 


ㅎ の NM 


母 の 形見 で ある 着物 は 、 さ す が に 袖 を 通す こと は で き な い 。 

本 の 形見 を 見 せ て も ら っ た が 、 色 が 気に入ら な か っ た 。 

この スポ ー ツ カー は 1970 年 代 の 形見 で 、 今 は 製造 され て いな い 。 
朝 物 館 に 昭和 の 古い テレ ビ の 形見 が あっ た が 、 実際 に 映る らし い 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
[26] た と え 一 国 の 首相 ( )、 征 店 を 受け 取れ ば 逮捕 され る 。 

1 を よそ に 2 な ら で は 3 と も な る と 4 で あれ 
[27] 中 東 の 原油 輸出 が スト ッ プ し た ( )、 日 本 経済 は 大 混乱 に 陥る 。 

1 だ け に 2 あま り 3 も の の 4 が 最後 
[28] 軍事 基地 を 分 析 す る に は 、 衛 星 画 像 を 利用 ( ) だ ろう 。 

1 し た も の だ 2 し た て だ 3 し た らい い 4 し た と ころ だ 
[29] 1853 年 浦賀 に 来航 し た ペリ ー は 、 歴 史 的 使命 ( ) 開国 を 迫っ た 。 

1 と いえ ば 2 と ば か り に 3 と きた ら 4 と も な く 
[39 鬼才 発 川 秀 之 介 で も 、 も は や 生き ( ) ほど 心身 は 傷つい て いた 。 

1 て いら れ な い 2 ず に は お か な い 3 か ね な い 4 た と ころ 
131] まだ 入団 し た ば か り の 新人 の ( )、 台 詞 を 間違え る の は 仕方 が な い 。 

1 わり に 2 の みな ら ず 3 も の と し て 4 こと と て 
] 有名 な 絵 を 真似 する な ど 、 画 家 と し て ある ( ) 行 あ だ 。 

1 べき 2 ご と き 3 まじ き 4 か ぎり 
331 文芸 映画 の 上 映 が 始ま る ( )、 隣 席 の 男 は 居眠り し 出し た 。 


1 ば か り に 2 な り 3 と きた ら 4 どこ ろか 
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[B34] これ まで の アッ プ テ ン ポ の 曲 ( 


)、 彼 女 の 新曲 は バラ ー ド 調 だ 。 


1 を お いて 2 抜き で 3 に ひき か え 4 と は いえ 
[35] 日 本 で も カー リン グ の 人 気 が 上 が りつ つ あ る ( )。 
1 こと か 2 と か 3 っ きり 4 っ ぽい 


問題 6 次 の 文 の _ に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 、。 


[36] 彼 は 複数 の x に 熱中 し て いる 。 

1 オン ライ ン ゲ ー ム 2 ユー ザー が 3 行う 4 参加 し て 
[37] 探査 機 ・ ボ ポイ ジャー x が 相次い だ 。 

1 惑星 2 に よっ て 3 貴重 な 発見 4 に 関す る 
[38] 人 体 が x が 起き る 。 

1 柴 色 体 な ど に 2 浴び る と 3 様々 な 障害 4 放射 線 を 
[3g] 遠く 離れ た 自分 の 巣 に x は 不思議 だ 。 

1 戻っ て くる 2 能力 3 正しく 4 動物 の 
[40! ア ンド ロイ ド は x し て いる 。 


7 人 間 そ っ くり の 


2 万 博 に も 3 外観 を も ち 4 出展 され た り 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 ㅣ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


て いし ょ 


低 所 得 で 身寄り が な く 、 体 の 弱っ た お 年 寄り が 見 捨て られ て いる 。 

昨年 3 月 、 入 居 者 10 人 が 織 牲 に な っ た 本 馬 県 蔵 川 市 の 高齢 者 向け 施設 「 静 養 ホー ム 
た まゆ ら 」 の 火災 で 、 そ の 一 端 が 明らか に な っ た 。 

夜 は 外 か ら 錠 を か けら れ 、 当 直 職 員 は 1 人 と いう 貧し い 介 護 。 火 災 報 知 機 も な か っ た 。 
ベニ ヤ 板 で 増 策 され た 建物 の 火 の 回 り は 早かっ た 。 運 営 する NPO 法人 の 理事 長 ら が 今 
月 、 業務 上 過失 致死 の 疑い で 逮捕 され た 。 

様 牲 者 の うち 6 人 は 、 東 京都 財田 区 が 生活 保護 費 を 支給 し て いた 。 都 内 の 特別 養護 
着信 ホ ー ム な ど に 入れ ず 、「 た まゆ ら 」 を 頼っ た と いう 。 事 態 を 改善 する た め 都 は 、 ス タッ 
フ が 24 時 間 い て 食事 も 出る 低 家 任 の 高齢 者 住宅 を 整備 し て いく 方 針 を 決め た 。 

だ が 、 安 心して 介護 を [41 ] 場 が 不足 し て いる た め に 苦し ん で いる の は 、 低 所 得 訂 
や 身寄り の な い お 年 寄り に 限ら な い 。 

| 423 」 や 比較 的 豊か な [42-5 ] の 人 々 に と っ て も 介護 問題 は 深刻 だ 。 

た と えば 特別 養護 老人 ホー ム へ の 入所 入 望 が 増え 、 全国 で 42 万 人 が 待機 状態 に ある 。 
これ は 特 状 の 総 定員 と 同 規模 だ 。 施 設 を 倍 に 増やさ な けれ ば 、 介 護 難民 の 「 見 えな い 行 
列 」 は な く な ら な い 。 

有料 老人 ホー ム は 、 居 一 時 金 も 毎月 の 費用 も 高い 。 病 院 で は お 年 寄り が 長期 人 院 す 
る の は 難し く 、 原 則 と し て 3 カ月 ほど で 転院 を 迫 ら れる 。 

自宅 で の 介護 を 望む 人 は 多い 。[_43_]、 い ま の 介護 保険 制度 で は 十分 な 介護 が 受け 
られ ず 、 家 族 に 負担 を 強い て いる ケー ス も 多い 。 家族 に 介護 疲れ が 広がっ て いる 。 特 状 
へ の 入居 希望 が 増え て いる の は 、 そ うし た 現状 の 反映 と いえ る 。 

旗 山 政権 は この 事態 を 放置 せ ず 、 お 年 寄り が 安心 し て ケア を 受け られ る 場 の 確保 に 全 
力 で 取り 組む べき だ 。 

まず 必要 な の は 、 特 状 や グル ー プ ホー ム な どの 増設 と ケア の 改善 だ ろう 。 施 設 整 備 や 
人 材 配置 へ の 補助 金 を 大 胆 に 44_]。 

ムダ の 削減 は も ちろ ん 、 持 来 の 増税 で 財源 を 確保 し て で も 実行 する 姿勢 を 示し て ほし 
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い 。 都市 部 で は 、 特 養 の 参入 事業 者 に 関す る 規制 を 改革 する な ど し て 、 不足 を 補い た い 。 
児童 数 の 減少 で 閉校 し た 小学 校 の 建物 を 、 特 養 や デイ サー ビス な どの 介護 拠点 と し て 活 
用 する 手 も あ ろう 。 

自治 体 や 専門 家 に よる チェ ッ ク と 指導 で 、 施 設 の 安全 と サー ビス の 質 を 向上 させ る 努 
力も 必要 だ 。 


[ 45 」 工 夫 は 雇用 の 創出 に も 役立つ し 、 介 護 の た め に 会 社 を 辞め た り 休ん だ りす る 
こと が 減る の で 、 経 済 全体 に と っ て も プラ ス に な る 。 
施政 方 針 演説 で 「 い の ち 」 を 連発 し た 嶋 山 由紀 * 夫 音 相 。 准 起 し て ほし い 、。 
(「 朝 日 新聞 」 2010 年 2 月 25 日 付 ) 


1 与え られ る 2 授け られ る 3 施さ れる 4 受け られ る 

1 a 中 間 層 プ b 重層 2 a 重層 ^ b 中 間 層 

3 a 中 間 層 プ b 階層 4 a 階層 ^ b 中 间 层 

1 そし て 2 また 3 だ が 4 を と で 

1 増やし た 2 増やす こと だ 3 増やす だ ろう 4 増やす ほど だ 


1 こう し た 2 これ ば か り の 3 これ くら い の 4 これ ほど の 
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問題 1 _ _ の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[1] 彼女 は 経済 的 に は 恵まれ て いる が 、 い つも 寂し そう だ 。 


1 めぐ まれ て 2 せ が ま れ て 3 お が まれ て 4 た の まれ て 


[2 ] 愛犬 の 写真 を 見 れ ば 、 誰 で も 心 が 和 む も の だ 。 


1 は ず む 2 わ む 3 か ず む 4 な ご む 


[3] どん な 会 議 に お いて も 、 少 数 意見 を 軽 ん じ し る の は よく な い 。 


1 か らん じ る 2 か ろ ん じ る 3 か る ん じ る 4 か れん じ る 


[4 ] 普 は 繁盛 し て いた この 商店 街 も 、 つ い に 「 シ ャ ッ タ ー 通 り 」 に な っ て し まっ た 。 


1 は ん せい 2 は ん じょう 3 は ん ぜ い 4 は ん し ょ う 


[| 来 過 ま で に 試験 の 模 箇 解答 を 作成 し な けれ ば な ら な い 。 


1 ば は ん 2 ぼ は ん 3 の は ん 4 も は ん 


[6] 北山 選手 は 苦し い 練習 に 耐え 、 見 事 金メダル を 獲得 し た 。 


1 し ゅ と く 2 し ょ と く 3 か ん と く 4 か く と く 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7] この お 菓子 は 早く 食べ な いと 、( ) が 落ち る 。 

1 美味 2 味気 3 珍味 4 風味 
[8] N 国 の 違法 操業 に 対し 、 国家 ( ) を 請求 する こと と な っ た 。 

1 有償 2 賠償 3 弁償 4 代償 
[9 ] 話 の 内 容 が ( ) すぎ て 、 少 し も 理解 で き な か っ た 。 

1 偉大 2 効用 3 上 昇 4 高 沿 
[19] 結婚 式 で 娘 の ( ) 姿 に 、 不覚 に も 涙 を 流し た 。 

1 花嫁 2 雪 3 家内 4 女房 
[111 病院 の 大 部 屋 に 空き が な く 、( ) に 入れ られ て し まっ た 。 

1 個室 2 居間 3 寝室 4 寝 間 
[加 | スキ ー 場 に よう や く 雪 が 積もっ て 、 一 面 ( ) 世界 に な っ た 。 

1 白 2 冬 3 新 4 銀 
13] この 頃 心配 な こと が 多く 、 不 眠 ( ) に な り そ う だ 。 


1 病 2 痛 3 症 4 療 
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問題 3 


の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


141 新宿 御 希 を 散歩 し て いた ら 、 吉 田 先生 に ば っ た り 会 っ た 。 


1 


偶然 2 即座 3 すぐ に 4 に わか に 


BS] 高級 レス トラ ン で 料理 の 食べ 方 が わか ら ず まごまご し た 。 


1 


いら だ っ た 2 うろ た えた 3 ふさ い だ 4 お どろ いた 


キム 選手 の は な ば な し い 活躍 は 、 大 勢 の 少女 た ち に 夢 を 与え た 。 


1 


新鮮 な 2 優美 な 3 # 께 쇼 4 上 品 な 


[7Z] あの みす ぼら し い 家 こ そ 、 後 の 天才 画家 が 生ま れ た と ころ な の だ 。 


1 


地味 な 2 貧弱 な 3 素朴 な 4 古風 な 


[18] 就職 が 決ま り 、 オ ー ダ ー メ イド で スー ツ を あつ ら え た 。 


1 


組ん だ 2 縫っ た 3 仕立 て た 4 繕 っ た 


9] イタ リア に ある ピサ の 鋼 塔 の 傾 舎 は どの くら い だ ろ うか 。 


1 


むき 2 方 向 3 角度 4 か た むき 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29) セ ンス 


1 


ㅎ 0 NM 
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彼 の セン ス あ る 一 言 が 、 大 勢 の 子ども た ちの 心 を 傷つけ た 。 

こん な セン ス の いい 焼き 内 は な か な か 味わえ な い 。 

語学 の セン ス は その 人 の 性格 や 考え 方 に も 大 きく 影響 され る 。 
彼女 は セン ス が さく 服 を 着 て いて 、 周 囲 か ら 羨 まし が られ て いる 。 


< 
1 会 長 は 関西 方 面 に 別荘 を 裁く 会 社 も 持っ て いる そう だ 。 
人 が 人 を 裁く こと に 限界 が ある の は 、 笠 鋳 の 多 さ か ら も 明らか だ 。 
国民 の 声 を 政治 に 坊 く こと こそ 最も 大 切な こと だ 。 
庭 の 雑草 が 伸び 放題 に た っ て いた の で 、 少 し 裁く こと に し た 。 


ちの NM 


[22] いき な り 
1 成績 抜群 の 斉藤 君 は 高校 3 年 を 飛ば し て 、 い き な り 大 学生 に な っ た 。 
2 S 国 の 大 統領 は 、 国 民 の こと を いき な り 考 える 立派 な 政治 家 だ 。 
3 夫婦 で 食べ 物 の 好み が いき な り 違 うこ と は よく ある こと だ 。 
4 あの 旅館 は サー ビス が いき な り で 、 し か も 安い の で 人 気 が あ る 。 


1231 

1 社内 に お ける 私 用 電話 は 、 幹 事 に よっ て 禁じ られ て いる 。 
忘年 会 の 幹事 を や る こと に な っ た が 、 予 算 が 少な く 頭 が 痛い 。 
サッ カー 日 本 代表 の 新しい 幹事 が 決ま っ た 。 
一 家 の 幹 束 た る 者 、 つ ま ら ぬこ と で 動揺 する わけ に は いか な い 。 


お 6 NM 


[24] タイ ミン グ 
1 野球 で ピン チ の 場面 が 続き 、 監 督 は すか さ ず タイ ミン グ を か けた 。 
2 日 本 と ドイ ツ は 夏時間 で 7 時 間 の タイ ミン グ の 差 が ある 。 
3 400 メ ー ト ルリ レー で アメ リカ チー ム は バト ン を 流す タイ ミン グ が ずれ た 。 
4 この 仕事 の タイ ミン グ は 明日 の 午後 3 時 まで な の で 、 急 が ね ば な ら な い 。 


[25! 券 る 
1 角 砂 結 を 墓 っ て 、 ア リ が どこ か ら と も な く 行 列 を な し て いた 。 
2 池 彼 の 西口 に 6 時 に 募る つも り だ っ た が 、10 分 遅刻 し て し まっ た 。 
3 駅 前 通り に 桜の 苗木 を 柄 え る た め に 、 寄 付 金 を 募る こと に な っ た 。 
4 辞書 好き の 彼女 は 、 こ の 頃 漢和 辞典 を 募っ て 集め て いる よう だ 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

[26] 核兵器 持ち 込み の 密約 問題 ( )、 国 民 の 関心 は 高かっ た 。 

1 だ け の こと に な っ て 2 だ け と いう も の で 

3 だ け の こと は あっ て 4 だ け の も の が あっ て 
[27] 社会 保障 制度 を 確か を も の に する に は 、 税 金 を ト 上げる ( ) の だ ろう か 。 

1 が は や い 2 ほか 仕方 が な い 3 に 堪え な い 4 と いっ た ら な い 
[28] 地球 の 温暖 化 が ( )、 世 界 中 で 自動 車 は 走り 続け て いる 。 

1 進む 限り 2 進 も う が 3 進む こと な く 4 進む に つれ 
[29] 1970 年 代 の オイ ル シ ョ ッ ク で 、 日 本 経済 が 完全 に つぶ れ た ( )。 

1 こと で は な い 2 わけ で は な い 3 た 過ぎ な い 4 は ず が な い 
Bo 松栄 清張 の 推理 小説 は よく 読ま れ て いる が 、 そ の 面白 さ ( 5 

1 と いっ た ら な い 2 と いう と ころ だ 

3 どこ ろ で は な い 4 と いう わけ だ 
311 近松 門 左 衛 生 原作 の 芝居 を 哲 る と 、 涙 ( ) 場面 が ある 。 

1 に 相違 な い 2 極まりない 3 まみ れ の 4 を 禁じ 得 な い 
[32] 上 上 野 周 辺 の 散歩 ( )、 園 立 症 洋美 術 館 ま で 足 を 運ん だ 。 

1 か た が た 2 な が ら 3 っ っ 4 最 中 
[33]『 男 は つら いよ 』 シ リー ズ を 愛し ( ) 父 は 、 し ば し ば DVD を 借り て くる 。 

1 て は どう か 2 て は な ら な い 3 て も みな い 4 て や まな い 


[4] 声楽 家 ほ は の ど を きた え ( 


1 な いで は お か な い 


3 な くも な い 


135] 相撲 界 を 揺るが し た 事件 だ け に 、 理 事 長 ( 


1 を 問わ ず 


2 ば か りか 


) が 、 負 担 を か け す ぎ て し まう 人 も いる らし い 。 


2 な い 恐 れ が ある 
4 な く て は いけ な い 
) 責任 を 取ら ざる を 得 な い 。 


3 と し た っ て 4 に お いて 


問題 6 次 の 文 の _ 太 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


[36@] お し ゃ べり と いう 


1 ネッ ト 上 で 


B72 中国 の 。 


1 「 長 征 」 の 名 


[38] ドイ ツ の 田園 地帯 に は 


1 音 を 立て る 


2 チャ ッ ト が 


6 


2 すべ て 


2 風力 発電 の 


日 本 産 の ウナ ギ の 


1 太平 洋 の 


14091 林業 は 


1 労働 力 は 


2 産卵 場 は 


2 すむ が 


fe. le 


が 付く 。 


いる 。 
3 行わ れ て 4 意味 の 
3 衛星 打ち 上 げ 4 ロケ ッ ト は 
x が 回 っ て いる 。 
3 巨大 プロ ペラ 4 こと も な く 
し な いそ うだ 。 
3 は っ きり 4 どこ だ か 
上 げに くい 。 
3 少な く て 4 収益 は 


問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 | 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


類 阪 の ベッ ド タ ウ ン 、 池 田 市 は 3 年 前 、 市 役所 の 予算 の 使い 道 の 決定 に 市 民 が 参加 で 
きる 制度 を 始め た 。 

11 の 小学 校区 ご と の 住民 組織 「 地 域 コ ミュ ニテ ィ 推進 協議 会 」 に 、 地 域 で の 事業 と 
予算 の 提案 権 を 認め た の だ 。 

協議 会 の 委員 は 公募 で 、 限 度 額 は 1 校区 41 ] 年 約 700 万 円 。 防犯 パト ロー ル 車 の 
購入 と 住民 に よる 巡回 、 小 学校 の 校 旗 芝生 化 、 高 齢 者 の 配 食 サ ービス な ど が これ まで に 
実現 し た 。 

一 朗 と は いえ 税 の 使い 道 を 市 民 が 決め る 工夫 で ある 。 倉田 藤 市 長 は 「 自 分 た ちの 地 
域 は 自分 た ち で つく る 。 そ れ に は 市 民 が 税 を 支配 し 、 汗 も か いて ほし い 」 と ね らい を 語 
る 。 将来 は 限度 額 を 広げ 、 小 学校 の 体育 館 改築 と いっ た ハー ド 分 野 まで 含め た いと いう 。 

池田 市 の 地域 型 に 対し 、 計 葉 県 市 川 市 は テー マ 型 だ 。 [42 き ] が 納め る 住民 税 の 1% 
分 を 、[42-b ] が 応援 し た い 市 民活 動 団体 の 資金 支援 に 回 せる 仕組 み だ 。5 年 前 に 導入 
し た 。 

「 年 金 暮 らし で も 参加 し た い 」 と いう 声 が お 年 寄り か ら 出 て 、 指 定 の ボラ ンティア 活 
動 な ど で も ら え る 点数 も お 金 に 換算 し て 支援 に 回 せ する こと に し 、 よ り 多 く の 市 民 が 参加 
で きる よう に な っ た 。2009 年 度 は NPO な ど 130 団体 に 計 2100 万 円 が 回 っ た 。 

つの 制度 が 生ま れ た 青 景 に は 自治 体 の 財政 難 が ある 。 行 財政 改革 だ け で は 飼い つか 
ず 、 市 民 に 自治 や 協 働 を [ 43 ] 台 所 事情 だ 。 

一 方 で 、 市 民 の 側 に は 多様 な 公共 サー ビス を 自分 た ち も 担 お うと いう 機運 の 高まり が 
ある 。 コ ミュ ニテ ィ ー を 再 構築 し よう と いう 動き で も ある 。 

千葉 県 我孫子 市 は 、 市 役所 が 担う 約 1100 の 仕事 すべ て を 対象 に 民間 委託 や 民営 化 の 
提案 を 公募 し た 。 市 役所 と 民間 の どちら が や れ ば 、 よ り 市 民 の 利益 に な る か と いう 視点 
で 提案 を 吟味 し 、 こ れ まで に 妊婦 対象 の 教室 や 公民 館 講 座 な どの 37 件 が 採用 され た 。 

肥大 化し た 行政 サー ビス を 見 直 そ うと いう 3 市 の よう な 試み は 、 ほ か の 自治 体 に も 広 
が っ て いる 。 


し か し 、 民 間 が 市 役所 の 単なる 下請 け に な っ た の で は 意味 が な い 。 行 政 サー ビス は 画 
一 的 に [44_]。 地域 の ニー ズ を きめ 細か くつ か ん だ 新しい サー ビス の 形 を つく り 出 し 


た い 。 


その た め に は 、 予 算 づ くり を は じ め と する 行政 情報 が 市 民 に 公開 され て いる 必要 が あ 
る 。 そ し て 市 民 が 税金 の 使い 方 に も っ と 口 を 出す 。 汗 も か く 。 地 域 の 力 を 生か し 、 市 民 


の 意思 で 動く 市 役所 へ と 変え て いく 。 そ うし た 変化 は 舌 山 政権 が 唱え る 「 新 し い 公共 」 

に も 共鳴 する こと に な る だ ろう 。 
地方 分 権 が 進み 、 権 限 と 財源 が 政府 か ら 自治 体 へ と 移っ て も 、 首 長 の 力 が 大 きく な る 

だ け で は 足り な い 。 分権 の 実 を あげ る た め に は 、 市 民 の 自治 こそ が [~45_] の で は 。 

(「 朝 日 新聞 ] 2010 年 3 月 1 日 付 ) 


1 まで 2 あたり 


1 a 市 民 / b お 年 寄り 
3 a 自分 人 b 市 民 


1431 

1 求め ざる を 得 な い 

3 求め か ね な い 
1441 

1 な り が ち だ 2 な りっぱ ぽい 
1951 

1 欠か す 2 欠か せる 


3 


だ け 4 くら い 


a お 年 寄り プ b 市 民 
a 市 民 プ b 自分 


求め られ な い 

求め な い 

な り に くい 4 な り が た い 
欠か せな い 4 欠か され な い 
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問題 1 


[自分 が 持っ て いる 能力 の すべ て を 悟る こと は 不可 能 だ 。 


1 さと る 2 み と る 3 お と る 


[2] 海 に 臨む ホテ ル で 数 日 間 過 ご すこ と に し た 。 


1 ひそ む 2 の ぞ む 3 も と お 


[3 ] 大 雨 で 川 が あふ れ た が 、 早 くに 避難 し た の で 事故 を 免れ た 。 


1 つか れ た 2 ひか れ た 3 わか れ た 
[4 ] 共和 国 に お ける 元首 は 大 統領 だ 。 
1 が ん し ゅ 2 が ん じゅ 3 げん し ゅ 


[5 ]A 案 も B 案 も 捨て 難く 、 折 哀 案 で いく こと に し た 。 


] せっ そく 2 せっ た い 3 せっ ちゅ う 


[6] 今年 は 寒い 日 が 続い て 、 麦 の 発芽 が 遅い 。 


1 は つめ 2 ほ つ め 3 は つが 
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の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


も と る 


すず む 


ま ぬ か れ た 


げん じゅ 


せっ ちょ う 


ほ つ が 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 」 声楽 家 志 望 の 彼 は 、 毎 日 の よう に ( ) 練習 し て いる 。 

1 発声 2 音声 3 声音 4 声調 
[8 ] 不景気 が 長く 続い て 、 工 場 経営 に 明る い ( ) が 開け な い 。 

1 월 2 빠 윗 3 展望 4 望遠 
[9] ボ クシ ング の ライ ト 級 の 挑戦 者 は ( ) が 甘く 、K O 負 けし て し まっ た 。 

1 防御 2 防衛 3 予防 4 防止 
00] この 音楽 を 聞く と 、 ど うし て も 運動 会 の 徒競走 を ( ) する 。 

1 空想 2 夢想 3 幻想 4 連想 
[II 進学 に 向け て ( ) が 充実 し 、 成 績 も 順 胴 に 伸び て いる 。 

1 根性 2 気力 3 根気 4 意気 
[13] 京子 さん は 野球 部 の ( ) 一 点 の 女子 マネ ー ジ ャ ー だ 。 

1 赤 2 8 3 紅 4 黄 
[13] 日 本 の 夏 の 風物 ( ) だ っ た 金魚 売り は すっ か り 姿 を 消し た 。 


1 歌 2 詩 3 絵 4 劇 
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問題 3 


4] 日 曜日 は も っ ぱら 近く の 公園 で 子ども と 遊ん で いる 。 


1 いっ き に 2 ほとん ど 3 つい で に 


[15] 電車 内 で の 化粧 は みっ と も な いと 言う 人 が 多い 。 


1 わが まま 2 し つこ い 3 軽々 し い 


相手 の 気 に さ わる よう な こと を 言っ た ら 、 素 直 に 謝る べき だ 。 


1 不満 な 2 不幸 な 3 不快 な 


[1Z] ロシア の 冬 は さす が に 寒さ が 身 に し みる 。 


1 こたえ る 2 ひび く 3 お よぶ 


[8]B チー ム は 劣勢 だ が 、 展 開 次 第 で は 勝て る か も し れ な い 。 


1 発展 2 個展 3 出展 


府 知事 の 町 新 な アイ ディ ア が 大 き な 反 響 を 呼ん だ 。 


1 反応 2 反対 3 反射 


の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


か な り 


見 苦し い 


不安 な 


ささ る 


反映 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29) が や が や 


1 隣 の 部 屋 で どこ か を が や が や 物色 し て いる よう な 音 が する 。 
2 会 議 中 に 周囲 が が や が や うる さく て 、 意 見 が 聞こ えな か っ た 。 


3 帆 か ら 地下 鉄 の 工事 が が や が や 鳴っ て 、 と て も うる さい 。 
4 夏 の 夕方 、 裏 の 畑 に 大 粒 の ひょう が が や が や 降っ て きた 。 
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[3] 気配 り 


たち 02 


中 野 君 と は 子ども の 時 か ら 気 配り が 知れ て いる の で 、 遠 慮 する 必要 が な い 。 
臨時 収入 が あっ た らし く 、 彼 は 気配 り よ く お ご っ て くれ た 。 

内 密 な 話 の よう な の で 、 気 配り を きか せ て 席 を 外し た 。 
式典 で 失敗 が な いよ う 気 配り し た が 、 マ イク の スイ ッ チ を 入れ 忘れ た 。 


[22] リモ コン 


1 


2 
3 
4 


みん な の 意見 を リモ コン し て 、 ひ と つ に まとめ る こと が で きた 。 

芸人 で ある 以上 、 ど ん な 時 も リモ コン で お 客 を 笑わ せる 根性 が いる 。 
リモ コン の 電池 が 切れ て いる の か 、 ボ タン を 押し て も テレ ビ が つか な い 。 
子ども の 頃 、 リ モコ ン 機 の エン ジン を 回 し て 、 飛 行 機 を 飛ば し て いた 。 


[23] 渋る 


> CO Ny 


親 が うる さく て 貯金 を 渋っ て いた ら 、 い つの 間 に か 結構 な 額 に な っ た 。 
いろ いろ な 食材 を 波 っ て 使え ば 、 そ れ ほ ど 食 費 を か け な く て 済む 。 
出演 を 渋っ て いた 大 物 俳優 が 、 よ う や く 犯 人 役 を 引き 受け た 。 

山間 部 の ここ は 冬 に な る と 水道 の 水 が 渋っ て し まう 。 


[24| ぎっ し り 


1 


彼 は ぎっ し り し た 性格 政 え 、 待 ち 合わ せ の 時 間 に 遅 れ た こと が な い 。 
さす が に 世界 チオ ャ ン ビ オン だ け あ っ て 、 ぎ っ し り 構 えて いた 。 
正面 女 関 の ドア の 金具 が 古く な り 、 ぎ っ し り と 変 な 音 が する 。 
故 卿 か ら 送 られ て きた 荷物 に は 、 り ん ご が ぎっ し り 詰 まっ て いた 。 


[3 均一 


あの 双子 は 顔 が 均一 で 、 し か も 性 格 まで そっ くり だ 。 

外国 で 買っ た カバ ン と 均一 の も の が 、 上 野 の アメ 棋 で 売っ て いた 。 
自動 車 レー ス の スタ ー ト 前 は 、 ど の 車 も 均一 に 緊張 し て いる よう だ 。 
デパ ー ト の 閉店 セー ル で 、 ス ー ツ が 1 万 円 均一 で 売ら れ て いた 。 


問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

大 物 政治 家 が いつ も 選挙 に 勝つ ( )。 

1 と は 限ら な い 2 に 過ぎ な い 3 し か な い 4 こと に する 
27] 1985 年 の プラ ザ 合意 は 、 円 高 を 容認 ( ) 状況 だ っ た 。 

1 せ ず に は た ま ら な い 2 せ ず に は すま な い 

3 せ ず に は 限ら な い 4 せ ず に は わた ら な い 
[38] アフ リカ の 砂漠 化 を 止め ( )、 具 休 策 が な か な か な い 。 

1 た きり 2 た が 最後 3 よう に も 4 か ね な い 
[291 薩 訂 と 長州 が 同盟 を 結ぶ ( )、 徳 用 北 府 は 危機 到 を 強め た 。 

1 に 際 し 2 が 早い か 3 に か け て 4 と 思い き や 
[30] 近所 の 区 立 図書 館 ( )、 毛 紫電 術 に 関す る 本 が 少し し か 置い て な い 。 

1 は と も か く 2 に 対し て 3 と し て は 4 と きた ら 
[1] 能 の 舞台 は 芸術 性 が 高い ( )、 理 解す る の が 難し い 。 

1 は ず で 2 ほど で 3 ゆえ に 4 際 に 
1321 どん な に 矯 れ た 生け 花 で も 、 鑑賞 する 目 が な けれ ば ( 区 

1 た ま ら な い 2 と ど ま ら な い 3 こと で は な い 4 それ まで だ 
[ 虹 ] ア ニ メ 以 外 、 日 本 映画 の 勢い が 弱まっ て いる と 思え ( )。 

1 て た ま ら な い 2 て 仕方 が な い 3 て や まな い 4 て ば か り い る 


[B4] それ ほど ビゼー の 曲 が 好き な ら 、 一 度 フ ラン ス に 行っ て み ( 26 


1 て は どう か 2 た も の だ 3 て や まな い 4 た と ころ だ 
[35] バ ドミ ント ン は や っ た こと が ある の で 、 ル ー ル 説明 ( 98 
1 に 難く な い 2 に 決ま っ て いる 3 に 相違 な い 4 に は 及ば な い 


問題 6 次 の 文 の _ 大 _ に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[Be@] イ ンタ ーネット は Xx 出発 し た 。 
1 た め の 2) の で 3 ネッ トワ ー ク 4 研究 者 の 
[37] 国際 宇宙 ステ ーション 計画 は アメ リカ の x を 表明 し た 。 
1 に お いて 2 大 統領 が 3 実施 4 一 般 教書 
[8] 温室 効果 ガス は * 下向き に 放射 する 。 
1 地表 面 に 2 취조 3 地表 面 か ら の 。 4 いっ た ん 吸収 し 
[39] iPS 細胞 は マウ ス 大 つく られ た 。 
1 に 対し 2 こと に よっ て 3 遺伝 子 因子 を 4 組み 込む 
[49! 介護 ロボ ッ ト の 実用 化 は に も つなが る 。 
1 人 件 費 削 減 2 ば か りか 3 介護 士 不 足 を 4 補う 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 [| 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


慣れ 親しん だ 百貨 店 が 消え る の は 、 寂 し い 。 

東京 ・ 銀 座 の 玄関 と し て 一 世 を 風 麻 し た 、 有 楽 町 マリ オン の 前 武 有楽 町 店 が 今年 林 に 
MATS. HEH HEE, KG CIAL. PIR PUTA 
も 閉め る 予定 だ 。 

昨年 は 三越 池袋 店 や 、 そ ご う 必 斎 橋 本 店 が 姿 を 消し て いっ た 。 長 引く 不況 の な か で 
百貨店 の 閉店 ラッ シュ が [し 41_] 本 格 化し て きた 。 

バブ ル 崩 壊 後 の 1990 年 代 半 ば か ら 続 く 百貨 店 業界 の [42-a ] に 、 世 界 同時 [42-b ] が 
追い 打ち を か け て いる 。 こ の 10 年 で 140 社 か ら 86 社 に 、 店 舗 数 は 310 店 か ら 270 
店 に 減っ た 。 業 界 全体 の 売上 高 は 9 兆 円 か ら 6 兆 6 千 億 円 に 3 割 近く も 縮小 し て いる 。 

人 員 滅 らし も 急 ビッ チ で 、 老 財 の 三越 で も 社員 の 4 分 の 1 に あたる 約 1600 人 が 早 
期 退職 に 応じ た 。 

デフ レ 下 で 新興 勢力 に ます ます 押さ れ て いる 。 低 価格 を 武器 に する 衣料 品 専門 店 や 巨 
大 な 家電 量販 店 、 イ ンタ ーネット 販売 の 台頭 で 、 消費 者 の 購買 スタ イル の 変化 も 激しい 。 
そん な な か 、 百 貨 店 業界 は 時 代 の 変化 を [43 ] で いる よう に さえ 見 える 。 

値段 は ちょ っ と 高い が 商品 へ の 満足 感 も 、 そ れ な り に 高い 。 ブ ラン ド 重 視 、 美 術 展 な 
ども 織り 込ん だ 手厚い 友和 客 サ ービス 。 そ うし た 百貨 店 の 路線 は 90 年 代 初め まで 、 全 国 
各地 で 消費 者 か ら 支 持 さ れ て いた 。 

だ が 、 老 舗 の 看板 、 歳 幕 な どの 贈答 文化 に 安住 し 、 新 た な 未来 図 を 描け な いで きた と 
ころ が 少な く な い 。 

150 年 前 、 パ リ で 創 葉 し た 世界 初 の 百貨 店 ボン ・ マ ル シ ェ は 豊富 な 品ぞろえ 、 商 品 値 
fl. 派手 な ショ ー ウ ィ ン ド ー、 季節 セー ル な ど 新 し い 売 り 方 に 挑み 、 客 の 心 を つか ん だ 。 
その 原点 に 学ん で は どう だ ろう 。 高 級 フ ァ ッ ショ ン 中 心 の 商法 に こだわ ら ず 、 も っ と 
新しい 商品 構成 や 売り 方 に 挑戦 し な が ら 百 貨 店 の 強み を 生か す 首 は 必ず ある は ず だ 。 
ユニ クロ が 保温 性 肌着 を ビット さ せ た よ うに 番 要 を 掴 り 起こ し 、 メ ー カ ー と 共同 開発 
する 力 は 百貨 店 に も ある 。 


デパ 地下 の 食品 売り 場 や 全国 駅 弁 フ ェ ア 、 地 方 物産 展 な どの イベ ント に は 、 客 が あふ 
れる こと も [_44_]。 好 立地 の 百貨 店 が モノ を 売る 力 は まだ まだ 大 きい 。 

観光 大 国 を めざす 日 本 に [45_]、 ワ ンス トッ プ で 高 品質 の 品々 を そろ える 百貨 店 は 
貴重 な 観光 資源 だ 。 銀 座 や 日 本 橋 、 新 宿 は アジ ア を 代表 する ショ ッ ピ ング 街 に な りう る 。 


全国 で 百貨 店 を 観光 資源 と し て 活用 すれ ば 、 日 本 経済 再生 の 助け と も な る 。 
きのう 合併 で 大 丸 松坂 司 百 貸 店 が 誕生 し た 。 こ うし た 再編 も 恐れ な い 新 時 代 の 百貨 店 


の あり よう を 見 た い 。 


1 은 2 よう や く 


1 a 不況 ~ b 不振 
3 a 不安 ~ b 不振 


1 こら えき れ な い 
3 し つら えき れ な い 


1 少な いわ サ な い 2 少な いわ け だ 


1 と る と 2 と れ ば 


(『 朝 日 新聞 」2010 年 3 月 2 日 付 ) 


も っ と 4 いよ いよ 


と ら え きれ な い 
こし ら え きれ な い 


少な い 4 少な く な い 


と る な ら 4 と っ て も 


問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[ ロ ] か つて 一 族 の 王 は 、 大 勢 の 人 々 を 率い て 海 を 渡っ た 。 


1 も ちい て 2 ひき いて 3 みち び ば い て 4 ひい て 


[2] あん な 場所 に 看板 を 掲げ て も 、 通 行人 の 目 に と ま ら な い 。 


1 あげ て 2 か か げ て 3 も た げ て 4 ささ げ て 


[3 ] 寝 る 前 に 濃い お 茶 を 飲ん だ ら 、 目 が 河 え て 眠れ な い 。 


1 ざ え で 2 ひえ て 3 も えて 4 いえ て 


[4 ] 自宅 の テレ ビ が 古く な っ て 、 音声 が 聞き 取り に くい 。 


1 お と こえ 2 お と ご え 3 お ん じょう 4 お ん せい 


5! あの 寺 に ある 仏像 は 国宝 で 、 普 段 は 見 る こと が で き な い 。 


] くに ほう 2 くに ぼう 3 こく ほう 4 こく ぽう 


[S$] ラグ ビー 大 学 選手 権 で 、K 大 学 は 1 点差 で W 大 学 に 敗北 し た 。 


1 は い ほ く 2 は いぼ く 3 まい ほ く 4 まい ぼく 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


[2 ] 宿 泊 先 の 旅館 まで ( ) で は 少々 時 間 が か か る 。 


1 徒歩 2 歩行 3 歩道 4 歩調 
[8 ] 祖父 か ら 土 地 を 譲り 受け た が 、( ) 税 が 心配 だ 。 
1 提供 2 赠与 3 進呈 4 寄付 


[9] チ ェ ー ホ フ の 芝居 に ( ) を 受け 、 劇 作家 を 目指 すこ と に し た 。 


1 感心 2 感銘 3 感激 4 感慨 
Bo] 高速 に する か 、 下 道 に する か 、 こ と こ が ( ) の し どこ ろだ 。 

1 思考 2 考え 3 思案 4 思い 
11] あの 大 き な 建 物 の 中 で 、 船 が ( ) され て いる 。 

1 建造 2 建設 3 建筑 4 築造 


12] 今回 の 要 人 暗殺 事件 の 《 
1 張 2 最 


BA 猫 届 の ポス が 引退 し て 、 主導 ( 


1 カ 2 派 


) 本 人 は 、1 国 の 議 報 機関 で ある 。 


3 真 4 当 


) 争い が 激しく な っ た 。 


3 戦 4 権 
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問題 3 


の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[本 芸術 家 を 目指 す 以上 、 貧乏 は も と より 覚悟 の 上 だ 。 


1 や は り 2 た だ 3 初め か ら 4 確か に 


政治 の 世界 に は 「 は な は だ 適 侍 」 と いう 決ま り 文 句 が ある 。 


1 著しく 2 一 層 3 無性に 4 特別 


アラ スカ を 旅行 し た 時 、 お び た だ し い 数 の 星 を 見 た 。 


1 めちゃ くち ゃ 2 も の すご い 3 ぼう ぼう 4 まち まち 


[12] し ょ う 油 を 入れ すぎ た の か 、 料 理 が くど い 味 に な っ た 。 


1 に が い 2 か らい 3 うる さい 4 し つこ い 


[18] 300 枚 の 論文 を 書く に は 、 腰 を すえ て 取り 掛か る 必要 が ある 。 


1 置く 2 構え る 3 付け る 4 下ろ す 


[19] あの 小説 は 構想 3 年 、 勢 筆 1 年 で 完成 し た そう だ 。 


1 モデ ル 2 アイ ディ ア 3 プラ ジ 4 イメ ー ジ 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29) ア レル ギー 


1 文明 の 進化 と アレ ルギー 症状 は 、 無 関係 と は 言え な い 。 
テレ ビ ゲ ー ム に アレ ルギー し すぎ て 、 遂 に 目 が 悪く な っ た 。 
最近 アレ ルギー 不足 で 、 体 が 疲れ や すい 。 

を じょう ずっ しゃ 
この 食品 は 高 ア レル ギー な の で 過 笛 指 取 は 代 物 だ 。 


ここ )】 
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[21] 反 る 

1 サイ クリ ング が 趣味 の 沢 さん は 、 だ ん だ ん 足 の 太もも が 反っ て きた 。 
スパ ゲッ ティ を ゆで すぎ て 反っ て し まっ た が 、 味 に 問題 は な い 。 
この ベニ ヤ 板 は 反っ て いる の で 、 本 棚 に 使う こと は で き な い 。 
電子 辞書 を 買っ た が 、 ボ タン が 反っ て いた の で 、 交 換 し て も ら っ た 。 


wo mM 


[22] こ っ そり 

1 就職 5 年 目 の 彼 女 は 、 こ っ そり 株 取引 き を 始め た らし い 。 

2 長く 入院 し て いた 野本 氏 は 、 体 重 が 落ち て 、 こ っ そり や せ て し まっ た 。 
3 柔道 選手 に し て は 、 珍 し い ほ どこ っ そり し た 体型 だ 。 

4 ペッ トシ ョ ッ プ で 買っ た 外 を 畳 に 置い た ら 、 こ っ そり 歩き 出し た 。 


[33] 口止め 

1 口内 炎 が で きた の で 、 口 止め 薬 を 飲ん で 食事 を 控え た 。 

2 あれ ほど 口止め あし て お いた の に 、 秘 密 を ば ちさ れ て し まっ た 。 

3 まる で 他人 事 の よう な 口止め 方 を する の で 、 周 囲 は みな 驚い た 。 
4 来週 の 試験 は 筆記 で は な く 、 一 人 一 人 口止め で 質問 され る らし い 。 


[24] カル チャ ー 


1 高層 ビル の 一 角 で 、 韓 国 料理 の カル チャ ー 会 が 開か れ て いる 。 

2 若者 の 新しい カル チャ ー 風 の ファ ッ シ ョ ン を どう 思う か 。 

3 田舎 で 少年 時 代 を 過ごし た の で 、 小 谷 に 来 て カル チャ ー シ ョ ッ ク を 受け た 。 
4 あの 書店 に は カル チャ ー 漫 画 が 少な い の で 、 あ まり 立ち 寄ら な い 。 


[2s] し ほぼ な 


1 お 見 舞い の 花 が し ぼ む の と 同時 に 、 難 病 の 娘 は 星 に な っ た 。 
2 空気 を どん どん 入れ た ら 、 風 船 が し ぼん で 破裂 し た 。 

3 近ごろ 目 が し ぼん で 、 メ ガ ネ を か け な け れ ば と 思っ て いる 。 
4 古い 本 な の で 印刷 が し ぼん で し まい 、 な か な か 判読 で き な い 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
[26] 教育 ・ 勤 労 ・ 納 税 は 日 本 国民 の 三 大 義務 ( )。 

1 に た えな い 2 に ほか な ら な い 3 に と ど ま る 4 に 基づく 
[円 レー ト ( )、 外 国 製品 が 値上がり し た り 、 値 下がり し た りす る 。 

1 いか ん で 2 か らし て 3 と は いえ 4 を 問わ ず 
[28] 漁船 が 航行 し て いた ( )、 大 型 艦船 が 急 接 近 し た 。 

1 に せよ 2 と な る と 3 と ちる と で 4 と ころ を 
[39 幕 訂 の 「 え え じ ゃ な いか 」 運 動 は 、 東 海 地方 ( )、 近畿 、 東 北 まで 広がっ た 。 

1 を 皮切り に 2 次 第 で 3 に よっ て 4 に 即 し て 
Bo 人 生 は も は や これ ( ) と 思っ た の か 、 太 究 治 は 吾川 上 水 に 飛び 込ん だ 。 

1 に ひき か え 2 ば か り だ 3 まで だ 4 次 第 だ 
1311 友人 に 歌舞 伝 を 楽し も うぅ ( ) と 誘わ れ た が 、 3 分 で 寝 て し まっ た 。 

1 で は な いか 2 で は な い の か 3 で は な か っ た か 4 で は な く て 
[B2] ルー ブル 美術 館 よ は 、 フ ラッ シュ を た か な けれ ば 写真 撮影 は ( 9 

1 ざさ し か えな い 2 さ し あ た り な い 3 さして な い 4 さしつかえ な い 
Ba] 筑 争 事件 を な くす に は 、 取 り 調 べ の 可視 化 ( ) だ ろう 。 


1 に は あたら な い 2 より ほか な い 3 に は 及ば な い 4 より 仕方 が な い 
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1341 持 来 有 名 な ビア ニス ト に な ら ( ) の で 、 レ ッ ス ン は 続け る べき だ 。 


1 な いも の か 2 な いで お く 
3 な いと も 限ら な い 4 な いで は いら れ な い 
[35] 2 大 会 連続 で 金メダル を 取っ た K 選手 の 泳ぎ は 、 国 内 レベ ル の ( )。 
1 ひと つ で は な い 2 わけ で は な い 
3 限り な い 4 比 で は な い 


問題 6 次 の 文 の x に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] 宅配 業者 の x は で き な い 。 

1 無人 応答 機能 で 2 いざ 知ら ず 

3 コー ル セ ン ター な ら 4 電話 応対 
[32] ビタ ゴラス は x を 考え た 。 

1 に 基づい て 2 数 と その 比例 3 調和 原理 4 宇宙 の 
[38] 道路 整備 の x が あて られ て いる 。 

1 確保 2 せん が た め 3 ガソリン 税 4 財源 を 
[39] 原油 の x が 急 が れ て いる 。 

1 バクテリア の 2 生産 3 流出 事故 に 4 対応 すべ く 
アメ リカ 空軍 は UFO の x と 結論 づけ た 。 


1 集め た も の の 2 目撃 情報 を 3 いずれ も 4 説明 不能 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[ 41 ] か ら [ 45 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


希望 すれ ば 結婚 後 も 戸籍 上 、 姓 を 変え な いで 名 乗る こと が で きる 「 選 択 的 夫婦 別姓 」 
制度 の 導入 な ど を 盛り 込ん だ 、 諾 法 改 正 案 を 今 国会 に 提出 で きる か どう か 、 往 妙 な 情勢 
に な っ て いる 。 

キ 葉 太 子 法相 は 成立 に 意欲 を 見 せ て いる が 、 連 立 与党 を 組む 国民 新党 の 入 井 苑 各 名 
相 が 「 反 対 」 を 表明 し 、 民 詩 党 内 に も 異論 が [41 ]。 

改革 案 は 1996 年 に 法制 審議 会 か ら 管 申 さ れ た 内 容 に 沿っ た も の だ 。 し か し 、 与 党 だ っ 
た 自民 常 内 の 反対 が 強く 、 政 府 と し て 法案 が 出せ な いま ま 今 に 至っ た 。 反対 の 主張 は 「 夫 
婦 L42-a ] は 日 本 の 文化 、 伝 統 。[42-5] で は 家族 の きず な が 壊れ か ね ず 、 子 ども に と っ 
て 好ま し く な い 」 と いう も の だ 。 

し か し 選択 的 別姓 は 、 結 婚 し た と き に 夫 角 同姓 か 別姓 か を 自由 に 選択 で きる 制度 だ 。 
別姓 を 義務 づけ た り 、 強 制 し た りす る わけ で は な い 。 法案 で は 、 混 知 し な いた め に 、 子 
ども の 姓 は どちら か に 決め て 、 兄 弟 姉妹 間 で は 統一 する な どの 仕組 み も 打ち 出し た 。 

また 法案 に は 、 女 性 の 再婚 禁止 期間 を 半年 か ら 100 日 に 短縮 する こと や 、 結 婚 し て 
いな い 男 女 に 生ま れ た 「 婚 外 子 」 に 対す る 相続 差別 解消 な ども 巡 り 込ま れる 。 

[ 43 ] 多 様 な 生き 方 を 認め よう と する も の で 、 社 会 の 最前 線 に いる 女性 に 働き や す 
い 環境 が 広がり 、 少 子 化 を 改善 する 効果 も ある だ ろう 。 

国連 の 女性 差別 質 許 委員 会 も 、 こ うし た 改革 の 迅速 な 実現 を 日 本 政府 に 勧告 し て いる 。 

昨年 暮れ の 朝日 新聞 の 世論 調査 で は 、 選択 的 別姓 に 賛成 が 49%、 反対 が 43% だ っ た 。 
し か し 、 働 き 盛り で 子育て 世代 の 30 ~ 40 代 の 女性 に 限っ て みれ ば 、7 割 近く が 賛成 
し て いる を 。 

すでに 時 代 は 変化 し 、 家 族 の か た ち も 多 様 に な っ た 。 労 働 人 口 の 4 割 以上 は 女性 で あ 
る 。 男 性 が 働き 女性 が 家庭 を 守る と いう 家 放 鈴 は 、 も うず いぶ ん 前 か ら 日 本 の 現実 と は 
釣り 合わ な く な っ て いる 。 

様々 な 不利 益 を [44_」、 仕 事 の 都合 で 事実 婚 を 続け て いる 夫婦 も 少な く な い 。 働 き 
な が ら 一 人 で 子ども を 育て て いる 女性 も いる 。 そ うし た 女性 た ち に 働き や すい 環境 を 提 
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供する こと は 、 鳩 山 由 紀夫 首相 が 掲げ る 「 命 を 守る 」 こ と に つなが る 。 
女性 を 生か すこ と は 、 経 済 が 低迷 し 閉 寂 する 日 本 社会 を 活性 化す る 。 
Le は けん ほぼ 


介 井 金融 相 は 景気 の 浮揚 を 言い 、 労 働 者 派遣 潜 の 改正 に つい て は 履 用 され る 側 の 立場 
を 強調 する 。 女 性 の 活躍 を 後押し する こと は 、 長 い 目 で 見 て 、 経 済 に 底力 を つけ させ 履 


用 を 安定 させ る こと に も 通じ る [45 |。 
民主 党 は 改正 を 求め て きた 。 鳩 山 首相 は 貢 任 を 持っ て 党 内 、 連 立 与党 の 合意 づく り に 


全力 を あげ る べき だ 。 議 論 を 一 歩 で も 先 へ 進め よう 。 
(「 朝 日 新聞 」2010 年 3 月 4 日 付 ) 


1411 

1 ある の か 2 な い の か 3 ある か ら だ 4 な いか ら だ 
1421 

1 a 同姓 プ b 旧姓 2 a 旧姓 ~ b 同姓 

3 a 別姓 ^ b 同姓 4 a 同姓 ^ b 別姓 
1431 

1 いずれ も 2 いずれ か 3 どれ か も 4 どれ か は 
1441 

1 覚悟 し な い 2 覚悟 し た く 3 覚悟 し な が ら 4 覚悟 せ ず 
1451 


1 で は な い 2 で は な いか 3 の か 4 か 
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问题 1 


[ 紛争 地域 を 逃れ 、 隣 国 に 避難 し た 。 


1 こ が れ 2 そ が れ 3 の が れ 


[32] 人生 に お いて 、 健 康 に 勝る も の は な い 。 


1 まさ る 2 か て る 3 ひい で る 


[3] 一 郎 は 勇気 を 褒 っ て 、 バ ンジ ー ジ ャ ンプ に 挑戦 し た 。 


1 うば っ て に そっ て 3 ふる っ て 


[4] 船 が 転覆 し 、 乗 組員 の 提 宗 が 必死 に 続け られ た 。 


1 た ん さく 2 も さく 3 せん さく 


[5 1 先生 の お 宅 に 明 晩 お うか が いし て も よろ し いで し ょ うか 。 


1 めい ば ん 2 みょう ば ん 3 めい は ん 


[6] 金 決 市 に ある 業 穴 彫 は 趣 が ある 。 


1 し ゅ 2 じょう 3 みや び 
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の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 、。 


も が れ 


すぐ れる 


よそ っ て 


そら うら さく 


みょう は ん 


お も むき 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 ] 年 度 末 に な る と 道路 工事 が 増え 、( ) 妨害 も は な は だ し い 。 

1 不眠 2 安眠 3 眠り 4 居眠り 
[8] あの 大 学 に は 演劇 の ( ) 教授 が いて 、 他 学部 か ら も 学生 が 集まる 。 

1 名 产 2 物产 3 名 物 4 또 \ 
[9] 国境 紛争 が 原因 で 、 両 国 は 国交 ( ) に 至っ た 。 

1 断絶 2 中 断 3 切断 4 中 総 
19] あの 人 は 、 骨 治 時 代 の 豪商 の 直系 ( ) だ 。 

1 해 2 肉親 3 親類 4 親族 
[11] あま り に リス ク の 大 ぎ い 部 長 の 案 に ( ) する わけ に は いか な い 。 

1 合意 2 同感 3 同意 4 共感 
12] 90tko iio ( ) 大 家 が 亡くな り 、 大 き な ニ ュー ス に な っ た 。 
1 最 2 上 3 古 4 老 
1131 交通 事故 で 大 けが を し た スキ ー 選 手 が 、 不 死 ( ) の ご と く 菊 っ た 。 


1 島 2 鸡 3 % 4 芍 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] 自信 が あり すぎ る 時 ほど 、 と か く 和 失敗 し が ち に な る 。 


1 と も あれ 2 と うと う 3 と き に は 4 と も すれ ば 
Ds] 高校 生 の 言葉 遺 い を は し た な いと 決め つけ る の は 良く な い 。 
1 無 意 味 だ 2 無愛想 だ 3 不器用 だ 4 無 作法 だ 


村 祭 り の 時 、 小 さ な 女 の 子 が 夢中 で 金魚 を すく っ て いた 。 


1 取り 扱っ て 2 取り 持っ て 3 取り 上 げ て 4 取り 集め て 


021 告 折 を た め ら っ て いる うち に 、 好 きだ っ た 留学 生 が 帰国 し て し まっ た 。 


1 し ぶっ て 2 は や っ て 3 よそ お っ て 4 いつ わっ て 


[18] 社長 の 合理 化 案 に 組合 側 は 真っ 向 か ら 対 立 し た 。 


1 調整 2 調子 3 管理 4 整理 


この 人 形 は 手 の 先 ま で 、 徹 底 し た 細工 が 施さ れ て いる 。 


1 行き 着い た 2 行き 渡っ た 3 行き 当たっ た 4 行き 掛け た 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


[26] さ ぞ 

1 あま り 勉 強 時 間 が 取れ な か っ た の で 、 試 験 は さぞ で き な か っ た 。 
河川 の 改修 工事 が 着 々 と 進み 、 来 月 に は さぞ 終了 する 。 
この 冬 さ ぞ 雪 が 降っ た の で 、 北 海道 地方 は 交通 の 混乱 が 多かっ た 。 
あれ ほど の 演技 が で きる の は 、 若 い 頃 さ ぞ 苦 労 し た か ら に 違い な い 。 


ぁゃ の NM 
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[21] 工作 


政治 の 世界 に 裏 工 作 は つき も の だ 。 
あの 男 は 工作 家 ゆ え 、 注 意 し ろ 。 
授業 工作 が 失敗 し 、 学 生か ら 不 満 が 出 た 。 
政策 の 工作 が 順調 で 、 景 気 が 上 向い た 。 


[22] テ クニ ッ ク 


1 


2 
3 
4 


自動 車 の 運転 テク ニッ ク が 小さ い の で 、 あ まり 乗っ て いな い 。 
あの 歌 は 歌唱 テク ニッ ク が 高 す ぎる の で 、 素 人 に は 歌え な い 。 
昔 か ら テ クニ ッ ク す ぎる 彼 は 、 今 で は 一 流 の 大 工 だ 。 

彼女 は 三味 線 を 弾く テク ニッ ク が 抜 格 で 、 神 様 扱 いさ れ て いる 。 


[33] 償 うぅ 


1 


2 
3 
4 


罪 を 償 っ て 更生 し た 人 間 で も 、 社 会 の 偏見 は な か な か 消え な い 。 
海外 転勤 の 同僚 へ 、 心 か ら 償う 言葉 を か けた 。 

新 商品 の 発売 に 伴い 、100 人 の 消費 者 に 償 っ て くれ る らし い 。 
師 か ら 受 けた 恩恵 に 対し て 償う こと を し な けれ ば な ら な い 。 


[24] じめじめ 


1 


た CM 


いつ まで も じめじめ 泣か な いで 、 過 ぎ た こ と は 忘れ る こと だ 。 
剣道 で あん な じめじめ し た 試合 運び を 見 た こ と が な い 。 

6 月 くら いか ら じ め じ め し た 天気 が 続い て 、 体 に まで カビ が 生え そう だ 。 
この 演 け 物 は 、 確 か に じめじめ し すぎ て お いし く な い 。 


[25) 心 当たり 


1 
2 
3 
4 


「 エ リー ゼ の た め に 」 の 旋律 は 、 本 当 に 心当たり が いい 。 
酒 に 酔っ て いた の で 、 コ ー ト の 汚れ に は 全く 心当たり が な い 。 
卒業 生 代 表 の 心当たり に 響く 言葉 を 聞い て 、 み ん な 涙 を 流し た 。 


強風 が 吹い て 木 の 枝 が 心当たり し 、 し ば らく 痛かっ た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
[26] 環境 サミ ッ ト の 結論 は 、 新 興国 を 満足 させ る ( ) 点 が ある 。 
1 に 堪え な い 2 に 応じ な い 3 に 関わ ら な い 4 に 足り な い 
[27] 景気 停滞 下 で 物価 上 昇 が 続く と いう 状態 は 、 市 民 に と っ て 受け 入れ ( )。 
] 極まりない 2 極まる 3 か ね な い 4 か ね る 
[28] この 地域 で 地震 が 多発 し ( )、 警 報 シ ステ ム の 設置 が 急 が れ て いち る 。 

1 て か ら で は 2 て か ら と いう も の 

3 て か らし て 4 て か ら と は いえ 
[291 上 野 の 銅像 で 有名 な 本 多 降 艦 は 、 波 乱 ( ) の 人 生 を 送っ た 。 

] 向き 2 も の 3 っ ぽい 4 ずく め 
[加 天才 と 言わ れ た 三島 由紀 夫 ( )、 ノ ー ベ ル 文 学賞 は 取れ な か っ た 。 

1 と も な く 2 に 限っ て 3 と いえ ども 4 に し て は 
演出 家 が 稽古 中 に 灰 思 を 投げ 、 俳 優 が 灰 ( ) に な っ て し まっ た 。 

1 まみ れ 2 み ど ろ 3 ほど 4 ずく め 
明治 時 代 、 政 府 の 美術 教育 に 対抗 ( )、 私 学 の 美術 院 を 創立 し た 人 物 が いた 。 

1 せん ば か り 2 せん が た め 3 と あれ ば 4 と し た ら 
[33] あの 監督 の 映画 は 、 観 客 に 理解 され な く ( ) と いう 謎 が ある 。 

] て た ま ら な い 2 て な ら な い だ ろ う 


3 た っ て か まわ な い 4 た っ て な ら な い 
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[34] ビバ ルディ の 「 四 季 」 と いう 曲 は 、 人 間 の 情緒 を 豊か に させ ( )。 


1 な いで は お か な い 2 な いで は いら れ な い 
3 な いで お く 4 な いで すむ 
[35] 日 本 政府 は アマ チュ ア 選 手 に も っ と 援助 の 手 を 差し 伸 べ る ( )。 
1 は ず だ 2 べき だ 3 次 第 だ 4 始末 だ 


問題 6 次 の 文 の kk に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


[36] 携帯 電話 の 新 機種 が x を 開い た 。 
1 に あたっ て 2 説明 会 3 発表 され る 4 社長 自ら が 
[37] 地球 温暖 化 x お それ が ある 。 


1 制約 を 与え る 2 人 間 社会 の 3 経済 成長 に 4 に 伴っ て 


[38] クリ ー ン エネ ルギー は x 至っ て いな い 。 
1 ます ます 2 化石 燃料 の 
3 代替 エネ ルギー に は 4 注目 され て いる が 
[39] サ トウ キビ な どの x 利用 で きる 。 
1 自動 車 燃料 と し て 2 植物 を 
3 バイ オ エ タ ノ ー ル は 4 原料 に し た 
[40] 1982 年 国際 捕鯨 委員 会 は x 決定 を し た 。 


1 商業 捕鯨 を 2 を うた っ て 3 資源 保護 4 全面 禁止 する 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 [ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


高級 な 刺し 身 や すし に 使わ れる クロ マグ ロ の うち 、 日 本 へ の 供給 量 の 半分 を 占め る 大 
西洋 産 が 来 な く な る 可能 性 が 出 て きた 。 

カタ ー ル で 13 日 に 開 柳 する ワシ ント ン 条 約 締約 国会 議 で 、 こ の 海域 に 生息 する クロ 
マグ ロ を 保護 する た め 国 際 取 引 を 禁止 する 決議 案 が 出さ れる 。 

有効 投票 の 3 分 の 2 以上 が 修 成 な ら ば 、 地 中 海 を 含む 大 西洋 産 の クロ マグ ロ の 国際 
取引 が で き な く な る 。 欧州 連合 や 米国 が 支持 し て いる 。 

日 本 は 世界 中 で と れる マグ ロ 類 の 4 分 の 1、 ク ロマ グロ [41_]8 市 を 消費 し て いる 。 
クロ マグ ロ の 国際 取引 が 止ま れ ば 太平 洋 産 に 頼る し か な く な る 。 約 1 年 分 の 国内 在庫 が 
ある と は いえ 、 影 響 は 大 きい 。 

この 海域 クロ マグ ロ の 次 源 管理 は 本 来 、 大 西洋 まぐ ろ 類 保存 国際 委員 会 (CCAT) 
の 仕事 だ 。[42-s ] の 恐れ が ある 野生 生物 の [82:5] が 目的 の ワシ ント ン 条 約 で 扱う の は 
筋違い だ と する 日 本 政府 の 主張 に は 理 が ある 。 


た だ 、 ク ロマ グロ の 資源 は 年 々 減少 し て いる 。 欧州 で は 、 日 本 と の 取引 を 念頭 に 、 生 
邊 する 魚類 を 根こそぎ 取る 「 巻 き 綱 漁 」 が 広がり 、 乱 獲 や 密 光 も 後 を [43 ]。 さ ら に 
近年 は 、 海 で と っ た 幼魚 を いけ す で 太ら せる 「 敬 状 」 ビ ジネス が 拡大 し て いる 。 
ICCAT は これ まで 漁獲 粋 や 禁漁 期 の 設定 に よっ て クロ マグ ロ の 資源 管理 を 進め よう と 
し て きた 。 し か し その 効果 は 不 十分 だ っ た 。 


資源 が 枯 湯 し か ね な いと いう 批判 に 対し て 日 本 政府 も 手 を こま ぬい て いた わけ で は な 
い 。ICCAT 加盟 の 漁業 国 と と も に 昨年 11 月 、 総 漁獲 枠 の 4 割 削減 の 決定 に 参加 し た が 、 
欧州 の 環境 保護 派 は 納得 し な か っ た 。 フ ラン ス 、 イ タリ ア 両 国政 府 が その 後 、 国 際 取 引 
禁止 支持 へ と 立場 を 変え た 。 

事態 が ここ まで 来 た [_ 44 ]、 政 府 は た だ 決議 反対 を 叫 云 より も 、ICCAT が 昨年 導入 
し た 対策 が 実効 性 を 持つ よう 規制 を 強め 、 日 本 が 資源 管理 策 の 先頭 に 立つ 決意 を 国際 社 
会 に 示す こと が 大 事 で は な いか 。 

総 漁獲 株 の 一 層 の 削減 、 密 漁 や 不正 流通 の 監視 態勢 の 強化 、 欧 州 諸国 に よる 巻き 網 漁 
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船 の 減 租 。 そ うし た 具体 策 を 示せ ば 、 日 本 の 立場 に 理解 を 示す 国 が 増え る だ ろう 。 
注目 し た い の は 、 ク ロマ グロ を 卵 か ら 親 魚 に 育て る 完全 養殖 の 技術 だ 。 近畿 大 学 が 世 
界 で 初め て 8 年 前 に 実験 に 成功 し た 。 天然 の 資源 に 頼ら ず に すむ 技術 だ 。 実用 化 を 急ぎ 
た い 。 

政府 は 、 取 引 禁 止 に な っ て も 決定 へ の 「 留 保 」 を 通告 し 、 日 本 漁船 に よる 漁 も 引き 続 


き 認め る 考え だ が 、 日 本 へ の 視線 は 厳し く [_45 |]。 
マグ ロ の 味覚 を 守り 続け る た め に は 、 資源 保護 へ の 配慮 と と も に 消費 者 の 我慢 も 必要 
に な っ て くる 。 


(『 朝 日 新聞 ] 2010 年 3 月 8 日 付 ) 


1 に つい て は 2 に と っ て は 3 に 沿っ て は 4 に 基づい て は 
1 a 保護 プ b 絶滅 2 a 絶滅 ~ b 保護 

3 a 絶滅 ”~ b 捕獲 4 a 捕獲 b 絶滅 

1 絶つ 2 絶っ た 3 絶つ か 4 絶た な い 

1 “8 2 か ら で 3 以上 に 4 か ら で も 


1 な りか ね る 2 な りか ね た 3 な りか ね な い 4 な りか ね る か 


問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[学生 時 代 を 顕 み る と 、 い ろ いろ 無茶 た こと を し た と 思う 。 


1 か えり みる 2 お くり みる 3 か え し みる 4 も どり みる 


[2] この 書物 か ら 教 わっ た こと を 心 に 記し 、 い つま で も 自己 に 厳格 で あり た い 。 


1 し る し 2 あら わし 3 の こし 4 や ど し 


[3] 次 の 対戦 チー ム は 強豪 だ か ら 、 作 戦 を 練る 必要 が ある 。 


1 に る 2 ね る 3 ひね る 4 まね る 


[4] 核 兵器 削減 に 関す る 共同 声明 が 発表 され た 。 


1 し ょ うめ い 2 せい めい 3 し ょ うみ ょ う 4 せい みょう 


[5 1 秘 湯 と 言わ れる 温泉 宿 の 露天 風呂 で 、 極 楽 気分 を 味わっ た 。 


1 きょく らく 2 ぎょ くら く 3 こく らく 4 ご くら く 


[@] 山小屋 に は 大 勢 の 登山 者 が いて 、 寝 床 は と て も 神 屈 だ っ た 。 


1 し ん し ょ う 2 し ん じょう 3 ね と こ 4 ね どこ 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7] 子ども の 時 に ( ) を し て 、 小 学校 を 1 年 間 休 ん だ 。 

1 大 病 2 重病 3 急病 4 万 病 
[2] あの 選手 は ハン マー 投げ の 日 本 記録 ( ) 者 で す 。 

1 保持 2 所 持 3 保有 4 所 有 
[3] 逆転 に 次 ぐ 逆転 で 、 野 球 は まさ に ( ) の な い ド ラマ だ 。 

1 立案 2 計画 3 筋 書 4 作戦 
He] 人生 の ( ) を 乗り 切っ た 彼 だ な け に 、 そ の 発言 が 重い 。 

1 心労 2 苦難 3 心痛 4 苦痛 
[11] カメ ラ や 照明 な ど 、 映 画 の 撮影 用 ( ) を 車 に 乗せ た 。 

1 用 品 2 装具 3 具 材 4 器材 
[12] そ ん な ( ) 学問 に 頼ら ず 、 自 分 で 本 を 読ん で 研究 すべ きだ 。 

1 耳 2 目 3 脳 4 頭 
[| 一 身 ( ) の 都合 に より 、 来 月 を も っ て 退職 する 。 


1 性 2 的 3 味 4 소 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


BA 小論文 を 提出 し た 学生 か ら 、 適 宜 帰宅 を 許可 する 。 


1 随意 2 相当 3 順応 4 適合 


5] 売り 上 げ を 伸ばせ と 言わ れ て も 、 だ いい ち 在 庫 が 切れ て いる で は な いか 。 


1 きっ と 2 そもそも 3 も ちろ ん 4 も と も と 


[16] 小さ な 男の子 が 運動 拒 を あべ こ べ に 履い て いた 。 


1 反対 2 間違い 3 欠点 4 短所 


17] 離婚 と いう 厄介 な 問題 は 、 当 事 者 だ け で 解決 する の は 難し い 。 


1 陰湿 2 騒音 3 無理 4 面倒 


[8] いろ いろ と 手 を 尽く し て 捜し た が 、 財 布 は 見 つか ら な か っ た 。 


1 絡め て 2 まとめ て 3 努め て 4 砕い て 


世界 最強 と 豪語 し て いた わり に は 、 あ っ さり 負け て し まっ た 。 


1 説得 2 多 言 3 誇張 4 意見 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 、。 


[201 トラ ブル 


1 今年 の 賃上げ トラ ブル は な か な か まとまり そう に な い 。 

2 杜 繝 と 大関 が 14 勝 同士 で 、 千 秋 楽 に トラ ブル と な っ た 。 
3 駐 音 や 枯れ 葉 な ど 、 と か く 隣 人 と は トラ ブル に な りや すい 。 
4 子ども の 火遊び か ら 、 ち ょ っ と し た ぼや トラ ブル に な っ た 。 


[21] 摘む 


1 夏 の 社員 旅行 で 、 ワ イン を 摘 お 催し が あっ た 。 
2 稲 の 穂 が た わ わ に 実り 、 そ ろ そ ろ 摘 お むこ と に な る 。 
3 若い 芽 を 摘ん で し まう よう な 校則 に は 反対 だ 。 
4 いく ら お 金 を 摘 ま れ て も 、 和 解 に は 応じ られ な い 。 


[22| し ょ っ ちゅ う 


1 彼 は あま り 映 画 が 好き で は な い の で 、 し ょ っ ちゅ う 見 て いる よう だ 。 
2 祖母 は し ょ っ ちゅ う 小 言 を 言っ て いた が 、 聞 け な い 今 で は 懐か し い 。 
3 そん な 強火 だ と し ょ っ ちゅ う 焼 いた だ け で 、 肉 が 焦げ て し まう 。 
4 妹 は し ょ っ ちゅ うと し た 性格 な の で 、 服 を た くさ ん 持っ て いる 。 


[33] 仕 送り 
1 家具 屋 に 注文 し て 、 新 し い ベ ッ ド を 仕送り し て も ら っ た 。 
2 机 の 粗大 ゴミ を 仕送り する の に いく ら か か る だ ろう か 。 
3 恋人 の 誕生 日 に ルビ ー の 指輪 を 仕送り する つも り だ 。 
4 毎月 実家 か ら 仕送り し て も らい 、 ど うに も 肩身 が 狭い 。 


[24] パン フレ ッ ト 

1 劇場 に 用 意 さ れ た バン フレ ッ ト は 、 値 段 が 高かっ た が 売れ て いた 。 
映画 館 の 入口 に スタ ー の 大 きい パン フレ ッ ト が 1 枚 貼 られ て いた 。 
旅行 の 写真 が た まっ た の で 、 パ ン フ レッ ト に し て と じ た 。 
会 議 で 配布 し た 資料 は 、 パ ン フ レッ ト に 入れ て 各自 整理 する こと 。 


> の NM 


1251 패스 
1 今度 嫁い だ 仕事 は 給料 が 高く 、 な か な か や り が い が あ る 。 
2 海外 か ら 日 本 の 農家 に 嫁い だ 女性 が 、 野 菜 の 新 品種 を 開発 し た そう だ 。 
3 彼 は パチ ンコ で 相当 嫁い だ らし く 、 毎 別 ニ 飲み 歩い て いる 。 
4 娘 は まだ 中 学生 だ が 、 母 と し て の た し な み を 嫁 が せる こと に し た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
[26] 光 ノ 鳥島 は 日 本 の 200 海里 水域 を 確保 する た め 、 波 の 浸食 を 防 が ( 5 
1 な いこ と も な い 2 な く て は な ら な い 
3 な いで は お か な い 4 な くも な い 
[27] 悪徳 商法 を 繰り 返す 「 ネ ズミ 講 」 は 、 ひ と つ ( ) 許し て は な ら な い 。 
1 た り と も 2 に 至ら ず 3 と きた ら 4 まで も な く 
[28] アフ リカ の ジャ ング ル も ( )、 ア マゾ ン 川 流域 の 熟 帯 雨林 も 巨木 が 多い 。 
1 さる こと な が ら 2 こと か ら 3 だ け で な く 4 お ろか 
[29] 軍部 の 暴走 を 止め る べく 、 政府 は それ ( ) 努力 は し て いた 。 

1 な り に 2 ほど に 3 向き に 4 抜き に 
[30] ドス ト エ フス キー の 『 死 の 家 の 記 録 』 は 、 事 実 ( ) 書か れ て いる 。 

1 と あっ て 2 を 込め て 3 に 即 し て 4 に 伴っ て 
[31] タレ ント の K 氏 は ドラ マ に 出演 する ( )、 見 事 な 絵 を 描い て いる 。 

1 ば か り に 2 bet 3 くら い 4 か た わら 
32! 子 ども の いた ずら で も 、 作 品 に 傷 を つけ た ら 弁 償 せ ず ( Ye 

] に 越し た こと は な い 2 に は すま な い 

3 に 難く な い 4 に は いら れ な い 
3] オー ソン ・ ウ ェ ル ズ の 映画 を 見 る ( ) 見 て いた ら 、 寝 て し まっ た 。 

1 と ば か り に 2 と 思い き や 3 と は いえ 4 と も な し に 
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[34]「 ア メー ジン グ ・ グ レイ ス 」 の メロ ディ は 美しい ( ) と 思う 。 


1 まで の と と だ 2 わけ に は いか な い 
3 こと この 上 な い 4 ほか 仕方 が な い 

[35] 4 番 打者 が チャ ンス に 打 て ば 勝っ た ( )、 三 振 し た か ら 負 け て し まっ た 。 
1 も の の 2 も の な ら 3 も の を 4 も の で 


問題 6 次 の 文 の _ 六 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] ハード ディ スク x わけ で は な い 。 

1 制限 が あり 2 何 回 で も 3 で あっ て も 4 録画 で きる 
[37] シベ リア 上 空 x し な い 出 来 事 だ っ た 。 

1 衝突 は 2 人 工 衛 星 の 3 予想 だ に 4 に お ける 
[38] 日 本 の CO。 排出 量 は x 状況 だ 。 


1 に し て みれ ば 2 と て も 厳し い 3 国民 1 人 あたり 4 中 国 の 倍 以上 で 


[39] 理学 療法 士 は 患者 の x を 果たし て いる 。 
1 に か か わら ず 2 リハ ビリ テー ショ ン の 
3 障害 の 一 さ 4 重要 な 役割 
[49] 土木 の 分 野 ~ 全く 関係 が な い 。 
1 食べ も の と は 2 に お いて も 3 「 ラ ー メ ン 」 4 が ある が 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[_41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


温室 効果 ガス 削減 に どう 取り 組み 、 地 球 温暖 化 を 止め る の か 。 そ の 佐 本 姿勢 が 揺らい 
で いる よう で は 、 心 も と な い 。 政府 が 12 日 の 閲 議決 定 を めざす 温暖 化 対策 基本 法案 づ 
くり で ある 。 

廊 出 政権 は 「 他 の 主要 国 が 野心 的 な 目標 を 握 げ る 」 と の 前 提 で 、「2020 年 まで に 温 
室 ガ ス を 1990 年 比 で 25% 削 減 す る 」 と の 目標 を 掲げ た 。 そ の 実現 に 向け て 努力 する 、 
と いう 意思 を 体 し た 基本 法 が 必要 だ 。 
京都 議定書 に 続く 温暖 化 防止 の 新しい 枠組 み _41_] 国 際 交 渉 は 難航 し て いる 。 排出 
大 国 の 米国 と 中 国 に 目標 の 引き 上 ば げ を 促す た め に も 、 基 本 法 の 制定 で 日 本 の 意欲 を 示し 
た い 。 

と ころ が 、 法 楽 の 内 容 を めぐ っ て 「 環 境 と 経済 の どちら を 坊 視 する か 」 と いう 対立 の 
構図 が いま だ に 続い て いる 。 

特に 、 温 暖 化 防 止 策 の 大 き な 柱 の 一 つ で ある は ず の 排出 最 取 引 制 度 を めぐ り 、 意 見 の 
対立 が 深刻 だ 。 

あら か じ め 企業 が 排出 で きる 二酸化 談 素 の 上 限 を 定め て お き 、 そ れ を [ 42 ] 企 業 は 
余っ た 分 を 売っ て も うけ る こと が で きる 。 逆 に 、 上 限 を [42 企業 は 、 そ の 超過 分 を 
購入 し な く て は な ら な い 。 排出 量 を 減ら す ほ ど 得 を する 仕組 み で ある 。 

企業 に 削減 努力 を 促す 効果 が 期待 され る が 、 排 出 の 上 限 の 決め 方 を めぐ る 対立 が 激 し 
い 。 項 境 省 や 環境 団体 は 排出 総量 を 規制 すべ きだ と し て いる の [43_]、 経 済 産業 省 や 
産業 界 は 生産 信 あ た り の 排出 量 規制 を 主張 し て いる 。 

し か し 、 BME (EU) の 排出 量 取 引 市 場 や 、 米 国 が 準備 し て いる 取引 市 場 は 、 い 
ずれ も 総量 規制 に 基づく 。 持 来 、 こ の 方 式 が 国際 標準 に な っ た 場合 、 日 本 が 違う 方 式 に 
し て 不利 な 扱い を 受け る よう で は 困る 。 

また 、 生 産 量 あたり の 排出 量 が 減っ て も 、 最 気 の 回 復 で 生産 量 そ の も の が 増え れ ば 、 
排出 総司 は 増え て し まう 。 

こう し た 条件 を 考え れ ば 、 大 き な 方 向 性 と し て は 排出 総量 の 規制 を 原則 と する [44_」。 
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鉄 鍋 や 電力 業界 に は 「 企 業 の 経済 活動 が 妨げ られ る 」 と し て 、 大 胆 な 温暖 化 対 策 に 消 
極 的 な 姿勢 が 目立つ 。 

日 本 企業 が 国際 競争 で 不利 に な ら ぬ よう 、 場 合 に よっ て は 例外 を 設け る と いっ た や り 
方 で 配慮 すべ き 部 分 が ある の は 事実 だ 。 し か し 、 欧 米 と 制度 や 競争 条件 を 整え つつ 低 炭 
素 化 の 技術 革新 で 先頭 を 走る こと こそ 真 の 競争 力 で ある 。 そ の 基本 を 重んじ た い 。 

温暖 化 が 進め ば 経済 へ の 打撃 も 大 きい 。 目 の 前 に ある の は 「 環 境 か 経済 か 」 と いう 選 


択 で は な い 。 
環境 税 や 排出 量 取引 、 自 然 エ ネル ギー 利用 の 拡大 、 原 発 の 稼働 率 向上 や 老朽 化 [_45_] 
新設 と いっ た 政策 を 大 胆 に 進め る 。 そ ん な 基本 法 を めざし 、 対 立 を 克服 する 努力 を 双方 
に 求め た い 。 

08600] 2010 年 3 月 9 日 付 


1411 

1 に 従う 2 と 同時 の 3 を めぐ る 4 に 反する 
1421 

1 a 上 回 っ た / b 超え た 2 a 超え た / b 上 回 っ た 

3 a 下回っ た  b 超え た 4 a 超え た / b 下回っ た 
1431 

1 に 対し 2 に つい て 9 に と っ て 4 に 関し て 
1441 


! はず で は な いか 2 だ け で は な いか 3 ほど で は な いか 4 べき で は な いか 


[as] 
1 に 沿う 2 に 伴う 3 に 付く 4 に 合う 
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問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[人 冬 本 番 と な り 、 東 京 上 空 に も 粉雪 が 押 っ た 。 


1 も っ た 2 まっ た 3 まい っ た 4 まわ っ た 


[32] 娘 を 事故 で 失っ た 悲し み を 、 酒 で 紛 ら す こと は で き な か っ た 。 


1 は ら す 2 じ ら す 3 ま ぎ ら す 4 き ば ら す 


[3 ] 博物 館 に 紺 で 織っ た 見 事 な 民 族 衣装 が 飾っ て あっ た 。 


1 うっ た 2 も っ た 3 お っ た 4 ぬっ た 


[2] あの 政治 家 の 土地 瞳 入 資金 に は 、 明 朗 さ を 欠く と ころ が ある 。 


1 めい ろう 2 みょう ろう 3 めい お う 4 みょう お う 


[5] 昨 器 の 強風 で 構 秋 1000 年 の イチ ョ ウ の 幹 が 折れ て し まっ た 。 


1 か ん 2 え だ 3 くき 4 みき 


[&] イン フル エン ザ に か か っ て し まい 、 悪 寒 が 止ま ら な い 。 


1 あか ん 2 お か ん 3 あっ か ん 4 お っ か ん 


) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 下 央 自動 車道 を 東京 方 面 か ら 走 る と 、( ) 方 向 左手 に 富士 山 が 見 えて 来る 。 
[8 ] 無敗 の チャ ン ピ ビオ ン だ け あ っ て 、 試 合 前 に も ( 
[9 ] 役 は 普段 は お と な し い が 、 酒 を 飲む と ( ) を 現し 、 攻 撃 的 に な る 。 
[10] 苦 学 し て いる 留学 生 た ちの 将来 に ( 
111] 大 学生 の 彼女 は 親元 を 離れ 、( ) し て いる らし い 。 
[2] 優勝 チー ム と 準 優勝 チーム と の 実力 差 は ( 


13] 小学 校 に 入学 する 娘 の た め に 学 用 ( ) を 揃え た ら 、 結 構 お 金 が か か っ た 。 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


4] 過去 の 失敗 は 失敗 と し て 、 ず る ずる 思い 悩む こと は な い 。 


1 し ば らく 2 いつ まで も 3 つぎ つぎ 4 いっ ぱい 


BS] 歌舞 伝 役者 の 粋 な 仕事 ぶり を 見 学 さ せ て も ら っ た 。 


1 洗練 され た 2 訓練 され た 3 演習 され た 4 教習 され た 


[he] 海川 秀樹 博士 は 、 亡 く な る その 日 まで 核 反 対 の 姿勢 を 買い た 。 


1 突き 刺し た 2 突き 倒し た 3 突き 破っ た 4 突き 通し た 


[7] あの 高層 ビル は 、 公 園 が 多い この 町 の 風景 に 溶け 込ま な い 感 じ が する 。 


1 と どか な い 2 さわ ら な い 3 な じ ま な い 4 も えな い 


[118] 博物 館 に ニホン オオ カミ の は く 製 が 展示 し て あっ た 。 


1 標本 2 見 本 3 絵本 4 手 本 


[19] 外国 人 で ある 自覚 を 震 た ず に 、 異 国 で 生活 する の は 難し い 。 


1 いのり 2 ね が い 3 お し え 4 わき まえ 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


IE せい ぜ い 
1 夏 の 甲子 園 に せい ぜ い 出 ら れる よう に 猛 練習 する 。 
2 宏治 時 代 の 日 本 は 木造 家屋 が せい ぜ い 多 か っ た 。 
3 長 距 離 バ ス が 休憩 で 止ま り 、 ト イレ に 行け て せい ぜ い し た 。 
4 実力 は せい ぜ い こ ん な も の 、 と 自分 で 決め る の は よく な い 。 


[21] 地元 
1 金メダル を 取っ た 木下 選手 の 地元 で は 大 騒ぎ に な っ て いる 。 
2 同じ よう な 和菓子 を 作っ て いる が 、 あ ちら の 店 が 本 家 地元 らし い 。 
3 定年 退職 し て か ら 家 庭 菜園 を 始め 、 地 元 が 開け て きた 。 
4 国際 宇宙 ステ ーション は 、 月 の 地元 近く の 軌道 を 回 っ て いる 。 


[221] フ ィ ク ショ ン 

報道 写真 の フィ クシ ョ ン 性 が 評価 され 、 彼 は 賞 を も ら っ た 。 
さす が に フィ クシ ョ ン の メロ ディ だ け あ っ て 、 心 に 紋 く 。 
小説 は フィ クシ ョ ン の 世界 だ が 、 自 伝 的 な 題材 も か な りあ る 。 
人 迫真 の フィ クシ ョ ン 記 録 が 、 戦 争 の 悲惨 さ を 伝え て いた 。 


和 四 六 一 


[23] 担う 

息子 は 毎年 夏休み に な る と 自転 車 を 担っ て 、 サ イク リン グ に 出かけ る 。 
会 社 再建 の 責任 の 一 端 を 担っ て いる 以上 、 全 力 で 取り 組む 覚悟 だ 。 
あん な 担い きれ な い 景 色 は 、 二 度 と 見 る こと は で き な い だ ろう 。 
悲し み を 担っ て 生き て いく こと は 辛い が 、 明 日 に 希望 を 抱く し か な い 。 


ちら の いい 一 


[24] 大 層 
1 フラ ンス の シャ ン ボ ー ル 城 の 特徴 は 大 層 の 塔 だ 。 
2 ロシア の クレ ムリ ン の 中 に 大 層 で 宝物 館 が ある 。 
3 ドイ ツ の ケル ン に は 大 層 立 派 な 大 聖堂 が ある 。 
4 日 本 の 二条城 へ 行く と 、 大 飛 に 泊 記 時 代 を 思わ せる 。 


[251 し ゃ れ 
\ 店 長 は つま ら ぬ し ゃ れ を 連発 し て 、 若 者 に 嫌 わ れ て いる 。 
2 彼女 は し ゃ れ に うる さい の で 、 つ め の 先 まで ピカ ピカ だ 。 
3 社員 旅行 を 自腹 で 行か な を けれ ば な ら な いと は し ゃ れ に な る 。 
4 部 長 は 会 社 が 倒産 寸前 だ と し ゃ れ し て は ば か ら な い 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

Ee 国会 議事 党 の 中 央 塔 は 65 メ ー ト ル ( ) 高 さだ 。 

1 と し て の 2 通り の 3 か ら あ る 4 を 通す 
[27] 今日 の 社会 状況 が デフ レス パイ ラル に 陥っ て いる ( ) 驚き だ 。 

1 と か 2 と は 3 と も 4 と で 
[28] 戦 後 の 産業 構造 の 転換 ( )、 日 本 は 世界 1 位 の 水産 物 輸入 国 に を っ て いる 。 

1 せい で 2 た め 3 わり に 4 ゆえ 
[29] Borman ( )、 北海 道 まで 戦場 と な っ た 。 

1 は お ろか 2 を 限り に 3 は 問わ ず 4 を めぐ っ て 
[39] 尊敬 し ( ) 作家 の 新作 だ が 、 売 り 上 げ が 伸び て いな いそ うだ 。 


1 て た ま ら な い 2 て さしあげ る 3 て は いけ な い 4 て や まな い 


還 和 新しい 演劇 空間 を 仙 造 する に は 、 古 典 の 台 を 越え る ( De 

1 と いっ た ら な い 2 は ず が な い 3 わけ が な い 4 より な い 
[32] 替 か ら 受 好 家 は 多い が 、 そ れ に し て も フェ ル メ ー ル の 人 気 ( )。 

1 と は か ぎら な い 2 と いっ た ら な い 

3 に 決ま っ て いる 4 に 越し た こと は な い 
1331 黒 潤 映 画 の 影響 は ハリ ウッ ド ( ) ほど 、 世 界 で 認め られ て いる 。 

1 に 違い な い 2 に 基づく 3 に と ど ま ら な い 4 に 足り る 


98 


[4] 歌手 の 松本 氏 は 新しい メロ ディ を 聴い た ( ) 歌い 出す こと が で きる 。 


1 と ころ で 2 そば か ら 3 に ひき か え 4 皮切り に 
[5] 韓国 の スケ ー ト 選手 育成 に は 、 学 ぶ べ き ( ) だ ろう 。 
1 ほど が ある 2 向き が ある 3 も の が ある 4 恐れ が ある 


問題 6 次 の 文 の _ 云 _ に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] 140 字 以 内 で ネッ ト 上 に x 利用 し て いる 。 
1 政治 家 ま で 2 投稿 で きる 3 若者 に 限ら ず 4 ツイ ッ タ ー は 
[37] 月 面 の 小さ い ク レー タ は x いる 。 


1 火山 活動 に より 2 形成 され た と 3 考え られ て 4 爆発 性 の 


[38] ア フリ カ の 人 口 増加 は x 一 因 と な っ て いる 。 
1 砂漠 化 を 2 引き 起こ す 3 食糧 生産 カ を 4 上 回 り 
[39] 最近 の 機械 ~ が で きる 。 
1 静脈 だ け で 2 手のひら の 3 本 人 確認 4 と も な る と 
[4] ナ ノ テ クノ ロジ ー に よっ て ~ な っ て いる 。 


1 行え る よう に 2 計測 は も と より 3 原子 レベ ル の 4 加工 操作 まで 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[ 41 ] か ら [| 45 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


65 年 前 の きのう 、 東 京 の 下町 は 米 軍 の 爆撃 で 焦 士 に な っ た 。 

10 万 人 が 亡くな っ た 東京 大 空襲 だ 。 

夜 を 選び 、 目 標 の 周囲 に 火 の 手 を 上 げ さ せ 、 逃 ば 場 を ふさ ぎ 、 そ の 中 に 30 万 発 の 
焼 医 弾 を た た き 込 ん だ 。 火 災 に よる 上 昇 気流 で 、 陳 さ 60 トン の B29 爆撃 機 が 飛行 中 、 
600 メー トル も 吹き 上 げ ら れ た と いう 。 織 牲 に な っ た の は 女性 や 子ども た ち [_41_」 普 
通 の 都民 だ っ た 。 

これ を 機 に 米 軍 は 日 本 本 土 の 軍事 目標 へ の 爆撃 か ら 都 市 を 丸ごと 破壊 する 戦略 爆撃 に 
転換 する 。2 日 後に 名 古屋 、 そ の 翌日 は 大 阪 、4 日 後に 神戸 。 犠 牲 者 は 30 万 人 に 上 っ 
た と いう 。 

20 世紀 に な っ て 戦争 に よる 民間 人 の 死者 が 格段 に 増え た 。 ひ と つの 理由 は 、 戦 略 爆 
繋が 繰り 返さ れ た こと だ 。[42-a ] 爆 撃 は 米 軍 が 編み 出し た [42-b ] で は な い 。1937 年 、 
ドイ ツ 軍 の 空 札 で 1600 人 が 殺さ れ た スペ イン 内 戦 下 の ゲ ル ニ カ が 有名 だ が 、 さ ら に 大 
規模 な 都市 空爆 は 、 日 中 戦争 中 の 日 本 軍 に よる 重慶 爆撃 だ っ た 。38 年 か ら 5 年 間 で 1 
万 人 以上 が 冬 牲 に な っ た 。 

空 か ら の 都市 攻撃 で 敵国 の 戦 華 を くじ こう と する 作戦 は その 後 、 第 2 次 大 戦 で 多用 
され 、 ロ ンド ン や ドイ ツ の ドレ ス デ ン で も 大 変 な 繁 牲 者 を 出し た 。 そ し て 終戦 直前 、 広 
島 、 長 崎 に 原爆 が 投下 され 、 言 葉 で [43 ] ほ どの 惨状 を 被爆 地 に も た らし た 。 

箇 鹿 は 国民 党 政権 の 忠 時 首都 だ っ た 。 爆 撃 の すさ まじ さ は エド ガー・ ス ノー ら 米 国 の 
記者 に よっ て 世界 に 伝え られ た が 、 戦 後 の 中 国 で は 被害 者 が 声 を 上 げに くく 、 彼 ら の 体 
験 が 直接 伝わる よう に な っ た の は 近年 の こと だ 。 

東京 と 重 塵 の 被害 者 は それ ぞ れ 日 本 政府 を 相手 に 集団 訴訟 を 起こ し て いる 。 重 慶 は 爆 
撃 し た 日 本 の 責任 を 問い 、 東 京 は 米国 に 対す る 補償 の 請求 権 放棄 を 問題 に し て いる 。 東 
京 の 被害 者 も 重 鹿 に と っ て は 加害 国 の 一 員 だ が 、 立 場 の 違い を 超え て 連 竹 し 、 そ れ ぞ れ 
の 被害 の 実態 に つい て まとも な 調査 すら 行わ れ て いな い 現 状 を 訴え る 。 


と うき 


東京 地 灸 は 昨 年 末 、 東 京 大 空 馬 訴訟 で の 損害 賠償 請求 を 公 却 し た が 、 立 法 に よる 解 


決 を 求め た 。 実 態 調査 に つい て 「 了 戦争 被害 を 記憶 に と ど め 、 語 り 継い で いく た め に も 、 
[44 配慮 する こと は 国家 の 道義 的 義務 」 と し た 判決 は 重く 響く 。 

近年 、 精 密 誘 導 兵器 の 進歩 で 街中 の 標的 を ビン ポイ ント 攻撃 する こと も 軍事 技術 
的 に は 可能 に な っ た 。 と は いえ 、 お び た だ し い 数 の 核兵器 が 今 な お 世界 中 に 存在 し 、 


[し 45 ] そ れ が 拡散 する 危険 が 強まっ て いる 。 戦 略 爆 投 を 生ん だ グロ テス ク な 思想 は 依 
然 と し て 過去 の も の に な っ て は いな い 。 

65 年 前 、 東 京 で 何 が 起き た か 。 誰 が どう 冬 牲 に な っ た の か 。 被害 を 直視 する こと は 、 
今日 の 戦争 と 平和 の 問題 を 考え る こと に つなが る 。 


(「 朝 日 新聞 」 2010 年 3 月 11 日 付 ) 


1411 

1 を 含む 2 に 含む 3 で 含む 4 と 含む 
1421 

1 a 戦法 プ b 戦略 2 a 戦略 / b 戦法 

3 a 戦争 ノ b 戦法 4 a 戦法 プ b 戦争 
1431 

1 尽く す 2 尽く し た 3 尽く さ な い 4 尽く せな い 
1441 

1 で きる 限り が 2 で きる 限り 3 で きる 限り の 4 で きる 限り か 
as) 


1 し か も 2 し か し 3 それ と も 4 する と 
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問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[1 ] 最近 は 服 の 破れ を 繕 っ て 着る よう な こと は し な く な っ た 。 


1 つく っ て 2 ぬっ て 3 つく ろ っ て 4 か た どっ て 


[2 ] 飼い 猫 が 夜中 に 爪 を 研い で 、 う る さく て し ょ う が な い 。 


1 と いで 2 そい で 3 は いで 4 と いで 


国 ] ター ジマ ハル は イン ド が 誇る 大 建築 物 だ 。 


1 ほこ る 2 の ぼ せ る 3 ほめ る 4 まさ る 


[4] 南 の 空 に 入道 枝 が 刻 が り 、 遠 く で 稲光 が 走っ た 。 


1 いな ひか り 2 いね ひか り 3 いな び か り 4 いね び か り 


[この 機械 は 、 我 が 社 の 技術 の 粋 を 集め て 作ら れ た も の だ 。 


1 すい 2 いき 3 わく 4 し ん 


[&] あの 町 を 歩く と 、 江 戸 時 代 の 名 残 を 感じ る こと が で きる 。 


1 めい ざん 2 な ざん 3 めい ご り 4 な ご り 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[ ア ] デモ 隊 と 警官 隊 が 激しく 衝突 し 、( ) の 騒ぎ と な っ た 。 

1 血液 2 血管 3 冷血 4 流血 
[8] 社長 は 個人 資産 を ( ) し て 、 会 社 再建 に 取り 組ん だ 。 

1 通用 2 運用 3 応用 4 適用 
[9 ] 仕事 中 に 倒れ た 課長 は 、 労 災 と ( ) され た 。 

1 評定 2 選定 3 認定 4 判定 
HG] 区 の 条例 を ( ) と する 住民 た ち が 集まっ た 。 

1 不可 2 不定 3 不服 4 不足 
111 結婚 を 機 に 、 生 命 保険 に ( ) する 手続 き を と っ た 。 

1 加入 2 大 会 3 加 盟 4 参加 
[2 彼女 と は ( ) 対面 だ っ た が 、 そ の 障 が 強く 印象 に 残っ た 。 

1 新 2 最 3 始 4 初 
[131 玄関 の 鍵 を 忘れ て し まい 、 裏 の 勝手 ( ) か ら 入 っ た 。 


1 전 2 先 3 場 4 所 
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問題 3 _ の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] その 件 に 関し て は 、 部 長 より 社長 に じかに 相談 し た ほう が いい 。 


1 いき な り 2 すぐ に 3 確か に 4 直接 


[15] 繁忙 期 ゆえ 食事 を さっ さと すま せ 、 す ぐに 午後 の 仕事 に 取り 掛か っ た 。 


1 急 に 2 素早 く 3 一 度 に 4 に わか に 


この 仕事 を 円 滑 に 進め る に は 、 役 割 分 担 が 重要 だ 。 


1 ファ ー ス ト 2 ナイ ス 3 スム ー ズ 4 フィ ッ ト 


121 見 積 り を 大 ざっ ぱに し た た め 、 後 で ひど い 目 に あっ た 。 


1 複雑 2 烦 锥 3 混雑 4 粗雑 


[18] 母 か ら の 手紙 に 涙 が 落ち て 、 イ ンク の 文字 が に じん で し まっ た 。 


1 も れ て 2 ぼや け て 3 あふ れ て 4 ゆがん で 


絵 が 得意 の 三郎 君 は 、 写 生 大 会 で 金賞 を も ら っ た 。 


1 スケ ッ チ 2 カッ ト 3 デッサン 4 スナ ッ プ 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[2@] マネージャー 


1 警察 官 の マネ ー ジ ャ ー と し て 10 年 、 い ろ い ろ 苦 労 が 絶え な か っ た 。 
宮 都 で 開か れる 国際 会 議 の 議長 は マネ ー ジ ャ ー と 決ま っ た そう だ 。 
er 


2 
3 彰 宮 道上 部 の マネ ー ジ ャ ー を し て いた 後 餅 が 、 先 月 母親 に な っ た 。 
4 土地 の マネ ー ジ ャ ー を 集め て 、 園 遊会 を 開く 計画 が ある 。 


104 


[3] 粘る 

1 パー ベ キ ュー の 跡 な の か 、 河 原 で 石 が 真っ 黒 に 粘っ て いた 。 
下野 公園 の 桜 が 、 強 風 に 粘り きれ ず に 散っ て し まっ た 。 
同点 の まま 試合 が 粘り 、 と うと う 両 校 引き 分 け と な っ た 。 
立て こも り 犯 人 と 粘っ て 交渉 を 続け 、 警 察 は 遂に 投降 させ た 。 


> 6 の Ny 


[22] た また ま 


1 駅 で た また ま 拾 っ た 財布 が 、 な ん と 友人 の 落と し 物 だ っ た 。 
2 図書 館 へ 毎週 日 曜 に た また ま 出 か け て いる 。 

3 赤とんぼ を 追い か け て いた ら 、 た また ま 帰 り 道 を 見 失っ た 。 
4 敏腕 刑事 の 活躍 で 、 事 件 は た また ま 幕 切れ を 迎え た 。 


[23] 助言 
1 彼 の 適切 な 助言 が な けれ ば 、 こ の 作品 は 生ま れ な か っ た だ ろう 。 
2 飼い 犬 に 助言 し な が ら 訓練 し て いる が 、 少 し も 芸 を 覚え な い 。 
3 病人 に 何 度 も 何 度 も 助言 し た が 、 意 識 は 遂に 戻ら な か っ た 。 
4 夏休み の 宿題 多い の で 、 友 だ ちと 助言 し 合っ て や る つも り だ 。 


[24] メカ ニズム 

仕事 と いう の は 、 メ カニ ズム を 正 し て や ら な いと 無駄 が 増え る 。 
宇宙 誕生 の メカ ニズム は 、 想 像 の 域 を 越え て いる 。 

銀行 の 便利 な メカ ニズム の せい で 、 振 り 込 め 詐欺 が な く な ら な い 。 
東京 は 大 都市 ゆえ 、 メ カニ ズム が 複 維 で わか り に くい 。 


wy 


Rs} 
1 ビー ルケ ー ス が 店 の 売り 上 げ を 阻ん で いる の で 、 片 付け る 必要 が ある 。 
2 背 の 高い 男 が 前 に 護り 、 映 画 の スク リー ン を 阻ん で いる 。 
3 動物 園 へ 子ども た ち を 阻ん で いる の は 、 パ ンダ が いな いか ら だ 。 
4 物理 学 博士 の 研究 を 阻ん で いる の は 、 国 か ら の 補助 金 不足 だ っ た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

[| 党首 と 考え 方 が 違う 政治 家 は 、 そ の 政党 を 離党 せ ざる を 得 な い ( か 

1 の で は ある まい か 2 の こと は な いか 

3 まで も な いか 4 も の が ある か 
[27] 昔 の VHS と ベー タ の 開発 競争 は 、 相 手 に ( ) と いう ほど 激しかっ た 。 

1 限り な い 2 た ま ら な い 3 不足 は な い 4 越し た こと と は な い 
[28| ロー テン ブル ク の 町 が 観光 客 に 人 気 が 高 い の は わか ら な い ( )。 

1 で は お か な い 2 わけ に も いか な い 

3 で は いら れ な い 4 で も な い 
[291 西郷 用 畿 は 有名 だ が 、 軍 人 で 政治 家 の 弟 は 忘れ られ る ( )。 

1 極まる 2 ほど が ある 3 きら い が あ る 4 は ず が ある 
Bo 病気 と 貧困 で 倒れ ( ) に 苦し ん だ 石川 忠 木 だ た っ た が 、 作 品 の 影響 は 大 きい 。 

1 ん が た め に 2 ん ば か り に 3 ん よう に 4 ん 限り に 
著名 な 劇作 家 だ が 、 今 度 の 新作 は 盗作 の ( ) と 言わ れ て いる 。 

1 も の が ある 2 ふし が ある 3 は ず が ある 4 こと が ある 
2| 江 記 東京 博物館 の 展示 物 を 行き ( ) 戻り ( ) し て 見 た 。 

1 A) 2 し グレ 3 も ノ も 4 や ノ や 
3] 評論 家 が 指摘 する ( )、『 タ イタ ニッ ク 』 は 超大 作 映画 だ 。 

1 に 加え 2 に 先立ち 3 まで も な く 4 ほど な く 
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1341 世界 的 ポッ プ 歌 手 の 早 過ぎ る 死 ( )、 衝 撃 が 一 気 に 広 が っ た 。 


1 と あっ て 2 と は いえ 3 と いっ た ら 4 と いう と 
135] レ スリング の 世界 大 会 で 日 本 が 全 階 級 優 勝 する な ど 望 む ( )。 
1 に すぎ な い 2 か の よう だ 3 よう が な い 4 べく も な い 


問題 6 次 の 文 の x に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[B36] バー チャ ル ・ リ アリ ティ は x こと だ 。 

1 現実 で ある 2 知覚 させ る 3 仮想 の 空間 を 4 か の よう に 
B27] イギリス の グリ ニッ ジ x 誤差 が 生じ て いる 。 

1 わずか な 2 に お ける 3 世界 時 は 4 地球 の 自転 と 
B58]| チェルノブイリ 原発 事故 で は x に 広がっ た 。 

1 広い 範囲 2 放射 能 に よる 

3 ヨー ロッ パ を は じ め と する 4 環境 汚染 が 
[39] 生物 の x の か 遺伝 子 で ある 。 

1 つく りあ ば げ る 2 伝え られ て いく 3 性 質 が 4 親 か ら 子 へ 
14S! クロ マグ ロ の x らし い 。 

1 過半 数 が 2 され て いる 


3 年 間 漁 獲 量 の うち 4 日 本 で 消費 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[_41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


身近 な 製品 に 使わ れる 資源 が 足り な く な る 。 争奪 が 激化 する と いう 。 な ら ば 、 捨 て ら 
れる 製品 の 山 か ら 探し 出し て 再 利 用 する リサ イク ル の 仕組 み を つく れ な い だ ろ うか 。 

そん な 知恵 が 求め られ て いる の が レア メタ ル 。 液 晶 パ ネル や 携帯 電話 、 ハ イブ リッ ド 
車 な ど に 不可 欠 な 希少 金属 の こと で ある 。 日 本 は 、、 そ の ほとん ど を 輸入 に 頼る 。 

イン ジウ ム や リチウム [41_] レ アメ タル は 世界 的 に 埋蔵 量 が 少な く 、 産 出国 が 偏る 。 
し か も 新興 国 の 経済 成長 で 需要 は 増え て いる 。 

次 世代 自動 車 に 必要 な 電池 の 材料 に な る リチウム を めぐ っ て は 、 南 米 ボ リビア を 舞台 
に 活発 な 首脳 外交 が 繰り 広げ られ て いる 。 日 本 の 主 な [42a ] 先 で ある 中 国 が [42.5 ] 規 
制 を 強化 し て いる こと も 、 心 配 の 種 だ 。 

資源 確保 の 外交 努力 は 重要 で ある 。[_43_]、 そ れ に 頼り 切る わけ に は いか な い 。 リ 
サイ クル の 仕組 み づ く り を 進め る と と も に 、 代 符 材料 の 開発 に も 力 を 注ぎ た い 。 

注目 すべ き は 、 使 用 済み の 家電 や 携帯 電話 な ど 非鉄 金属 や レア メタ ル を 多く 含む 廃棄 
物 だ 。「 都 市 鉱山 」 と も 呼ば れる 。 だ が 、 解 体 し て 資源 を 効率 的 に 取り 出す 技術 や 、 回 
収 の 仕組 み は 確立 し て いな い 。 そ こ に 大 き な チ ャ ンス が 眠っ て いる 。 

経済 産 案 省 な ど が 昨年 11 月 か ら 2 月 末 ま で 実施 し た 不要 な 携帯 電話 の 回 収 で は 、 
56 万 台 が 集まっ た 。 含 まれ る パラ ジウ ム は 約 2 キロ で 多く は な い が 、2 億 台 と も いわ 
れる 「 た ん す 携 帯 」 の ご ぐ 一 部 だ 。 消 費 者 が 回 収 に 応じ や すい 環境 を [44 ]、 増 や せる 。 

携帯 電話 た 限ら ず 、 企 業 は リサ イク ル を 前 提 に し た 製品 の 設計 や 販売 方 法 を 工夫 で き 
る 。 そ うし た 製品 と 回 収 ビ ジネス を 含む リサ イク ル の 仕組 み は 、 新 た な 雇用 を 創出 する 
機会 と な る 。 

や が て は レア メタ ル の 枯 湯 を 防ぐ 対策 の 一 つと し て 各国 の モデ ル に な っ た り 、 資 源 争 
礁 を 緩和 する 手だて に な っ た りす る の で は な いか 。 

と くに 中 国 を は じ め と する 途上 国 に は 、 世 界 中 か ら 使 用 済み 家電 な どの 「 電 子 ゴ ミ 」 
が 流れ 込む 。 資源 を 取り 出し 、 処 理 す る 過程 で ひど い 公害 を 引き 起こ し て いる 。 そ うし 
た 問題 の 解決 に も [45_]。 


108 


レア メタ ル と 同じ 役割 を 果たす 材料 の 開発 に も 期待 し た い 。 大 学 や 企業 で は 、 亜 鉛 や 
鉄 な ど あ り ふ れ た 素材 で 代用 する 研究 が 進ん で いる 。 

2 度 の 石油 ショ ッ ク が 日 本 の 省エネ や 環境 技術 の 向上 を 推し 進め た 物語 は 、 内 外 で 有 
名 だ 。 不足 を 克服 する た め の 知恵 を 再び 発揮 し て 、 新 し い 物語 を つく る べき 時 が 来 た 。 


資源 の 効率 的 利用 で 争奪 を 避け 、 地 球 環境 と 調和 する 。 新しい 道 へ の 知恵 を 絞る 先頭 
に 、 日 本 が 立ち た い 。 


(「 朝 日 新聞 」 2010 年 3 月 17 日 付 ) 


1411 

1 を は じ め に し た 2 を は じ め に すれ ば 

3 を は じ め と する 4 を は じ め と し た ら 
|42] 

1 a 輸入 ~ b 輸出 2 a 輸出 ~ b 輸入 

3 a 輸入 ^ b 輸出 入 4 a 輸出 入 ~ b 輸入 
1431 

1 そこ で 2 が の ら 3 し か し 4 お よび 
1441 

1 整え て は 2 整え て も 3 整え 4 整え れ ば 
[as] 


1 役立た な い 2 役立ち うる 3 役立つ の か 4 役立ち えな い 
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問題 1 の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[1 ] イタ リア の 名 曽 が 日 本 に 来 て 、 美 術 館 に 人 々 が 群がっ た 。 


1 ころ が っ た 2 すがっ た 3 ふさ が っ た 


[2 ] 兄弟 げん か が いつ の 間 に か 収まり 、 仲 良く 遊ん で いた 。 


1 し ず ま り 2 お さま り 3 し まり 


[3] 彼 は 観 の 意向 に 背 いて 、 作 曲 家 の 道 を 志 し た 。 


1 し むい て 2 そ む い て 3 うつ むい て 


[4 諸国 を 探訪 し た 経験 生か し 、 記 者 に な っ た 。 


1 た た ん ぼう 2 た ん ほう 3 し ん ぼう 


{5 ] 友 人 の この 油絵 は 評価 が 高い が 、 ど こ が い い の か わか ら な い 。 


1 ゆえ 2 すみ え 3 あぶ ら え 


[6 ] 会 社 に 入っ た ば か り の 妹 は 、 毎 晩 愚痴 を こぼし て いる 。 


1 くう ち 2 くち 3 ぐう ち 
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4 


4 


むら が っ た 


と どまり 


あざ むい て 


し ん ほう 


まき え 


ぐち 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[2] 東南 アジ ア か ら ( ) に つい た 時 、 空 港 で 偶然 旧友 に 会 っ た 。 

1 経路 2 帰路 3 遠路 4 行路 
[8] クイ ズ の 応募 者 が 多く 、( ) な 抽選 が 行わ れ た 。 

1 厳然 2 厳命 3 厳禁 4 厳正 
[9]( ) 派 ア イド ル と し て デビ ュー し た 彼女 も 、 今 や 三 児 の 母 だ 。 

1 正直 2 素朴 3 清純 4 해 쑤 
Bo] 占い で ( ) 判断 を 受け た ら 、 持 来 大 金持ち に な る と 言わ れ た 。 

1 姓名 2 本 名 3 名 称 4 名 字 
[] 水面 の ( ) 工作 が 失敗 に 終わ り 、 両 国 開 の 緊張 が 増し た 。 

1 幸福 2 太平 3 和平 4 講和 
[12] タバ コ の 火 の ( ) 始末 か ら 、 山 火事 が 広がっ た 。 

1 未 2 無 3 不 4 反 
[13] あの 会 社 は 基本 ( ) は 安い が 、 賞 与 は 高い 。 


1 金 2 給 3 費 4 代 
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問題 3 _ _ の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 、。 


4] こつ こつ 努力 を 重ね て いれ ば ぼ 、 い つか 他 者 か ら 認め られ る 時 が くる 。 


1 着実 2 全 力 3 熱心 4 信念 


Bs] 新興 宗教 の 式典 が 厳か に 行わ れ た が 、 来 客 は 少な か っ た 。 


1 初 々 し い 2 雄々 し い 3 重々 し い 4 仰 々 し い 


[16] ジャ ム の 瓶 の ふた が 固く て 、 い くら ね じ っ て も 開か な い 。 


1 ひね っ て 2 まげ て 3 の ば し て 4 むろ げ て 


[17] 天ぷら の 油 が は ね て 火傷 を し て し まっ た 。 


1 飛び で て 2 飛び ちっ て 3 飛び ぬけ て 4 飛び まわ っ て 


[18] 横綱 は いつ まで も 過去 の 栄光 に 執着 せ ず に 引 選 し て いっ た 。 


1 执行 2 確執 3 愛 執 4 固执 


[9] 成立 し な いと 思わ れ た 取り 引き だ っ た が 、B 社 か ら あ っ さり 承諾 を 得 た 。 


1 許容 2 公然 3 認可 4 成 就 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


Io] つく づく 
1 遠く か ら 激 笛 が つく づく 聞こ え 、 急 に 寂し く な っ た 。 
2 人 間 の 内 面 的 豊か さ は 、 金 や 学歴 で は な いと つく づく 思う 。 
3 ルー ブル 美術 館 の 建物 は 大 きす ぎる が 、 つ く づ く 見 られ る だ ろう 。 
4 中 央 省庁 の 官僚 た ち が 、 退 職 後 つ く づ く 天 下り を し て いる 。 
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[3 段取り 


1 地図 帳 の 段取り に よる と 、 イ ギリ ス は 北海 道 よ り 北 だ 。 
2 旅行 社 の 添乗 員 の 段取り が 多く 、 と て も 忙し そう だ 。 
3 仕事 の 段取り は ヤン さん に 任せ て ある の で 心配 な い 。 
4 空手 部 の 下級 生 が 段取り に 挑戦 する らし い 。 


[22] レギ ュ ラ ー 


1 この ホテ ル の レギ ュ ラ ー 風 呂 は あま り 広 く な い 。 

倉田 選手 が 打っ た ボー ル が いき な り レ ギュ ラー し て 転がっ た 。 

靴 屋 へ 行っ た が 、 気 に 入っ た レギ ュ ラ ー 色 が な く て 買わ な か っ た 。 
早朝 トレ ー ニ ング の 成果 な の か 、 よ う や く レギ ュ ラ ー の 座 を つか ん だ 。 


きゃ の NM 


[23] 潜 む 
1 中 世 の 海賊 た ち が 未 だ に 海底 に 潜ん で いる らし い 。 
2 体調 を 崩し た 部 長 は 、 し ば らく 保養 地 に 潜む そう だ 。 
3 軍部 に 潜ん で いる 野望 は 、 政 権 を 握る こと だ っ た 。 
4 あの 銀行 の 金庫 に は どれ ほど の 札束 が 潜ん で いる の だ ろう か 。 


[24] どう や ら 


1 出さ れ た 料理 は 、 ど う や ら ま ずく て も 少し は 口 に し た 。 

2 不景気 が 続い て 、 生 活 が どう や ら 成 り 立 た な い 人 た ちがい る 。 
3 病魔 と 関 っ て いた 専務 だ っ た が 、 昨 日 どう や ら 亡 く な っ た 。 

4 あの 男 の 寄付 は 本 心から で は な く 、 ど う や ら 売 名 に ある よう だ 。 


[25] 使い 捨て 

仕事 が 忙し い の で 、 使 い 捨 て の 注文 を 増やし て ほし い 。 

か つて 流行 し た 使い 捨て カメ ラ も 、 今 で は あま り 見 か け な い 。 
この 器 は 使い 捨て に で き て いる の で 、 何 度 で も 洗っ て 使え る 。 
使い 捨て の 花 が 枯れ た の で 、 新 し い ラ ン を 買っ て きた 。 


ね の MN 一 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 
な さい 。 


[下総 選挙 で 大 敗 し た 党 が 、 世 代 交 代 ( ) こと と な っ た 。 

1 を 反する 2 を 余儀 な くさ れる 

3 を 禁じ 得 な い 4 を 抜き に する 
[27] 経済 が 発展 すれ ば する ほど 、 人 口 は 大 都市 に 流れ る ( )。 

1 こと だ 2 も の だ 3 向き だ 4 次第 だ 
[28] 軍 が 鳴っ て いる 時 、 金 属 製品 を は ず せ ( ) と いう も の で は な い 。 

1 ぼ いい 2 ば きり 3 ば こそ 4 ば ゆえ 
[加 戦争 を 始め た 軍部 は 、 戦 い は こん な ( ) と 思っ た に 違い な い 。 

1 わけ で は な か っ た 2 も の で は な か っ た 

3 は ず で は な か っ た 4 ほど で は な か っ た 
Bo 営 決 低 治 の 意 語 は 子ども ( ) 大 人 に も 読ま れ て いる 。 

1 は いざ 知ら ず 2 抜き で 3 で あれ 4 の みな ら ず 
1] 注目 され て いる 新興 の 劇団 ( )、 そ の 芝居 は いつ か は 過去 の も の と な る 。 

1 と っ て 2 と も な る と 3 に し た っ て 4 と きた ら 
民 2 日 本 絵画 史上 最大 の 流派 で ある 狩野 派 の 絵 は 、 人 々 を 霞 か さ ( )。 

1 ざる を 得 な い 2 な い 有 恐れ が ある 3 な いま で だ 4 ず に は お か な い 
国 ] 日 本 の アニ メ を 見 て ( )、 日 本 文化 に 興味 を 持つ 外国 人 は 多い 。 


1 か ら で な けれ ば 2 か らし て 3 か らい うと 4 か ら と いう も の 
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4] 近所 か ら 聞 こえ る 三味 線 の 曲 を 、 聞 く ( ) 聞い て いた 。 


1 に せよ 2 と も な く 3 限り 4 こと な し に 
[5] ボク シン グ の きつ さ は 、 選 手 じ ゃ な けれ ば わか り ( ) だ ろう 。 
1 は し な い 2 か け な い 3 より ほか な い 4 つけ な い 


問題 6 次 の 文 の _ 友 。 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] 携帯 電話 の 普及 は x の か も し れ な い 。 

1 行動 パターン を 2 全く 変え た 3 社会 生活 4 に お ける 
[37] 2006 年 9 月 x の 引退 と な っ た 。 

1 活躍 し た 2 国内 線 で 3 惜しま れ な が ら 4 プロ ペラ 機 は 
[38] 名 古屋 市 が * と いう 鳥 だ 。 

1 し て いる の は 2 シン ボル に 3 環境 保全 の 4 ヘラ サギ 
[39| 棚 な どの 花粉 を x 克服 で きる の か 。 

1 人 類 は 2 お きる 3 吸入 する た め に 4 花粉 症 を 
[49! 邊 動車 に 欠 施 個所 が x が 相次い だ 。 


『 見 つか っ て も 2 リコ ー ル 隠し 3 済ま す 4 極秘 の 修理 で 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[ 41 ] か ら [ 45 | の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


また ひと つ 、 前 途 が 心配 な 空港 が 誕生 し た 。 全 国 で 98 番目 と な っ た 茨城 空港 経営 
を 黒字 に で きる 確か な 見 通し も な いま まつ くら れ た の は 、 な ぜ な の か 。 よ く 考 えて みた 
い 。 

空港 経営 を 黒字 に で き な け れ ば 、 そ の 負担 を 負う の は 国民 で ある 。 

地元 に は 、 羽 田 空港 や 成田 空港 に 続く 首都 較 第 3 空港 」 と し て 期待 する 声 も ある 。 
だ が 、 茨 城 空港 の 定期 就航 は ソウ ル 便 と 神戸 便 の わずか 2 路線 し か 決ま っ て いな い 。 

成田 や 羽田 に 近 す ぎ て 、 航 空 各社 が 就航 を 見 合わ せ た 。 年 間 の 利用 客数 は 、 着 工 前 の 
予測 の 5 分 の 1 ほど し か 見 込め な い 状 況 に ある 。 空 港 運営 で 大 き な 赤字 が 避け られ な 
い ほ か 、 県 の 公社 が 営む ター ミナ ルビ ル で も 赤字 は 年 間 2 千 万 円 ほぼ に な り そ うだ 。 

需要 が 期待 は ずれ と な っ た 空港 は し 41_]。 海 外 も 含め た ビジ ネス や 観光 な ど で 、 利 
用 客 が これ か ら 増 える に 違い な い 。 そ ん な 捕 ち ぬ タ ヌキ の 皮算用 が あちこち で 幅 を きか 
せ 、 地 元 の 期待 を ちあ お っ た 。 し か し 、 開 港 後 は 厳し い 現実 に 直面 する 。 日 本 中 、 そ ん な 
空港 で あふ れ て いる 。 

国土 交通 省 が まとめ た 全国 の 空港 の 国内 線 の [42:a ] に よれ ば 、 比 較 可 能 な 69 空港 
の うち 、 実 績 が 需要 [42b ] を 上 回 っ た の は わずか 8 空港 だ っ た 。 

不況 も 一 因 で は あろ ラ う 。 し か し 、 建 設 反 対 論 を 押し 切 ろ うと 、 し 43 甘い 需要 見 通 
し を つく っ た の で は な か っ た か 。 そ ん な 疑い も ぬぐえ な い 。 

替 要 予測 は 、 人 口 や 国内 総 生産 の 持 来 予想 、 観 光 需 概 な ど を も と に 作ら れる 。 本 来 は 
客観 的 を も の と な る [44 ]、 そ の 調査 の 多く は 国土 交通 省 出 身 者 が 幹部 を 務め る 財団 
法人 な ど に 委託 され て いる 。 

全国 の 空港 で 駐車 場 や 保安 業務 の 多く を 請け 負っ て いる の は 国交 客 航 空 局 が 所 管 す 
る 27 の 公益 法人 だ 。 う ち 20 法人 に 官僚 700 人 以上 が 天下 っ て いる 。 空 洪 利 権 に 期待 
する 関連 業界 や 自治 体 、 政 治 家 。 官 貧 も その な れ 合 い 構造 に くみ し た 結果 が 、 無 貴 任 な 
空港 建設 に つなが っ た の で は な いか 。 

98 空港 の 多く は 赤字 経営 だ 。 そ の 運営 維持 に 巨額 の 税金 が つぎ 込ま れ 続け る 事実 も 
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忘れ て は な ら な い 。 昨年 1 月 に 日 本 航空 が 撤退 し て 経営 が 苦し い 手 店 空港 で は 、 空港 運 
営 の 赤字 を 税金 で 年 間 3 億 4 億 円 穴埋め し て いる 。 

アジ ア な どか ら の 客 を 呼び 込む な ど 、 各 空港 が 経営 の 改善 に 向け て 奴 力 する こと が 望 
まれ る 。 だ が 赤字 垂れ 流し を いつ まで も 続け る こと は で き な い 。 見 通し が 困難 な 空港 は 、 
思い 切っ て 統廃合 を 進め る し か な い 。 


ハブ 化す る 羽田 と の 連絡 な ど 航 空 綱 の 未来 図 は [45_]、 新 幹線 と 高速 道路 も 含む 総 
合 的 な 基幹 交通 ネッ トワ ー ク を 描き な が ら 、 空 港 ご と の 採算 性 を 厳し く 問い た い 。 
人 「 朝 日 新聞 」 2010 年 3 月 12 日 付 ) 


1 珍し い 2 珍し か っ た 3 珍し い だ ろ うぅ 4 珍し く な い 


1 a 予測 b 予定 2 ay 予定 プ 。b 予測 
3 a 予測 プ b 状況 a 状況 b 予測 


も 


1431 

1 あたかも 2 も と も と 3 きっ ぱり 4 な お さら 
1441 

1 た め だ が 2 か ら だ が 3 は ず だ が 4 こそ だ が 
ㅁㅁ 


1 も ちろ ん 2 し か し 3 それ で 4 た だ し 
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問題 1 _ の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[1 | 年 長者 を 尊ぶ 風潮 が 消え つつ ある の は 残念 だ 。 


1 と っ と ぶ 2 と うと ぶ 3 と いと ぶ 4 と ん と ぶ 


[2 ] ニュ ー ス 速報 で 、 フ ラン ス 人 作家 の ノー ベル 賞 受 賞 を 報じ て いた 。 


1 お うじ て 2 3c 3 ほう じ て 4 こう じ て 


[3] 子ども た ち が 浴 衣 を 装い 、 嬉 し そう に 花火 大 会 に 出かけ て 行っ た 。 


1 いき お い 2 よそ お い 3 うる お い 4 せ お い 


[4] 政 治 権力 の 中 枢 に いる と 、 庶 民生 活 を 理解 する の が 難し く な る 。 


1 し ゅ みん 2 し ゃ みん 3 し ょ みん 4 し みん 


[彼女 は 合格 率 5 % の 超 難 関 試験 を 見 事 に 突破 し た 。 


3)。 と っ ぱ 2 と っ ぱ 3 と っ は 4 と つ は 


[@] この 地方 は 気候 に 恵まれ 、 毎 年 お 米 が 豊作 に な る 。 


1 ほう さく 2 ほ さ く 3 ぼう さく 4 ぼ さ く 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7 作曲 家 の ( ) 100 年 記念 の 式典 が 行わ れ た 。 

1 生誕 2 降誕 3 出産 4 出生 
[8 ] 部 長 に な る た め の 社 内 の ( ) 試験 は 、 か な り 厳 し い 。 

1 自選 2 選抜 3 選 用 4 厳選 
[9 ] 外務 大 臣 の ( ) な 交渉 態度 が 、 解 決 を 遅 ら ちせ る こと と な っ た 。 

1 小心 2 内 気 3 弹 气 4 Pa 
[19] 彼女 の 名 刺 に ある ( ) は 立派 だ っ た が 、 会 社名 は 聞い た こと が な か っ た 。 

1 頭 書き 2 顔 書き 3 身 書き 4 肩書 き 
[11] 銀行 ( ) の 残高 が 10 万 円 を 切っ て 、 い よい よ 生 活 が 苦し く な っ た 。 

1 預金 2 備 鞭 3 貯 鞭 4 貯蔵 
[12] プロ 野球 の ( ) 中 継が 減っ て 、 中 年 サラ リー マン が 嘆い て いる 。 

1 現 2 生 3 時 4 今 
13] ここ は 温暖 な 土地 ( ) で 、 果 物 が 豊富 に 収穫 され て いる 。 


1 風 2 様 3 柄 4 味 


119 


問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[14] あの 交差 点 は 事故 が 多い 。 現 に 昨夜 も バイ ク と 車 が 衝突 し た 。 


1 確か に 2 実際 3 や は り 4 遂に 


5] 高士 山 に 笠 凌 が か か か る と いう 極め て 珍し い 風景 を 見 た 。 


1 それ と な く 2 余す と ころ な く 3 どこ と な く 4 この 上 な く 


BA 気紛れ な 息子 は 、 野 球 選 手 の 次 は コッ ク に な り た いと 言い 出し た 。 


1 へ そ 曲 が り 2 お 天気 や 3 馬鹿 正直 4 わん ぱく 


] 連 注 低 治 の 妹 に 対す る 済 ら か な 思い が 、 そ の 詩 に 見 事 に 反映 され て いる 。 


1 澄み 渡る 2 가 츠 레즈 3 知れ 渡る 4 映え 渡る 


[18] 相手 チー ム に まん ま と 課 られ 、 優 勝 候補 が 負け て し まっ た 。 


1 か わ さ れ 2 あつ か われ 3 だ まさ れ 4 つら れ 


1191 来週 の 進学 説明 会 は 、 旋 国 予定 者 は 除外 され る 。 


1 と る 2 お く 3 まわ す 4 は ず す 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


ミー ティ ング 
1 練習 前 の ミー ティ ング で 、 急 き ょ 和 守備 体系 の 見 直し が 告げ られ た 。 
2 日 米 首 脳 ミ ー テ ィング で 地球 温暖 化 対策 が 話し 合わ れ た 。 
3 碁 導 次 受賞 作 品 の 読書 ミー ティ ング を 開く こと に し た 。 
4 高校 に 進学 し た ら 演 劇 の ミー ティ ング に 入り た い 。 
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[21] 伏せ る 


> WwW NM 


机 の 上 に 教科 書 を 伏せ た まま 、 皿 子 は 遊び に 行っ た 。 
病院 の 屋上 に た くさ ん の シー ツ が 伏せ られ て いた 。 

食事 を 終え た ら 、 ナ イフ を 伏せ る の が テー ブル マナ ー だ 。 
これ 以上 ペン 立て に 入ら な い の で 、 鉛 策 は 伏せ て くだ さい 。 


[22] 果 た し て 


1 


~ SY 


彼 は 間違い な く ブ プロ 棋士 に な っ て 果たし て だ っ た 。 
少々 暗がり だ っ た が 、 犯 人 の 顔 は 果たし て だ と 思う 。 
突然 背後 か ら 声 を 掛け られ た の で 、 果 た し て 振り 向い た 。 
男子 マラ ソン は 、 果 た し て 2 時 間 の 由 を 越え られ る か 。 


[33] 手 遅れ 


1 


2 
3 
4 


天気 予報 が 手遅れ の せい で 、 洗 濯 物 が 濡れ て し まっ た 。 
残念 な が ら 料 理 は 手遅れ で 、 ラ ー メ ン し か 作れ な い 。 
川 の 水 が 汚れ て か ら 騒い で も 、 も は や 手遅れ だ 。 
今さら 手遅れ を 頼ま れ て も 、 ど うす る こと も で き な い 。 


[24] ジャ ン ル 


1 


2 
3 
4 


彼 の ジャ ン ル は 総務 斉 だ が 、 営 業 輝 に 移り た いら し い 。 

この パン は と て も お いし が 、 ど ん な ジャ ン ル な の だ ろう 。 

彼女 が 作曲 する 音楽 は 、 ど の ジャ ン ル に も あて は ま ら な い 新 新 な も の だ 。 
ライ ト 級 の ジャ ン ル だ と 思っ た ら 、 彼 は バン タム 級 の ボク サー だ っ た 。 


[25! よみ が える 


も ON > 


家出 し た 息子 を よみ が えら せる た め に 、 あ ちこ ち 駆 けず り 回 っ た 。 
この 魚 は よみ が えっ た ば か り だ か ら 、 刺 し 身 で も 食べ られ る 。 

人 間 の 命 は よみ が える こと が な く て も 、 思 想 が そう な る こと は ある 。 
死線 を よみ が えっ た 歌手 が 、 見 事 カ ム バ ッ ク し て コン サー ト を 開い た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 
な さい 。 


あう せい み 人 えい な 


[26] 郵政 民営 化 は 、 利 用 者 の 利便 性 を 高め て くれ る ( )。 


1 ほか な か っ た か 2 し か な か っ た か 3 と ころ だ っ た か 4 の で は な か っ た か 


27] 年 金 記録 問題 社会 保険 庁 に 責任 を と っ て ( ) か と いう 声 が 高まっ た 。 

1 も ら お う 2 あげ よう 3 くれ よう 4 さしあげ よう 
[28] 日 本 海溝 は 9000 メー トル を 超す 深 さ の 場所 が ( ) と いう こと だ . 

] な いで は いら れ な い 2 な いで は おか な い 

3 な くも な い 4 な し で は な い 
[29] 明治 時 代 の 思想 家 ( )、 近 代 化 に 対す る 心構え が 違っ た と いう 。 

1 を も っ て 2 と も な れ ば 3 ば か り に 4 に すれ ば 
Bo #% ( ) で 師匠 を 裏切る の は 、 芸 術 家 の 卵 に は よく ある こと だ 。 

1 の 至り 2 の 極み 3 の 限り 4 の 反面 
[31] 主役 を 降ろ され た 俳優 が 、 不 満 を 涙 ( ) 演出 家 に 訴え た 。 

1 次 第 で 2 を 問わ ず 3 な が ら に 4 た り と も 
2 中 国 画壇 の 鏡 ( ) 存在 だ っ た 画家 が 、 老 衰 の た め 他 界 し た そう だ 。 

1 か ら 2 こそ 3 は ず 4 た る 
[33] 映画 の 製作 途中 ( )、 配 給 会 社 の 経営 危機 が 表面 化し た 。 

1 に あっ て 2 に 関し て 3 に 比べ て 4 に つい て 
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[34] カラ オケ 業者 は 、 ど ん な に 小さ な 店 で も 著作 権 料 を 払わ ( )。 


1 な いで は お か な い 2 な いと は 限ら な い 
3 な く て は た ま ら な い 4 な いで は すま な い 
[35] 柔道 の 無 差別 級 の 選手 は 、 足 の けが ( ) 金メダル を 獲得 し た 。 
1 を よそ に 2 を も の と も せ ず 3 を 問わ ず 4 を きっ か け に 


問題 6 次 の 文 の _ 六 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


B36] サイ バー テロ な ど x が 進め られ て いる 。 

1 に 対応 し た 2 ハイ テク 犯罪 。 3 体制 づく り 4 の よう な 
[37] 宇宙 政策 の 案 が 出さ れ た 。 

1 と いう 2 会 議 に お いて 3 設置 する 4 宇宙 庁 を 
[38] T 社 は x を 決め た 。 

1 長い 間 2 製造 中 止 3 白熱 電球 の 4 製造 し て きた 
[39] 生物 工学 の x に 違い な い 。 

1 に よっ て 2 重病 患者 が 3 発達 4 減っ て いく 
14S! ロ ボッ ト と 違い 、 人 間 の x こと だ 。 


1 有する 2 問題 解決 の 3 優れ た 点 は 4 能力 を 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん を で 、[ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


イン ター ネッ ト 上 の 書き 込み に 対し て も 、 名 准 乗 損 罪 は 活字 や 放送 メデ ィ ア と 同じ 程 
度 の 厳し さ で 適用 され る 。 そ うい う 初 の 判断 を 最高 塚 が 示し た 。 

罪 に 問わ れ た 男性 は 自分 の ホー ムペ ー ジ で 、 外 食 店 を 展開 する 企業 を 「 カ ルト 集団 」 
な ど と 中 傷 し た [41_」。 一 審 の 東京 地 氏 は 、 ネ ッ ト で 個人 利用 者 が 発信 する 情報 の 信 
頼 性 は 一 般 的 に 低い と し て 、 従 来 より 級 や か な 基準 を 示し て 無罪 と し た 。 だ が 、 東 京 
高 王 、 最 高 赴 と も これ を 認め な か っ た 。 

第 三 者 を 傷つけ る 可能 性 の ある 安易 な ネッ ト で の 情報 発信 に くぎ を さ し た き わ め て 
妥当 な 判断 だ 。 ネ ッ ト 空 間 を 無秩序 な 世界 に し て は な ら ず 、[42a ] に 基づく 社会 の 
[42-b ] を 同じ よう に 適用 する と いう 考え 方 示し た と いえ る 。 

ネッ ト 上 の トラ ブル は 急増 し て いる 。 全 国 の 警察 に 寄せ られ た 中 傷 被害 は 年 に 約 1 万 
件 を 超え る 。 そ の 中 に は 、 匿 名 性 を [43_] 無 貴 任 な 発信 を し た も の も 多い 。 

実際 、 ネ ッ ト 上 に は 根拠 の な い 記 述 や 誹謗 中 憶 が あふ れ て いる 。 ネ ッ ト 百 科 事 典 に も そ 
うし た 記述 が 増え 、 内 容 を 管理 する ボラ ンティア が 不適 切な 書き 込み の 削除 に 追わ れ て 
いる 。 

一 方 で 、 悪 質 な 書き 込み に つい て 削除 を 求め られ て も 放置 し 、 坊 判 で 辿 償 命令 が 出 
て も 応じ な い 管理 人 も いる 。 

思い 出す の は 昨年 、 お 笑い タレ ント の ブロ グ に 、 殺 人 人 事件 に 関与 し た か の よう な 中 作 
を 繰り 返し た と し て 、 警視 庁 が 6 人 を 書類 送検 し た 事件 だ 。 

2002 年 に 施行 され た ブロ バイ ダー 次 任 制限 法 で 、 被 害 者 は ネッ ト 接 続 事業 者 に 発信 
者 の 情報 開示 を 求め る こと が で きる よう に な っ た 。 こ の 事件 で は 、 そ うし て 発信 者 を 見 
つけ た 。 

事情 を 聴か れ た 人 た ちの 多く に は 、 犯罪 の 意識 が な か っ た と いう 。 実 名 で あれ 取 名 で 
あれ 、 情 報 は 発信 者 の 次 任 で ある こと に 気づか な か っ た わけ だ 。 

首相 が ツイ ッ タ ー で つぶ や き 、 有 権 者 が じかに 反応 を 返す 。 そ ん な こと まで 、 で きる 
時 代 に な っ た 。 
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ネッ ト に は 、 職 業 、 地 位 、 年齢 な ど に か か わら ず 誰 も が 平等 に 参加 し 、 自 由 に 議論 が 


か っ た っ 


で きる と いう 特性 が ある 。 そ れ を うま く 利 用 すれ ば 、 隊 達 な 言論 空間 と し て 生か すこ と 


が 可能 だ 。 


[44_]、 社 会 は まま だ この 可能 性 を うま く 使い こなし て いる と は いえ な い 。 
法 に 触れ る よう な ケー ス で な く て も 、 気 軽 に 書き 込ん だ 言葉 が 書き 手 の 想 像 を 超え た 


範囲 に 広がり 、 相 手 を 深く 傷つけ る 場合 も ある 。 


自由 な 発言 に は 責任 が 伴う こと を 自覚 し な いと いけ な い の は 、 ネ ッ ト 上 で も 同じ こと 
だ 。 次 世代 を 担う 子ども に は 、 あ ふれ る 情報 を 読み 解き 、 正 し く 発 信 す る 能力 を 身 に 
L45_]。 

ネッ ト 空 間 を 、 秩 序 ある 公共 の 場 に する 。 そ れ は 私 た ちの 社会 の と て も 重い 課題 だ 。 
(「 朝 日 新聞 ] 2010 年 3 月 18 HH) 


1 と され た 2 と し た 


1 a 法律 / b 考え 
3 a 法律 ~ b ルー ル 


1431 

1 いい こと に 2 いい ほど に 
a) 

1 それ と も 2 そこ で 
1951 

1 つけ た 2 つけ た い 


と させ た 4 と させ られ た 


a 考え 人 b 法 律 
a ルー ル ~ b 法律 


いい か ら に 4 いい も の に 
また 4 だ が 
つけ させ た 4 つけ させ た い 
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問題 1 _ の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[教授 の 思 に 報い る た め に 、 立 派 な 論文 を 書く つも り だ 。 


1 も ちい る 2 し みい る 3 むく いる 


[2 ] 黒川 選手 が 優勝 で きた の は 、 監 督 に 負う と どろ が 大 きか っ た 。 


FS 고: 송정 9023 


[ ヨ ] 敵 多摩 の 山 に 琴 っ た 仲間 か ら 連 絡 が 絶え 、 心 配 で な ら な い 。 


1 た え 2 きえ 3 お え 


[4] 花嫁 衣装 を 着 た 娘 の 次 に 、 父 は 思わ ず 涙 を 流し た 。 


1 いし ょ 2 いし ょ う 3 いっ し ょ 


[ 下 イン ター ハイ に 出場 する 友だち に 、 激 励 の 言葉 を か けた 。 


1 げき らい 2 げき ら え 3 げき れい 


[6] 審判 の ミス ジャ ッ ジ で 地元 チー ム が 負け 、 慎 健 に 堪え な い 。 


1 ほん か い 2 ほん が い 3 ふん か い 
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ひき いる 


と だ え 


いっ し ょ う 


ぱげ きれ え 


ふん が い 


問題 2 


[2 ] あの 課長 は 部 下 の 失敗 を 自分 の 責任 に する ( 


1 


[8] ナ マズ に は 地震 の ( 


1 


[1 今月 分 の ( 


1 


都心 に 雪が 積もっ た が 、JR は 平常 通り ( 


1 


[41] ニュ ー ジ ー ラ ンド の ラグ ビー は 、( 


1 


2] 社長 宅 に は 高級 そう な 調度 品 が ( 


1 


na] 彼女 の 勤務 ( 


1 


予見 


資産 


通行 


連係 


未 


先 


2 


2 財産 


2 運行 


2 関係 


2 주 


度量 


3 


3 


3 通過 


3 


3 


技量 


) 能力 が ある と 信じ られ て きた 。 


資本 


) され て いる 。 


) 造作 に 置か れ て いた 。 


無 


) は 、 北海 道 に 決ま っ た 。 


2 場 


3 


所 


) の 大 き さ が ある 。 


4 


) 調達 が うま くい か ず 、 給 料 が 払え る か 心配 だ 。 


4 資金 


) プレー の 速 さ が 違う 。 


4 


) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


114] 人 気 俳優 か ら プ ロ ポ ー ズ され る 夢 を 、 姉 は か ね て より 脳裏 に 描い て いた 。 


1 先日 2 予め 3 この 間 4 以前 


5] 役 は 毎日 少し ずつ 俊 約 し て 、30 代 に し て 一 軒 家 を 手 に 入れ た 。 


1 切り 詰め て 2 切 D5 崩 L 芯 3 切り 裂 いて 4 切り 抜け て 


[Be] 上 官 に は た か れる こと が 当然 の 軍隊 の 近 な ど 、 認 め て は な ら な い 。 


1 た た か れる 2 けら れる 3 お され る 4 つね られ る 


[12] 足 の けが を し た 映画 監督 は 、 杖 を つい た まま カメ ラ を 回 し た 。 


1 押し 出し た 2 押し 返し た 3 押し 込ん だ 4 押し 立て た 


[18] あの 役者 の 卵 は 辛抱 強い か ら 、 い つか 主役 の 座 を つか むだ ろう 。 


1 根気 2 熱血 3 気迫 4 忍耐 


[19] A 新聞 の 記者 は 秘 宅 豪 に 政府 要 人 と の 接触 を 試み た 。 


1 関係 2 親交 3 交渉 4 AMR 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


I2o| ひ と まず 
1 縦 3 メ ー ト ル 、 横 5 メー トル も ある 絵 が 、 ひ と まず 目立っ て いた 。 
2 病人 の 血圧 が 下がり 、 脈 も 落ち 着い た の で 、 ひ と まず 安心 だ 。 
3 日 曜日 に 公園 で 読書 する の が 、 舌 い の ひ と まず だ っ た 。 
4 彼 に は ひと まず の よう な 雰囲気 が ある が 、 本 当 は 警官 だ 。 
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[31] 戸 締 ま り 

1 雨 は すっ か りや ん だ よう な の で 、 座 を 戸 締 ま り し た 。 
財布 の 口 が 開い て いる か ら 、 戸 締まり し な いと 危な い 。 
庭 が 広い 一 軒 家 な の で 、 戸 締まり が きか な い 。 
この 地区 は 究 盗 事件 多発 ゆえ 、 戸 締まり を 忘れ な いよ うに 。 


CO Mm 


[22] スト レス 


1 ジム で 時 々 スト レス を 解消 し な が ら 仕 事 を 乗り 切っ て いる 。 

時 計 の 電池 の スト レス で 、 針 が 毎日 少し ずつ 遅れ る 。 

健康 な 生活 を 送る た め に は 、 何 より も スト レス 過剰 が 大 切 だ 。 
1 年 飼っ て いた 金魚 が 、 ス トレ ス 病 で 死ん で し まっ た 。 


ちの ~ 


[23] あお る 


1 父 を 芸術 の 師 と あお り 、 役 者 の 道 へ 進ん で いっ た 。 
人 間 の 攻撃 性 を や た ら に あお る ゲー ム が 多い 。 
た き 火 の 煙 が 目 に あお っ て 、 涙 が 出 て きた 。 
部 長 は 機 織 が 悪く 、 部 下 の ミ ス を あお ろう と し な い 。 


た 6 MN 


[24] ふわ ふわ 


1 高熱 が 出 て 、 体 が ふわ ふわ 浮い て いる よう な 気 が す る 。 

2 ビー ル の 空き 瓶 が ふわ ふわ に な っ て 沖 れ て いた 。 

3 や か ん の 湯 が ふわ ふわ 煮え 立っ た の で 、 コ ー ヒ ー を 入れ た 。 
4 蒸し て ふわ ふわ に な っ た さつま いも は 本 当 に お いし い 。 


60030) 
1 昨晩 寝返り を し た の で 、 首 が 痛く て 仕方 が な い 。 
2 冬 に 渡来 し て いた 白鳥 た ち が 、 シ ベリ ア へ 寝返り し た 。 
3 企業 の 組織 的 犯罪 が 許せ ず 、 寝 返り を 守る こと に し た 。 
4 布団 に 入っ て も 寝つき が 片 く 、 何 度 も 寝返り を 打っ た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

[26] 全面 返還 と は いか ( )、 基 地 問 題 を 解決 すべ きだ と いう 意見 が 多い 。 

1 な い 限 り 2 な いも の を 3 な いま で も 4 な い ば か りか 
[27] リス ク が 大 きい 商品 先物 取引 き に 素人 は 手 を 出す ( ) と よく 言わ れる 。 

1 こと な く 2 べから ず 3 まい か 4 に 至ら ず 
[28] 活 断層 が 多い 日 本 列島 は 、 地 震 か ら 逃 れる ( » 

1 に 難く な い 2 に 過ぎ な い 3 も の は な い 4 わけ に は いか な い 
[29] 泊 声 時 代 未 期 、 開 国 より 外国 と 戦っ た ( ) と いう 武士 が 大 勢い た 。 

1 よう に する 2 わけ が な い 3 こと に な る 4 ほう が まし だ 
[39] 売れっ子 作家 に な る と 、 月 数 百 枚 書き ( ) と いう 仕事 量 だ そう だ 。 

1 気味 2 っ ぱな し 3 だ ら け 4 な が ら 
1] あの 町 は うる さい イメ ー ジ が あり ( )、 美 術 館 な ども 複数 ある 。 

1 な が ら も 2 が ち で 3 か け て は 4 よう に 
[32] 19 世紀 の フラ ンス ( )、 風景 画 を 描い た 画家 は 世界 に 多い 。 

1 だ け に 2 の みな ら ず 3 ば か り に 4 べから ず 
[3] 反 対 意見 も も ちる が 、 あ の 漫画 は 一 読 ( ) と いう 評価 が 一 般 的 だ 。 

1 に 関わ る 2 に 先立つ 3 に た える 4 に と ど ま る 
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34] 罪 ( ) 受け る 苦痛 の 中 か ら 、 ベ ー ト ー ベ ン の 名 曲 は 生ま れ た 。 


1 な いま で も 2 な いこ と も 3 な く て も 4 な くし て 
[35] 肩 を こわ し た ビッ チャ ー は 、 治 療 ( ) 温泉 に 出かけ た 。 
1 が て ら 2 ば か り 3 に 応じ て 4 を 込め て 


問題 6 次 の 文 の _ 六 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[3e] 発 光 ダ イオ ー ド は 女 利用 され て いく だ ろう 。 

1 長寿 命 な どの 2 大 い に 3 が ゆえ 4 特長 を も つ 
[37] 地球 x の が 日 食 で ある 。 

1 太陽 が 隠さ れ て 2 見 える 3 月 の 影 に よっ て 4 か ら 見 て 
[38] 太陽 は x 放出 する 。 

1 得 ら れ た 2 BAIN 3 電磁 波 と し て 4 エネ ルギー を 
生命 科学 は x を 研究 する 。 

1 に わた り 2 후비 3 生命 に 関す る 4 広範 な 分 野 
[ol ロボ ッ ト ス ー ツ は x で きる 。 


『 支援 し た り 2 身体 障害 者 の 3 動作 を 4 リハ ビリ 補助 も 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、 [ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


宇宙 開発 は 、 時 代 の 節目 を 迎え て いる 。 宇宙 飛 行 士 の 山崎 置 子 さ ん が 乗っ た スペ ー ス 
シャ トル ・ デ ィ ス カバ リー の 飛行 が それ を 象徴 し て いる 。 

シャ トル の 乗組 員 は 7 人 中 3 人 が 女性 で 、 ド ッ キ ング し た 国際 宇宙 ステ ーション (ISS) 
で も 1 人 が 長期 滞在 し て お り 、 女 性 は 合わ せ て 4 人 と な っ た 。 長 期 滞在 組 の 6 人 の 中 
に は 野口 聡一 さん も お り 、 日 本 人 2 人 の 初 顔 合わ せ も 実現 し た 。 

宇宙 活動 が 新しい 時 代 に 入っ た こと を 感じ させ る 光景 だ が 、[-41_」、 間 違い な く 、 
一 つの 時 代 の 終わ り を も 告げ て いる 。 

1981 年 の 初 飛 行か ら 約 30 年 、 老 朽 化 の 目立つ スペ ー ス シャ トル は 今年 中 に は 引退 
する 予定 だ 。 日 本 人 が スペ ー ス シャ トル で 飛行 する の は 、 今 回 が 最後 に な る だ ろう 。 

来年 か ら は 、ISS に 人 を 運ぶ の は ロシア の ソユーズ 宇宙 船 だ け に な る 。 

宇宙 開発 を めぐ る 状況 は 今 、 内 外 と も に 大 きく 変わ りつ つ あ る 。 

日 本 も 、 と り わ け 巨 費 を 要する 有人 人 活動 に つい て どう 進め る の か 、 広 い 見 地 か ら 考 え 
る べき と き を 迎え て いる 。 

米国 の オバ マ 政 権 は 2 月 、 ブ ッシュ 前 政権 の 有人 月 探査 計画 を [42-a ] 一 方 、2015 
年 まで し か 決ま っ て いな か っ た ISS の 運用 を 20 年 まで [42-b ] 考 え を 明らか に し た 。 シ ャ 
トル の 後継 と な る 、 宇 宙 へ の 乗り 物 の 開発 は 民間 に 託す と いう 。 

先端 的 な 科学 技術 の 先 音 役 と し て の 宇宙 開発 の 重 材 性 は 認め る けれ ど 、 予 算 難 も ある 
の で 効率 的 た 進め よう 、 と いう 考え の よう だ 。 

日 本 も 政権 交代 で 、 宇宙 開発 の 戦略 は 練り 直し が 3]。 

内 閣 宮 詞 に 置か れ た 宇宙 開発 戦略 本 部 が 自民 常 政権 時 代 に 宇宙 基本 計画 を まとめ て い 
る 。 二 足 歩行 ロボ ッ ト 、 次 いで 有人 に よる 月 探査 計画 も 盛り 込ま れ た 。 し か し 、 歩 調 を 
合わ せ て いた 米国 の 月 探査 計画 が 後退 し た [_ 44 ]、 宙 に 浮い て し まっ た 。 

一 方 、 前 原 談 本 宇宙 開発 担当 相 の 下 で 、 有 識者 会 議 が 2 月 か ら 今後 の 宇宙 開発 に つい 
て 議論 を 始め た と ころ だ 。 

宇宙 開発 は 、 技 術 の フロ ンティア で [45_]、ISS に は 米 ロ の ほか 欧州 や カナ ダ な ども 
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参加 し て いる よう に 国際 協力 の 場 で も ある 。 目 先 の 利益 だ け で 判断 は で き な い 。 

だ が 、 予 算 が 限ら れ て いる の は 日 本 も 同じ だ 。 有 効 に 使う の は 当然 だ 。 日 本 の 強み を 
さら に 伸ばし 、 国 際 的 に も 存在 感 を 発揮 する こと を 考え た い 。 

まず 、 毎年 約 400 億 円 か か る 155 の 日 本 の 実験 棟 「 き ぼう 」 の 運用 の 意義 を 再 確認 


する こと が 欠か せな い 。 
さら に その 先 に 、 自 前 の 有人 飛行 を めざす の か 。 む し ろ 日 本 が 得意 オロ ボッ ト 技 術 の 
追究 に 力 を 注ぐ べき な の か 。 し っ か り し た 戦略 を 立て た い 。 
(「 朝 日 新聞 ] 2010 年 4 月 8 日付 ) 


1 確か に 2 ニー が で 3 な る ほど 4 きっ と 

1 a 延ばす ^ b 中 止 する 2 a 中 止 す る / b 延ばす 
3 a 中 止 する / b 終わ る 4 2 終わ る / b 中 止 す る 
1 迫っ た だ ろう 2 迫っ た 3 迫 ら れ て いる 4 人 迫 ら せ た 
1 こと も あり 2 こと が あり 3 こと は あり 4 こと に あり 


1 ある に 従い 2 ある と し て 3 ある こと で 4 ある と 同時 に 


133 


問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[1 自己 主張 は 大 切 だ が 、 言 葉 を 慎 ん だ 方 が いい 時 も ある 。 


1 つつ し ん だ 2 あや し ん だ 3 いと し ん だ 4 いま し ん だ 


[2] 失敗 を 恥じ る より 、 和 失敗 を 恐れ ぬこ と が 大 切 だ 。 


1 いじ る 2 は じ る 3 や じ る 4 どじ る 


[3] 子ども の 頃 か ら 、 日 本 髪 を 結っ て 結婚 式 に 出 た いと 思っ て いた 。 


が まっ で 2 も っ て 3 そっ て 4 ゆっ て 


[4] 備 業 は 光 条 時代 か ら 画 器 の 町 と し て 知ら れ て いた 。 


1 じき 2。 ど うき 3 し き 4 と うき 


[5] あの 大 統 領 は 民衆 を 作 生 する 言葉 を 吐き 、 案 の 定 失 脚 し た 。 


1 ぶし ょ く 2 ぶ じ ょ く 3 ふし ょ く 4 ふじ ょ く 


[E] 事故 で ろ っ 0 骨 を 0 骨折 し 、 し ば らく 安静 に し な けれ ば な ら な い 。 


1 あん し ょ う 2 あん じょう 3 あん せい 4 あん ぜ い 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[あん な 芸 ( ) な 犬 を 見 て いる と 、 う ちの 犬 が 情け な い 。 

1 元気 2 健康 3 丈夫 4 達者 
[8] マ ンション の ( ) 者 た ち を 集め て 、 耐震 工事 の 説明 会 が 開か れ た 。 

1 安住 2 在住 3 居住 4 現住 
[9 新 商品 が 売れ に 売れ て 、( ) の 黒字 を 記録 し た 。 

1 予想 外 2 意外 3 法 外 4 言 外 
[10] 最近 の 新聞 の ( ) で は 、 景 気 は 級 や か に 回 復 し つつ ある らし い 。 

1 口調 2 語調 3 論調 4 声調 
hl( ) 衛星 か ら の 画像 が 乱れ 、 雲 の 様子 が わか ら な い 。 

1 天気 2 天候 3 気候 4 気象 
[23]「 ベ スト 4」 を ( ) 言葉 に 、 代 表 チ ー ム は 一 丸 と な っ て 戦っ た 。 

1 会 2 合 3 爱 4 相 
13] 戦前 、 実業 ( ) と し て 財 を な し た 一 族 だ っ た が 、 今 は 見 る 影 も な い 。 


2 家 3 屋 4 手 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


4] 空 一 面 いや に 暗く な っ た と 思っ た ら 、 大 粒 の 雨 が 降っ て きた 。 


1 さら に 2 急 に 3 ひど く 4 まっ た く 


[1] 友人 の ミス を か ば うた め 、 彼 は あく まで 白 を 切っ た 。 


1 ぞ と まで 2 あし た まで 3 果て まで 4 最後 まで 


アク ショ ン 派 俳優 の 彼女 は 、 実 生活 で は し と や か らし い 。 


1 冷静 2 上 品 3 慎重 4 地 味 


021 上 司 の 無理 な 注文 に 、 部 下 は 赴 骨 に いや な 顔 を し た 。 


1 くっ きり 2 は っ きり 3 すっ きり 4 て っ きり 


[18] 夜 が ふけ て き て 、 村 全体 が 静まり返っ て いた 。 


1 深まっ て 2 狭まっ て 3 広まっ て 4 高まっ て 


[19] 病院 に 最新 式 の 医療 機器 を 設置 し た ら 、 患 者 が 一 気 に 増 えた 。 


1 飾り 付け 2 振り 付け 3 貼り 付け 4 取り 付け 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[2@1 セ レモ ニー 
1 宗教 に 関係 な く 、 結 婚 式 は セレ モニ ー で や る こと に し た 。 
2 マス ター ズ ゴ ル フ の 第 一 セレ モニ ー が いよ いよ 始ま っ た 。 
3 オリ ン ピ ッ ク の 開会 式 の セレ モニ ー は 長 すぎ る と 思う 。 
4 横浜 の ラー メン セレ モニ ー は 人 気 が ぶ 高く 、 い つも 行列 だ 。 
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[21] うず くま る 


1 ブー ル に 入っ た ら 、 水 が 冷た く て 思わ ず 両 足 が う ずく まっ た 。 
裏山 に うず くま る ほど 粗大 ゴミ が 捨て られ て いた 。 

出勤 途中 に 腹痛 を 起こ し 、 路 上 で うず くま っ て し まっ た 。 
杉 の 花粉 が 飛ぶ 季節 は 、 鼻 が うず くま っ て 仕方 が な い 。 


も の いい 


[22] ほ ぼ 
1 この 頃 ほ ぼ 病 気 が ち な の で 、 外 出 は 控え て いる 。 
2 論文 は ほぼ 完成 し た が 、 審 査 に 通る か 自信 が な い 。 
3 塩 と 砂糖 を 間違え 、 ほ ぼ お いし く な い の で 捨て て し まっ た 。 
4 大 工 見 習い の 弟 も ほぼ の 腕 に な っ て 、 将 来 が 楽し み だ 。 


12317) 

最近 は 家庭 で も 大 画面 に 迫力 され て 映画 が 見 られ る 。 

サッ カー の 外国 チー ム の 人 迫力 が 強く 、 日 本 は 勝て そう に な い 。 
中 国 ・ 症 安 の 兵 全備 の 迫力 に 圧倒 され て 、 言 葉 が 出 な か っ た 。 
こつ こつ と 迫力 を 積ん で も 、 解 け な い 問題 は 解け な い 。 


と の の いい 


[24| ベス ト セ ラー 
1 駅 前 の 花屋 の バラ が ペスト セラ ー に な っ て 、 売 り 切 れ に な っ て いる 。 
2 T 社 の 人 気 車 に 故障 が 見 つか り 、 ベ スト セラ ー の 座 が 危な い 。 
3 あの 住宅 は ベス ト セ ラー だ け に 、 機 能 性 に 富ん で いる 。 
4 話題 の ベス ト セ ラー 小説 を 読ん だ が 、 少 し も 面白 く な か っ た 。 


2 引か し げ る 
\ 人 を 点数 だ け で 見 る 考え 方 に は 、 首 を か し げた く な る 。 
2 注射 を 打つ の で 、 腕 を か し げ な いよ うに し た 。 
3 車道 で 人 が か し げ ば て いる の で 、 代 て て 救急 車 を 呼ん だ 。 
4 そん な に 目 を か し げ て 本 を 読む と 、 目 が どん どん 悪く な る ぞ 。 
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問題 5 次 の 文 の ( 
な さい 。 


[26] 選挙 公約 は いろ いろ ある が 、 選 挙 後 は 有権者 を 失望 させ ( 


1 な い は ず で ある 


3 な い に 限 る 4 な い に 越 し た こと は な い 
[2Z] アメ リカ 証券 会 社 の 不正 問題 は 、 許す ( ) 行為 だ 。 

1 べから ざる 2 ほか な い 3 わけ で は な い 4 恐れ が ある 
[28 エル ニー ニョ 現象 に よる 不 漁 は 、 あ きら め る ( » 

1 も の し か な い 2 こと が ある 3 より 仕方 が な い 4 か の よう だ 
[29] 広島 ・ 長 崎 の 原爆 被害 の 悲惨 さ は 語り 継が ( ) こと だ 。 

1 ぬ に 違い な い 2 ね ば な ら ぬ 


3 な いこ と は な い 


[30] 趣味 が 多様 化し た 時 代 だ が 、 若 者 が 小説 を 読ま ( 


1 な いで は お か な い 
3 な いこ と は な い 

[31] 悪天候 が 野外 オペ ラ の 延期 を ( 
1 は じ め と させ る 


3 契機 と させ る 


2 ( 


1 と いっ た ら な い 
3 で も な ん で も な い 
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) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


) こと が 多い 。 


2 な いで は お か な い 


4 ぬ に 決ま っ て いる 


) だ ろう 。 
2 な い に ほ か な ら な い 
4 な い に あ た ら な い 
) こと と な っ た 。 


2 皮切り と させ る 
4 余儀 な くさ せる 


) と 思わ れ た 落書 き が 、A・ ウ ォ ー ホ ー ル の 手 に よる も の だ っ た 。 


2 と も あろ う 
4 で も あれ ば 


[33] 映画 『 ジ ョ ー ズ 』 の 撮影 時 は 、 ス ピル バー グ 監 督 は 20 代 だ っ た ( ys 


1 こと だ 2 も の だ 3 か ら だ 4 は ず だ 
[34] カラ オケ の 発達 に よっ て 、 以 前 ( ) プロ 歌手 並み の 人 が 多く な っ た 。 

1 に も まし て 2 か らし て 3. で が で 4 より ほか 
135] ドー ビン グ 検 査 で 陽性 と な っ た 選手 が 、 今 大 会 ( ) 引退 し た 。 

1 を お いて 2 を めぐ っ て 3 を 限り に 4 を 基 に 


問題 6 次 の 文 の x に 入る 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[B36] コン ビニ で x 便利 に な っ た 。 

1 振り 込め る 2 公共 料金 さえ 3 Bll 4 よう に な り 
[37] 太陽 系 の x 平面 内 に ある 。 

1 惑星 の 2 同一 3 軌道 は 4 ほぼ 
[38] オ イル ショ ッ ク に x 深刻 に な っ た 。 

1 か ら と いう も の 2 消費 問題 は 3 エネ ルギー 4 見 録 われ て 
B99j バ イオ エシックス と は x 研究 分 野 で ある 。 

1 考え て いく 2 学問 的 に 3 尊厳 死な ど を 4 新しい 
[20] 水産 加工 業 は x 原料 と な る 魚 が 減 っ て いる 。 

1 普及 に よる 2 漁獲 制限 


3 200 海 里 水 域 の 4 に よっ て 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[ 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


くし ゃ ㆍ 


자 (600 흠 회. 現代 の 戯 作者 。 博覧 強 記 の 知恵 袋 。 時 代 の 観察 者 平和 憲法 の た 
め に 行動 する 文化 人 。 

井上 ひさ し さん を 言い 表す 言葉 は 、 夫 通 り も 思い 浮か ぶ 。 だ が 、 多 面 的 な その 活動 を 
買い た 背景 は 一 つ 。 自 分 の 目 で 見 て 、 自 分 の 頭 で 考 え 、 平 易 な 言葉 で 世に 問う 姿勢 だ 。 
本 や 芝居 は 、 深い テー マ を 持っ て いる の に どれ も 読み や すく 、 わ か りや すい 。 そ れ は 、 
こと の 本 質 を 掘り 出し て 、 丁 寧 に 磨き 、 一 番 ふ さわ し い 言 葉 と 語り 口 を 選ん で 、 私 た ち 
に 手渡 し て いた か ら だ 。 

その た め に 、[ に 41_] た くさ ん の 資料 を 集め 、 よ く 読み 、 考 えた 。 途 方 も な い 労力 を 
か け て 、 自 分 自身 で 世界 や 歴史 の 骨組 みや 仕組 み を 見 極め よう と し て いた 。 

この 流儀 は 、 井 上 さん の 歩ん だ 道 と 無縁 で は な い だ ろ う 。 

生ま れ は 1934 年 。 左 外 運 動 に 加わ っ て いた 父 を 5 歳 で 亡くし 、 敗 戦 を 10 歳 で 体験 
し た 。 戦 後 の 伸び や か な 空気 の 中 で 少年 時 代 を 過ごす が 、 高 校 へ は 養護 施設 か ら 通 っ た 。 
文筆 修業 の 場 は 、 懸 賞金 狙い の 投稿 と 浅草 の スト リッ プ 劇 場 。 ま だ 新興 [ 922 ] だ っ た 
[426 ] 台 本 で 仕事 を 始め 、 劇 作家 と し て は 、 デ ビュ ー 当 時 は まだ 傍流 と され て いた 調 
劇 に 賭け た 。 

王道 を ゆく エリ ー ト で は な い 。 時 代 の 波 に 揺 ら れ る 民衆 の 中 か ら 生ま れ た 作家 だ 。 だ 
か ら こ そ 、 誤 っ た 大 波 が きた 時 、 心 な ら ず も それ に 流さ れ た り 、 そ の 波 に 乗っ て 間違い 
を 43 ] し な いた め に は 、 目 と 頭 を 鍛え な けれ ば な ら な い 、 歴 史 に 学ば な けれ ば な ら 
な いと 考え 、 そ れ を 説き 、 実 践 し た 。 

特に 、 あ の 畔 争 は 何だ っ た の か を 、 繰 り 返 し 、 問 い 続け た 。 

復員 し た 青年 を 主人 公 に 、BC 級 戦犯 の 問題 を 書い た 「 聞 に 咲く 花 」 と いう 芝居 に 、 
こん な せり ふ が あ る 。 

「 起 こっ た こと を 忘れ て は いけ な い 。 忘 れ た ふり は 、 な お いけ な い 」 

井上 さん は 2001 年 か ら 06 年 に か け て 、 庶 民 の 戦争 責任 を 考え る 戯曲 を 3 本 、 東 京 
の 新 国立 劇場 に 書き 下ろ し た 。 名 付け て 「 東 京 裁判 3 部 作 」。 
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東京 裁判 を 、 井 上 さん は < 前 の ある 宝石 > と 呼び 、 裁 判 に 提出 され た 機密 資料 に よっ 
て 隠さ れ た 歴史 を 知る [ 44_] こ と を 評価 し て いる 。 

同 劇場 は 、8 日 か ら 、 こ の 3 部 作 の 連続 公演 を 始め た と ころ だ 。 そ の 翌日 、 拍 手 に 包 
まれ て 幕 が 下り た 直後 に 、 井 上 さん は 旅立っ た 。 

く 〈 い つま で も 過去 を 軽 ん じ て い る と 、 や が て 私 た ち は 未 来 か ら 軽 ん し られ る こと に な 
る だ ろう >。 公 演 に 寄せ た 作者 の 言葉 が 、 遺 言 に な っ た 。 


生涯 か け て 築い た の は 、 広 大 な 言葉 の 字 宙 。[_45_] き ら め く 星座 は 、 人 々 を 楽し ま 
せ て くれ る 。 そ し て 、 旅 する 時 の 目当て に も な る 。 


(「 朝 日 新聞 」 2010 年 4 月 13 日 付 ) 


1911 

1 で きる な ら 2 で きた と し て 3 で きる 限り 4 で きる ほど 
1421 

1 a ラジ オォ ノ テレ ビ 2 a テレ ビ / b ラジ 

3 a; テレ ビ 7 6 ~ 4 a メデ ィ ア 7 b テレ ビ 
1431 

1 し で か し た り 2 し で か そう と 3 し で か し て 4 し で か さ な く 
1441 

1 こと に し た 2 こと に な る 3 こと が で きた 4 こと だ っ た 
145! 


1 そこ に 2 それ ほど 3 それ で 4 それ が 


141 


問題 1 _ の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[ 母 は 北陸 地方 の 田舎 で 小さ な 食料 を 営ん で いる 。 


1 た し な ん で 2 いと な ん で 3 さい な ん で 4 


| 2 ] 田端 氏 が 長年 社長 で いら れ た の は 、 優 秀 な 秘書 が 仕え て いた か ら だ 。 


1 ささ えて 2 お さえ て 3 し た が えて 4 


[3 ] C 国 の 経済 成長 は 、 日 本 の か つて の 高度 成長 を 凌ぐ 勢い だ 。 


1 し の ぐ 2 あお ぐ 3 か つぐ 4 


[4 ] 今回 の 失敗 を 教訓 と し 、 二 度 と 同じ 間違い を し な いつ も り だ 。 


1 きょう し ん 2 きょう か ん 3 きょう くん 4 


[5 部長 が 会 議 で プロ ジェ クト の 趣旨 を 説明 し た 。 


1 し ゅ し 2 し ゅ さ 3 し ゅ じ 4 


[加 紀 較 に 対す る 体 級 な ど 気 に せ すず 、 や り た いこ と を や れ ば いい 。 


1 た いさ い 2 て いさ い 3 た いせ い 4 
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は か な ん で 


つか えて 


ゆら ぐ 


きょう ふん 


て いせ い 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[Z] タン タク ロー リー 車 が 踏切 で 立ち 往生 し 、 運 転 手 は 慌て て ( ) し た 。 
1 外 出 2 流出 3 進出 4 脱出 
[8] 若 くし て 活躍 し て いる プロ ゴル ファ ー は 、 ほ と ん ど ( ) 教育 を 受け て いる 。 
1 英才 2 多才 3 鬼才 4 天才 
[9 ] 工場 の 爆発 事故 に 巻き 込ま れ た が 、 彼 は 危う く ( ) を 取り と め た 。 
1 天命 2 一 命 3 人 命 4 延命 
[10] 婚約 者 と 別れ る こと に な っ た が 、( ) が な か っ た と 思っ て あき ら め る し か な い 。 
1 定め 2 宿命 3 를 4 運命 
1311 祖父 は 選 く な る 直前 、 戦 争 体験 を ( ) と し て 残し た 。 
1 転記 2 手記 3 伝記 4 暗記 
[12] この 製品 は ( ) 薬品 扱い だ が 、 コ ン ビ ニ で も 買う こと が で きる 。 
1 科 260 3 理 4 医 
[13] この 野外 捕物 館 に は 、 時 代 ( ) 豊か な 建物 が 残さ れ て いる 。 


1 風 2 様 3 調 4 色 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


114] フラ ンス の TGV は 、 内 装 で は 日 本 の 新幹線 に いく ぶん 劣る 。 


1 相当 2 若干 3 同じ 4 は る か に 


箱根 地方 に 見 られ る 寄木 細工 は 、 ま さ に 職人 の 技 だ 。 


1 玄人 2 素人 3 貴人 4 偉人 


最高 級 の 日 本 酒 を 味わっ て 、 父 は 思わ ず う な っ た 。 


1 安心 し た 2 改心 し た 3 感心 し た 4 放心 し た 


[17] 5 年 に また が る 工事 が 終わ り 、 来 週 か ら 地下 鉄 の 新 線 が 走る 。 


1 と お る 2 わた る 3: つく 4 こえ る 


a] 警察 は 麻薬 の 密売 組織 を マー ク し 、 遂 に 家宅 捜索 に 入っ た 。 


1 取り 立て 2 取り 扱い 3 取り 決め 4 取り 調べ 


191 宇宙 飛行 士 は 神 の 力 に よる 天地 創造 を 信じ や ゃ すく な る らし い 。 


1 创刊 2 创意 3 創出 4 創業 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[gj まさ か 

1 昨日 の ドラ マ は 面白 か っ た が 、 話 の 展開 が まさ か だ っ た 。 
燃え 盛る 炎 の 中 か ら 娘 を 助け る な ん て 、 ま さか 男 の 中 の 男 だ 。 
熱 射 病 で 脱水 症状 を 起こ し 、 食 欲 が まさ か わか な い 。 
一 回 の 試験 で 、 ま さか 人 生 の すべ て が 決ま る わけ で は な い 。 


^ の ~ 
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[21] ひい き 


ちら の MN 


この シャ ー プ ベン シル は 使い や すく て 、 前 か ら ひ いき に し て いる 。 
弱い サッ カー チー ム ほ ど ひ いき し た く な る の は な ぜ だ ろう 。 
この 地方 特産 の ひい き 料 理 だ っ た が 、 味 は まあ まあ だ っ た 。 
首都 高速 で ひい き に 飛ば し て も 、 今 か ら だ と 2 時 間 か か る 。 


[22] ポジ ショ ン 


1 
2 
3 
4 


培土 課程 まで 進ん だ 彼 が 、 今 の ポジ ショ ン に 収まる わけ が な い 。 
彼 は 釣り 名 人 だ が 、 体 調 ポ ジ シ ョ ン が 悪く ぜん ぜん 釣れ な い 。 

気温 が 氷点 下 に 下がり 、 レ ー ル の ポジ ショ ポジ ショ ン が 動か な く な っ た 。 
まだ 小学 生 の 男の子 が 彗 量 を 発見 し 、 ポ ジ シ ョ ン ラ イト を 浴び た 。 


[23] くつ ろ ぐ 


1 


2 
3 
4 


東京 は 人 口 が 多い の で 、 く つろ ぐに は も っ て こい だ 。 

ひな び た 温 泉 宿 で くつ ろ ぐ 瞬間 は 、 ま さ に 至福 だ 。 

コン ピュータ ー が くつ ろ い で いる の か 、 立 ち 上 げに 時 間 が か か る 。 
田舎 の 水田 で くつ ろ い で いた カエ ル が 一 斉 に 鳴き 始め た 。 


[24] も し も 


1 
2 
3 
4 


あの 女性 は 、 も し も 10 年 前 に 生き 別れ に な っ た 妹 で は な い だ ろ うか 。 


花火 が よく 見 えな い の で 、 も し も 高い 所 へ 移動 し た 。 
いつ も 避難 訓練 を し て いる の で 、 も し も の よう に すれ ば 大 丈夫 だ 。 
も し も 閥 を 飛べ た ら 、 モ ン ・ サ ン = ミッ シェ ル を 上 か ら 眺 め た い 。 


[25! 人 だ か り 


1 
2 
3 


人 身 事故 が あっ た らし く 、 ホ ー ム の 端 で 人 だ か り が し て いた 。 
アル バイ ト を し て いる 店 は 、 多 国籍 の 人 だ か り で 楽し い 。 
子ども の 頃 、 空 き 地 で 人 だ か り に な っ て 野球 を し て いた 。 

お 正月 の 福袋 を 買う た めか 、 店 の 入口 は 1 列 の 人 だ か り だ っ た 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 
[26] お 年 寄り の 孤独 死 が 増え て いる の は 、 役 所 が 急 慢 ( ) か ら だ 。 

1 極まりない 2 に 堪え な い 3 だ け な い 4 し か な い 
[27] 時効 を 廃止 ( )、 殺 人 事件 が 減る と いう こと に は な ら な い 。 

1 し た と あっ て 2 し た どこ ろか 3 し た まで も 4 し た と ころ で 
[28] 花粉 症 の 問題 は ある が 、 杉 が 重要 な 林木 な の は 言う ( 9 

1 こと で は な い 2 まで も な い 3 に 過ぎ な い 4 ほど で は な い 
29] 戦後 問 も な く 起 こっ だ 旧 国 鉄 の 事件 は 、 今 日 ( ) HOFER. 

1 に あたっ て 2 に つれ て 3 に 至る まで 4 に 伴っ て 
[30] i THM) tt, 実際 の 放火 事件 ( ) 生ま れる こと は な か っ た 。 

1 用 し て 2 に し ろ 3 は さて お き ぎ 4 な し に 
1311 歌 争 伝 観劇 は 料金 が 高く 、 金 持ち の 趣味 ( ) と いう 声 が ある 。 

1 で な く て な ん だ ろう 2 と いっ て も な い だ ろ う 

3 で は な く な ら な い だ ろ う 4 どこ ろ で は な い だ ろ う 
32] 絵 画 ( ) が 、 芸 術 作品 の 価値 は 難し い 。 

1 に つい て で は な い 2 に 限っ た こと で は な い 


3 に は 伴わ な い 4 まで の こと は な い 
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[33] 大 作 映画 の 迫力 を 楽し な に は 、 や は り 映 画 館 に 足 を 運ぶ ( > 


1 より ほか な い 2 に 決ま っ て いる 
3 と いう と ころ だ 4 に すぎ な い 

[4] ニュ ー・ オ リン ズ で ジャ ズ を 学ぶ ( )、 彼 は 米国 へ 旅立っ た 。 
1. 가 2 きり 3 だ け 4 べく 

[5] 鳥 人 と 言わ れ た ブブカ 選手 で も 、 オ リン ピッ ク ( ) の 券 購 気 に の まれ た 。 
1 か ら こ そ 2 な ら で は 3 ずく め 4 に 陶 し て 


問題 6 次 の 文 の x に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] 六部 科学 省 が * 広がら な い だ ろ う 。 

1 そう 簡単 に は 2 電子 黒板 な どの 3 活用 は 4 推進 し て いる 
B72] スペ ー ス シャ トル で の 日 本 人 の x も の だ 。 

1 未来 に 向け て の 2 貢献 する 3 活動 は 4 宇宙 開発 に 
[38] 太陽 光 な どの 新 エ ネル ギー は x が 始ま っ た 。 

1 きっ な か は と な り 2 オイ ル シ ョ ッ ク が 

3 開発 4 石油 に 代わ る エネ ルギー と し て 
(391 遺伝子 銀 行 は 遺伝 子 を x 施設 だ 。 


1 利用 する た め に 2 冷凍 保存 する 3 品種 改良 な ど に 4 生き た まま 


[40] 様々 な 災害 や テロ に し 3 だ ろう 。 


1 実用 化 2 支援 ロボ ッ ト を 3 せ ね ば な ら ぬ 4 対応 すべ く 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、[_41 ] か ら [ 45 |] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


大 規模 な 核 戦争 が 起き る 危険 は 、 冷 戦 期 より 格段 に 小さ く な っ た 。 だ が 、 逆 に 、 核 テ 
ロ の 危険 は 高まっ た 。 こ れ を 防ぐ に は 国際 協力 を 通じ て 、 核 物質 の 管理 、 間 市 場 の 摘発 
な ど を 強め る し か な い 。 

そう 考え る オバ マ 米 大 統領 の 呼び か け で 、 核 保安 サミ ッ ト が 開か れ 、 こ の 問題 が 国際 
社会 の 最 優先 政策 の ひと つ に 押し 上 げ ら れ た 。 冷戦 思考 か ら 離 れ て 、 核 41 ] 現 在 の 
箇 威 を 減ら そう と する オバ マ 外 交 が また 一 歩 、 前進 し た と 言え よう 。 

核 チロ 防止 は 米国 だ け で な く 、 世 界 に と っ て 不可 欠 な 対策 だ 。 主 要 都 市 で 核 テロ が 起 
きれ ば 、 甚 大 な 織 牧 が 出る ば か り で は な い 。 グ ロー バル 化し た 世界 で は 金融 や 貿易 、 情 
報 通信 な ど が [42=a ] に 陥り 、 国 際 経 済 が 重大 な [425 ] に 直面 する 。 サ ミッ ト が 共同 声 
明 で 核 テロ を 「 国 際 安全 保障 へ の 最も 挑戦 的 な 作 感 」 と みな し た の も 、 そ うし た 安全 保 
陳 観 か ら だ ろう 。 

共同 声明 は 、 す べ て の 検 物質 の 管理 を 4 年 で 徹底 する と 表明 し た 。 行動 計画 で は 、 原 
子 カ 施設 の 警備 な ど を 定め た 核 物質 防護 条約 や 、 核 テロ を 重大 犯罪 と し て 摘発 ・ 処 出し 
て いく 核 テロ 防止 条約 の 運用 強化 が 盛り 込ま れ た 。 間 市 場 を 封じ る た め の 、 各 国 の 法律 
の 整備 ・ 運 用 の 国際 支援 で も 合意 し た 。 

国際 社会 の どこ か に 村 管 理 の 穴 が あれ ば 、 テ ロロ 集団 に と っ て 、 つ け 入 る 隙 と な る 。 合 
意 事 項 を 実行 に 移 は る か が 今後 の 課題 だ が 、 核 テロ へ の 番 威 感 が 、 多 く の 開発 途上 国 の 
間 で 共有 され て いる 43 ]。 し か も 、 核 テロ 対策 に 人 材 、 資 金 を つぎ 込む より 、 さ ら 
な る 核 軍縮 の 方 が 先決 だ と の 不満 も ある 。 こ うし た 測 を どの よう に 乗り 越え て いく か 。 
国際 社会 に 課さ れ た 重い 宿題 だ 。 

中 国 の 胡 錦 計 国 家主 席 は 「 均 任 あ る 態度 で 核 保 安 を 恒 視 」 す る と 強調 し た 。 核 拡散 の 
問題 を 抱え る 北朝 鮮 と イラ ン は 、 と も に 核 の 聞 市 場 [44 ] 疑 い が あ る が 、 中 国 は 両国 
に あま り 強い 姿勢 で 臨ん で こ な か っ た 。 今後 は 両国 が か らむ 聞 市 場 の 防止 で も 欧米 な ど 
と 協議 を 密 に し て 、 有 効 な 手立て を 積極 的 に 実行 し て も らい た い 。 

サミ ッ ト に は 、 核 不 鉱 散 条約 (NPD) に 背 を 向け た まま 核 武装 し た イン ド 、 パ キス タ 
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ン 、 事 実 上 の 核保有 [ 45 ] イ スラ エル も 代表 を 送っ た 。 核 保安 サミ ッ ト は NPT の 枠外 で 、 
新た に 核 の 脅威 を 減ら す 国際 的 枠組 み を 設け た 格好 だ 。 

核 不 拡散 に つい て は 、 未 加盟 国 に 対し 、 非 核 化し た うえ で NPT に 入る よう 求め る 。 
あく まで それ が 原則 で ある 。 だ が 同時 に 、 核 保安 サミ ッ ト を 活用 し 、 核 テロ 防止 に も や 


は り 核 軍縮 が 欠か せな いと いう 根本 的 な 問題 へ の 理解 を 広め 、 多 国 間 の 核 軍縮 へ の 突破 
に も し て いく べき だ ろう 。 


(『 朝 日 新聞 ]」 2010 年 4 月 15 日 付 ) 


1 に つれ る 2 に まつ わる 3 に し た が う 4 に わた る 

1 a 大 混乱 プ b 危険 2 a 危険 プ b 大 混乱 

3 a 大 混乱 / b 危机 4 a 危機 プ b 大 混乱 

1 か ら で は な い 2 と き で は な い 3 まで で は な い 4 わけ で は な い 

1 に か か わっ た 2 に か けた 3 に か わっ た 4 に か まっ た 

1 と みな され な い 2 と みな し た 3 と みな し 4 と みな され て いる 
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問題 1 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら ー つ 選び な さい 。 


[IH 祖父 の 代 ま で 葉子 を 小売 店 に 卸す 仕事 を し て いた 。 


1 お こす 2 お と す 3 お か す 4 お ろ す 


[2] 彼 は オリ ン ピ ッ ク 代 表 へ の 道 を 一 歩 一 歩 歩 ん た で いっ た 。 


1 あゆ ん で 2 あや ん で 3 あ よ ん で 4 あん で 


[3 | 公園 を 散歩 し て いた ら ハ チ に 刺さ れ 、 腕 が 腫れ て し まっ た 。 


1 し びれ て 2 は れ て 3 あれ て 4 むれ て 


[4] スキ ー の 最 中 に 当 畜 が 発生 し た が 、 無 難 に 逃げ ば る こと が で きた 。 


1 ぶな ん 2 む お なん 3 ぶっ な ん 4 むっ な ん 


[EE] あの ペッ トシ ョ ッ プ の 店 員 は 、 み ん な 愛想 が よく て 親切 だ 。 


1 あい そん 2 あい ぞう 3 あい そ 4 あい ぞ 


[6 ] 若者 が 都会 へ 流出 し 、 こ この 漁村 も 活気 が な く な っ た 。 


1 うお むら 2 りょう むら 3 りょう そん 4 ぎょ そん 
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問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[7] 前 置き は この くら い に し て 、( ) に 入る こと に する 。 

1 题目 2 話題 3 本 題 4 题材 
[s] 少 々 狭かっ た が 昔 は 近所 の ( ) で よく 草野 球 を し た も の だ 。 

] 平原 2 広野 3 野原 4 原野 
[2] どん な 店 で も 行政 府 の ( ) を 得 な けれ ば 営業 が 始め られ な い 。 

1 免除 2 許容 3 特許 4 認可 
[19] 校庭 に 並ん だ 生徒 た ち に ( ) を か け 、 マ スゲ ー ム を 行っ た 。 

1 布 令 2 号令 3 指令 4 発令 
[1] 一 人 の 科学 者 の ひら めき が 謎 の ( ) に つなが っ た 。 

1 解体 2 解剖 3 解放 4 解明 
12] 出張 が キャ ン セ ル に な っ た の で 、 会 合 は 明日 な ら ( ) 都合 だ 。 

1 好 2 良 3 普 4 最 
[13]60 歳 で 定年 を 迎え た 桑田 氏 は 、 相 談 ( ) と し て 会 社 に 残っ た 。 


1 長 2 役 3 人 4 方 


問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


14] 現代 人 より 昔 の 侍 の 方 が 堂々 と し て いる よう に 見 える の は な ぜ だ ろう 。 


1 英雄 2 強大 3 高価 4 立派 


ロ 引 ブラ ッ ク バ ス は 本 来 日 本 に は お ら ず 、 落 ノ 尊 に 移 殖 さ れ て か ら 広 まっ た 。 


1 根本 2 従前 3 源 4 元々 


Be] 組合 側 は 一 律 1 万 円 の 賃金 アッ プ が 妥当 な と ころ だ と 考え て いる 。 


1 親切 2 適切 3 大 切 4 一 切 


[7] この 電子 辞書 に は 有名 人 の 顔 写真 まで 入っ て お り 、 何 か と 重宝 する 。 


1 高級 だ 2 便利 だ 3 有効 だ 4 絶大 だ 


[18] お ぼれ そう に な っ た 時 、 や た ら に ば た つく と か えっ て 危険 だ 。 


1 も ぐる 2 も どる 3 も が く 4 も ちい る 


彼 は 経理 課 か ら 販 売 促進 課 へ 異動 に な り 、 張 り 切っ て いる 。 


1 活性 化 合理 化 3 具体 化 4 自由 化 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


120] レッ スン 
1 サル サ の レッ スン を 続け て いる 彼女 は 、 ス タイ ル 抜 群 だ 。 
2 茶道 部 に 入部 し た が 、 先 輩 の レッ スン が すばらし い 。 
3 新 商品 の 売り 込み の た め 、 他 社 に レッ スン に 行く 必要 が ある 。 
4 地球 温暖 化 に つい て の パネ ルレ ッ ス ン が 開か れ た 。 
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[21] け な す 
1 畑 の 土 を けなし た ら 、 作 物 の 出来 が 悪く な っ て し まっ た 。 
2 与党 の 政策 を けなし て いた 評論 家 が 、 こ ろり と 態度 を 変え た 。 
3 アル ゼン チン 代表 の 選手 は 、 ボ ー ル を けなす の が うま い 。 
4 そん な 高い 木 か ら 飛び 降り た ら 、 け な すこ と に な る ぞ 。 


[22] わ くわ く 
1 子ども た ち が 廊 下 で わく わく 騒い で いる の で 、 何 か あっ た らし い 。 
2 食あたり な の か 、 夕 べから 胃腸 が わく わく 痛む 。 
3 手応え を 感じ て いた だ け に 、 採 点 結 果 を わく わく し て 待っ た 。 
4 高層 タワ ー が わく わく 完成 する の で 、 必 ず 展 望 台 に 登る つも り だ 。 


[23] 触れ 合い 
1 や け 酒 と の 触れ 合い に よっ て 、 失 恋 か ら 立 ち 直 れ た 。 
2 アイ ス ホ ッ ケー の 激しい 触れ 合い で 、 選 手 が 気 絶 し た 。 
3 お 金 と の 触れ 合い な くし て 、 余 裕 の ある 生活 は で き な い 。 
4 あの 動物 園 は 、 小 動物 と の 触れ 合い コー ナー が 人 気 だ 。 


[24| ル ー ズ 
1 時 間 に ル ー ズ な 人 間 は 。 何 事 に も 信用 され な い 傾 向 に ある 。 
2 そん な ルー ズ な 音読 で は 、 一 番 後 ろ の 学生 に まで 聞こ えな い 。 
3 市 民 一 人 一 人 が 小さ な ルー ズ を 守る こと が 、 環 境 美化 に つなが る 。 
4 アン ケー ト 調 査 を ルー ズ に 整理 し て 、 発 表 を 行っ た 。 


[25] こら える 
1 期待 に こち ら え られ る か わか ら な い が 、 大 会 に 出る つも り だ 。 
2 相手 の 攻撃 を こら えた ボク サー が 、 見 事 に 逆転 勝ち し た 。 
3 彼女 は 料理 を こら える の が 上 手 だ か ら 、 い い 主 婦 に な る だ ろう 。 
4 学生 で ある 以上 、 も っ と こら える よう に 学問 を 積む こと だ 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 び 


な さい 。 

[26] 重要 法案 を 強行 採決 で 決め る よう な 遇 行 は 繰り 返し て は な る ( DS 

1 わけ が な い 2 ほか な い 3 まい 4 こと か 
[27] 80 年 代 後半 の バブ ル 期 は 、 地 価 ( ) 株 価 ( )、 一 気 に 高騰 し た 。 

1 や ノ ゃ 2 な り ノ な り 3 ほど ノ ほ ど 4 に つれ に つれ 
[盆地 の 宮 都 が 、 夏 が 暑い の は 想像 ( )。 

1 に 過ぎ な い 2 に 難く な い 3 に 及ば な い 4 に 他 な ら な い 
[291 1995 年 、 中 東和 平 を 進め た ラビ ン 音 相 が 暗殺 され た の は 、 痛 恨 ( ) だ っ た 。 

1 の 至り 2 の 気味 3 の 極み 4 の 向き 
[30] 外国 人 作家 の 小説 を 原文 で 読め あれ ば 、 そ れ ( 

1 まで の こと は な い 2 ほど の こと は な い 

3 に 他 な ら な い 4 に 越し た こと は な い 
国有 名 な 劇団 ( )、 役 者 の 仕事 だ け で 生活 で きる 人 は 少な い 。 

1 に と っ て 2 で すら 3 と いえ ば 4 か ら こ そ 
6 本 生前 村 1 枚 し か 絵 が 売れ を か っ た ゴッホ の 苦悩 が わか ら ( )。 

1 な いも の で も な い 2 ず に は すま な い 


3 な いで は お か な い 4 ざる を 得 な い 
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[33] 悲劇 を 毎 定 し ( ) の だ ろう が 、 戦 争 映 画 は 問題 が 多い 。 


1 た つも り は な い 2 た か と 思う 

3 な い 限 り だ っ た 4 な いも の で も な い 
[34] モン ゴル の 先生 に 習っ た ば か り の ( )、 ホ ー ミ ー は な か な か で き な い 。 

1 こと か ら 2 だ 流 ど で 3 こと な し に 4 こと に し て 
[3] 一 流 の アス リー ト ( )、 食 事 の カロ リー 計算 は 自分 で 行っ て いる 。 

1 は さて お き 2 に も まし て 3 を も っ て 4 と も な る と 


問題 6 次 の 文 の _ 去 _ に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[36] コン ピュ ー タ ー が x が ある も の か 。 

1 答え られ た 2 と ころ で 3 何 の 不 思 議 4 クイ ズ に 
[37] 南極 の x まで 行わ れ て いる 。 

1 設営 工学 2 に お いて は 3 共同 観測 4 と いっ た 研究 
[38] 関西 の 高校 生 が を に 一 役 か っ て いる 。 

1 観光 施設 2 農園 を 作り 3 農業 推進 4 の た め に 
[39] 最近 病院 に は x が いる 。 


f スー パー ドク ター 2 内 視 鏡 だ け で 3 難病 を 治す 4 命 に か か わる 


[20] 人 間 の x 装置 が ある 。 


1 感知 し た 2 と た ん に 
3 機械 を 作動 させ る 4 脳 か ら の 信号 を 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、| 41 ] か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


こう せい ろう 


「 医 療 崩 壊 を 食い 止め る 」。 今 春の 診療 報酬 改定 に あたり 、 厚 生 労 働 省 の 関係 者 ら は 線 
り 返 し た 。 だ が 、 医 師 不足 の 解消 に 本 気 で 取り 組ま な い 限 り 、 危 機 は 克服 で き な い 。 
改定 で は 救急 や 産科 、 小 児 科 な ど で の 治療 に 対す る 報酬 が 4 月 か ら 増 えた 。 こ れ ら の 
分 野 を 強化 する の は 当然 の [41_]。 

奈良 県 大 淀 町 で 2006 年 8 月 、 町 立 病院 で 出産 中 に 意識 を 失っ た 妊婦 が 19 病院 か ら 
受け 入れ を 断ら れ 、 脳 内 出血 で 死亡 し た 。08 年 に は 東京 都 で 脳出血 と み ら れ る 妊婦 が 
7 病院 か ら 断 られ 、 亡 く な っ た 。 

こう し た 悲劇 を 繰り 返す まい と 、 奈 良 県 や 東京 都 な ど は 現場 の 医師 ら の 努力 で 、 
| 428 ] さ れ た 妊婦 を 必ず 受け 入れ る [42-5 ] づ くり を 急い で いる 。 

妊婦 の 搬送 が 拒否 され る 一 因 と され る 新生 児 集中 治療 室 (NICU) の 不足 に も 目 が 向 
けら れ た 。 政 府 は いま の 1.5 倍 に あたる 約 3 千 床 が 必要 と 試算 。 大 学 病院 や 自治 体 も 
NICU を 増やそ うと し て いる 。 

だ が 、 設 備 を 整え て も 産科 救急 の 危機 は 解決 し な い 。 そ れ を 使い こなす 新生 児 科 医 や 
産科 医 が 足り な いこ と が 最大 の 問題 だ か ら だ 。 

新生 児 科 医 は 、 小 児 科 な どの 教育 の うえ に 専門 研修 が [43 ]、 全 国 に 千 人 ほど と み 
られ る 。 そ の 1.5 ~ 2 倍 が 必要 で ある と 、 新生 児 科 医 の 団体 は 試算 し て いる 。 

医師 不足 は 過重 労働 に つなが っ て いる 。 当 直 の 翌日 で さえ も 通常 通り に 働く と いう 無 
理 な 勤務 が 続い て いる 病院 が 少な く な い 。 

医師 不足 に 対処 し よう と する 動き が 現場 に も 出 て きた 。 神 奈川 県 立 こ ども 医療 セン 
ター の 新生 光 科 は 昨 春 新生児 科 医 を めざす 小児 科 医 の た め の 短期 研修 制度 を つく っ た 。 
NICU を 使え る 医師 が 各地 に 巣立っ て いる 。 

も ちろ ん 、 必 要 な の は 抜本 策 だ 。 多 く の 新生 児 科 医 や 産科 医 を 育て る た め の 政 策 が 求 
め ら れ て いる 。 

不足 は 特定 の 分 野 に [44_]。 日 本 は 06 年 の 人 口 千 人 当たり の 医師 数 が 2.1 人 で 、 経 
済 協力 開発 機構 (OECD) 加 盟国 四 平均 3.1 人 を 大 きく 下回り 、 最 低 水準 に ある 。 
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この 現状 を 克服 する に は 、 展 六 党 が 政権 公約 に 掲げ た 「 話 師 養 成 数 の 5 割増 」 を 四 に 、 
医師 の 総数 を 増やす 長期 計画 づく り を 急 が ね ば な ら な い 。 

大 学 の 医学 部 の 定員 を 増やす 。 医 師 と な る に ふさ わし い 人 材 に 広く チャ ンス を 与え る 
よう な 教育 制度 改革 や 、 奨 学制 度 の 充実 も 求め た い 。 


医師 の 偏在 を な くす 努力 も 必要 だ 。 医 師 の 負担 を 軽減 [ 45 ]、 看 護 師 や 機器 を 扱う 
技師 も 充実 し た い 。 


「 い の ち を 守り た い 」 を 掲げ た 民主 党 政権 は も ちろ ん 、 超 党派 で 取り 組む べき 重要 課 
題 で ある 。 


(「 朝 日 新聞 」2010 年 4 月 19 日 付 ) 


1411 

1 こと に ある 2 こと が ある 3 こと で ある 4 こと と ある 
1421 

1 a 搬送 b 態勢 2 a 態勢 / b 搬送 

3 a 受け 入れ / b 搬送 4 a 搬送 / b 受け 入れ 
1431 

1 教え られ 2 覚え られ 3 求め られ 4 支え られ 
1441 

1 と ど ま る 2 と ど ま ら な い 3 と ど ま っ た 4 と ど ま る か 
1451 


\ する た め 2 する ほど 3 する こそ 4 する より 
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問題 1 


[1 ] 子ども が 投げ た ビー チ ボ ー ル が 波間 に 漂っ て いた 。 


1 さま よっ て 2 た だ よっ て 3 か た よっ て 


[2] 温泉 に 足 を 浸す だ け で も 疲れ が 取れ る 。 


1 し た す 2 みた す 3 ひ た す 


[3] し ば らく 肺炎 を 患っ て いた 友だち が 、 元 気 に 社 会 復帰 し た 。 


1 か か っ て 2 いた わっ て 3 わ ず ら っ て 


[4 地主 が 首 を 縦 に 所 ら ちず 、 道 路 の 拡張 工事 が 進ま な い 。 


1 ち お も 2 じ お も 3 ちぬ し 


5] 友人 か ら 拝 借 し た 書籍 が 今 も っ て 本 棚 に ある 。 


1 は いし ゃ く 2 は いせ き 3 は いじ ゃ く 


4 


[6 ] 早 崩 か ら カ ラス が 鳴い て 不吉 な 予感 が し た が 、 一 日 何事 も な か っ た 。 


1 ふ よ し 2 ふき つ 3 ぶよ し 


158 


4 


の 言葉 の 読み 方 と し て 最も よい も の を 、 1・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


に か よっ て 


きた す 


な まっ て 


じ ぬ し 


は い ぜ き 


ぶ き つ 


問題 2 ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[27] この 町 に は ( ) 人 が 多く 住ん で いて 、 立 派 な 家 が 並ん で いる 。 

1 実名 2 著名 3 高 名 4 美 名 
[8] ギャ ン ブ ル で ( ) を 手 に し た りす る と 、 人 生 は 失敗 し や すい 。 

1 大 金 2 金額 3 高価 4 货币 
[9 ] 工場 で の 実績 が 評価 され 、 研 究 室 へ ( ) と な っ た 。 

1 転向 2 転移 3 転属 4 転換 
[10] 目 を 光ら せる 警備 員 が いな いと 、 観 光 地 も ゴミ だ ら け で この ( が: 

1 有 様 2 気配 3 風物 4 模様 
[11] プロ 野球 ( ) で は 、 新 人 選手 の 獲得 な ど が 細か く 決 め ら れ て いる 。 

1 条約 2 契約 3 公約 4 協約 
[12] 現金 を 持ち 歩く と 危険 ゆえ 、 支 払い は ( ) 切手 で する 。 

1 子 2 小 3 個 4 固 
13] 携帯 小説 は 大 衆 ( ) され た が 、 今 後書き 手 は 増え る だ ろう か 。 


1 的 2 用 3 性 4 化 
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問題 3 の 言葉 に 意味 が 最も 近い も の を 、 1 ・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


[14] 近ごろ 、 彼 は 将棋 の 腕 を めき めき 上 げ て いる 。 


1 いき な り 2 遂に 3 目立っ て 4 徐々 に 


Bs] 町 の 伝統 芸能 に 若い 後継 者 が 育ち 、 見 事 に 復活 し た 。 


1 復旧 2 再生 3 出現 4 再三 


突然 の 上 司 の 来訪 だ っ た が 、 要 が うま くも て な し て くれ た 。 


1 招待 し て 2 特待 し て 3 期待 し て 4 歓待 し て 


171 子ども の 心 が ゆ が むこ と の な いよ う 、 親 子 の 対話 を 続け て いる 。 


1 ま が る 2 きれ る 3 こわ れる 4 われ る 


[18] 有名 な 格闘 家 が キッ クボ クシ ング の 連盟 を 脱 刀 し た 。 


1 きえ た 2 さげ だ 3 ぬけ た 4 お ろ し た 


長年 の 夢 だ っ た 長編 小説 に 、 遂 に 着手 する 時 が きた 。 


1 開口 2 開放 3 開封 4 開始 


問題 4 次 の 言葉 の 使い 方 と し て 最も よい も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


[29| ユ ニー ク 
1 今日 は ユニ ー ク な 風 が 吹い て 、 朝 か ら 気持 ちがい い 。 
2 日 本 の ビル は 耐震 構造 を ユニ ー ク に 設計 し な けれ ば な ら な い 。 
3 娘 に よる と 、 こ の 香水 は ユニ ー ク な 香り が する そう だ 。 
4 今度 の ね ん ざ は ユニ ー ク すぎ て 、 な か な か 治ら な いそ うだ 。 
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[321] さら す 


この 食品 は 火 に さら す と 、 と て も 深み の ある 味 に な る 。 
ビデ オ テ ー プ を 何 回 も さら し た の で 、 画 像 が 乱れ て いる 。 
大 学 の 応援 部 の 新人 が 、 声 を さら し て し まっ た 。 

引き 倒さ れ た 鋼 像 が 、 白 日 の 下 に さら され て いた 。 


> の いい 


[22] めっき り 


1 コス モス が きれ い に 咲 いた と 思っ た ら 、 め っ ぎり 涼し く な っ て きた 。 
2 近ごろ めっき り し て きた の で 、 少 し 食事 制限 を 考え て いる 。 

3 哲学 の 専門 書 は めっき り 難 し く て 、 ど う も 読む お 気 が し な い 。 

4 自転 車 で そん な に めっき り 飛 ば す と 、 転 倒す る か も し れ な い 。 


[233] 返 上 
1 休日 を 返上 し て 働か な いと 、 注 文 が さば きき れ な い 。 
2 ちょ っ と で も 不良 品 が 出 た ら 、 す ぐに 返上 し て ほし い 。 
3 天井 を 注文 し た が 、 返 上 し て カツ 丼 に し た 。 
4 切符 を 間違え た の で 、 駅 員 に 返上 し て 買い 直し た 。 


[24| ぽか ん と 
1 江川 君 の 答え は いつ も ぼ ぽか ん と し て 、 み ん な か ら 支 持 さ れ て いる 。 
2 トラ ン ペ ッ ト を ぼ か ん と 吹い た ら 、 素 人 で も 音 が 出 た 。 
3 まさ か の オウ ン ゴ ー ル に 、 サ ポー ター が ぽか ん と 口 を 開け て いた 。 
4 時 間 が ぽか ん と な っ た の で 、 図 書館 で 暇つぶし し た 。 


2] 巻き 添え 


1 花火 が 巻き 添え し て 、 火 の 粉 が た くさ ん 飛ん で きた 。 

2 昔 の 巻き 添え の 文章 は 、 古 典 を 専門 に 勉強 し な いと 読め な い 。 
3 けん か を 止め よう と し た ら 、 人 巻き 添え を 食っ て 喚 ら れ た 。 

4 新規 巻き 添え で 、 生 活 態 度 を 改め て いき た い 。 
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問題 5 次 の 文 の ( ) に 入れ る の に 最も よい も の を 、 1 ・ 2・3・4 か ら 一 つ 選び 


な さい 。 

[2e] 政党 を 飛び 出し て で も 主張 を 曲げ な いこ と は 、 い いこ と で は ある ( )。 

1 まい か 2 まで か 3 ば か りか 4 か ら か 
[27 変動 相場 制 は 、 貿 易 や 投資 ( ) 資金 の 流れ で 相場 が 動く 。 

1 と あれ ば 2 は お ろか 3 か ら す る と 4 に 関わ る 
[28] 日 本 の 農業 人 口 は 減り 続け 、2000 年 ( ) 4.5 パー セン ト に な っ た 。 

1 に 沿っ て は 2 に 連れ て は 3 に 至っ て は 4 に 対し て は 
[29] 明治 時 代 、 文 明 開 化 の た め ( )、 何 で も 欧米 を まね する 風潮 が あっ た 。 

1 に あたり 2 で あり 3 を お いて 4 と あれ ば 
[30] 安部 公房 の 『 砂 の 女 』 は 、 世 界 の 言語 に 翻訳 され る ( ) 名 著 だ 。 

1 に と ど ま る 2 に 基づく 3 に 足る 4 に か ける 
BU 文楽 の 世界 に 弟子 入り し て か ら 10 年 、 よ う や く 独 り 立ち ( ~ 

1 と いう と ころ だ 2 と いう だ け だ 

3 と いう は ず だ 4 と いう まで だ 
代休 の 存在 ( )、 茶道 は 芸術 と し て 成立 し な か っ た 。 


1 か ら 言 えば 2 な くし て は 3 くら いな ら 4 を も っ て 


[33] 水俣 病 の 実情 ( ) 政策 を 、 ひ と り の 映画 監督 が 訴え 続け た 。 
1 に 即 し て いな い 2 か ね な い 3 まじ き 4 極まりない 


162 


[34] 琴 の 演奏 を ほめ られ た 彼女 は 、( ) 表情 だ っ た 。 


1 言う まで も な い 2 ろく で も な い 
3 と ん で も な い 4 まん ざら で も な い 
[35] 世界 記録 を 更新 し 続け る 棒高跳 び の 選手 は 、( ) 努力 を し て いる の だ ろう 。 
1 ひと り だ け で は な い 2 ひと と お り で は な い 
3 ひと つ だ け で は な い 4 ひと ほど で は な い 


問題 6 次 の 文 の _ 太 に 入る 最も よい も の を 、1・2・3・4 か ら 一 つ 選び な さい 。 


[36| コン ピュー ター が チェ ス の x と な っ た 。 


1 チャ ン ピ ビオ ン 2 世界 王者 を 破り 3 に し て みれ ば 4 屈辱 の 敗北 


[37] 宇宙 開発 の 推進 が x な ら な い 。 

1 は お ろか 2 環境 破壊 に 3 軍事 利用 4 つなが っ て は 
[38] 地球 温暖 化 x が 起き て いる 。 

1 海水 位 の 上 昇 2 溶け 出し た こと に よる 

3 の せい で 4 極地 の 氷 が 
[39] 日 本 の 農業 は ＊ 先 が 見 えな い 。 


1 うま く 処 理 2 輸入 野菜 の 3 し な いこ と に は 4 急増 を 


[49] 防 犯 カ メラ を x 意味 が な い 。 


1 減ら な けれ ば 2 設置 し た 3 犯罪 その も の が 4 と ころ で 
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問題 7 次 の 文章 を 読ん で 、| 41 | か ら [ 45 ] の 中 に 入る 最も よい も の を 、 1・2・3・ 
4 か ら 一 つ 選 びな さい 。 


大 人 に 便利 な よう に 作ら れ た 製品 の た め 、 子 ども が 傷 を 負い 、 と き に は 命 を 者 か され 
る 。 だ と いう の に 、 大 人 社会 は あま り に 無策 で は な いか 。 

ライ ター 遊び が 原因 と み ら れ る 火事 で 、 幼 い 犠牲 者 が 続く 。 車 の パワ ー ウ イン ドー に 
指 や 首 を 挟ま れ 、 大 事 に 至っ た 例 も 各地 で 報告 され て いる 。 高 熱 の 器具 に 手 を の ば す 、 
棚 の 薬 を 誤っ て 飲む ……。 同 じ よ うな 事故 が 毎年 繰り 返さ れ て いる 。 

ライ ター[41_」、 経 済 産業 省 の 作業 部 会 が 、 子 ども の 力 で は 障 単に 点火 で き な い 構 
造 に する よう 、 安 全 基 準 を 設け る 議論 を 進め て いる 。 消 費 者 庁 は 、 家 庭 で 使わ な く な っ 
た ライ ター を 回 収 する 検討 を 始め た 。 都 内 で 過去 10 年 、12 歳 以下 に よる ライ ター 遊 
び で 起き た 火災 は 511 件 に も 上 る 。 動 き は 遅 すぎ る くら い だ 。 

米国 は 1994 年 、 ラ イタ ー の 構造 規制 に 踏み 切っ た 。4 年 後に 死傷 者 が 半減 し た と の 
デー タ も ある 。 

車 の パワ ー ウ イン ドー で は 、 何 か が 挟ま れ ば 自動 的 に 止ま る 装置 が 開発 され て いる 。 
だ が 、 全 座席 に 装備 され た 車種 は 多く な い 。 閉 務 づ け を 検討 し て は どう か 。 

子ども か ら 目 を [42-』 ]、 危 な い 物 は [42-b ] 一 。 周囲 の 大 人 が 注意 し な けれ ば な ら 
な い の は 、 言 うま で も な い 。 落 ち 度 が 大 きけ れ ば 、 保 護 者 の 責任 を 問う 必要 は ある だ ろう 。 

で も それ だ け で 、 子 ども の 事故 は 防げ る の か 。 家 庭 や 地域 の 見 守る 力 が 落ち る 一 方 、 
生活 空間 に 潜む 危険 は 滅 っ て いな い 。 子 ども は 普 も 今 も 日 々 成長 し 、 予 測 外 の 行動 を と 
る も の だ 。 

様々 な 事故 の 情報 を 集め 、 原 因 を 分 析 し 、 リ スク の 重大 性 を 評価 する 。 製 品 改 良 を 促 
し 、 必 要 な ら 規 制 措置 を と り 、 子 ども を 取り 巻く 環境 か ら 危 険 を 減ら す 。 そ ん な 機動 的 
な 仕組 み が 求め られ て いる [し 43]。 

横 襲 市 で こども クリ ニッ ク を 開業 する 山中 秀 宏 さん は 、 け が や や けど で 運ば れ て くる 
子ども を 診る し 44_]、 同 じ 思 い を 募ら せ て きた 。 

5 年 前 、 工 学研 究 者 ら と 協力 し 「 事 故 サ ー ベ イラ ンス プロ ジェ クト 」 を 立ち 上 げた 。 
自身 や 国立 成育 医療 研究 モン ター (東京 ) が 扱っ た 症例 を 基 に 、 予 防 策 を 研究 。 メー カー 
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へ の 指摘 は 、 高 温 の 蒸気 を 出さ な い 炊 飯 器 の 開発 に 結び つい た 。 公 園 の 遊具 で 転落 事故 
が 起き た 自治 体 で は 、 地 面 に ゴム マッ ト を 敷い た り 、 階 段 に 手すり を つけ た り と いっ た 
対策 を 実現 させ て いる 。 

1 歳 以上 の 子ども の 死亡 原因 で 最も 多い の は 「 不 慮 の 事故 」 だ 。 そ の 予防 は 、 消 費 者 


庁 な ど を 核 に 、 政 府 を 挙げ て 取り 組む べき 課題 だ ろう 。 
防げ る は ず の 事故 を 前 に 無為 で [45 ]、 子 ども の 権利 を 侵す こと 。 そ う 山 中 さん は 
訴え る 。 私 た ち 大 人 すべ て が 肝 に 銘じ た い 。 
(「 朝 日 新聞 」 2010 年 4 月 20 日 付 ) 


1 を めぐ っ て は 2 を ふま えて は 3 を つう じ て ば は 4 を の ぞい て は 
1 a 遠ざけ る / b 離す 2 a 離す ^ b 遠ざけ る 

3 a 遠ざけ る / b 離さ な い 4 a 離さ な い プ b 遠ざけ る 

1 の で は な い 2 の で は な いか 3 べき で は な い 4 べき で は な いか 
1 の に 2 こと に 3 た びに 4 か ら に 

1 ある べき は 2 ある こと は 3 ある は ず は 4 ある た め は 
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